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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　真伝勇伝・革命編



　堕おちた黒い勇者の伝説５











　第一章　エリスについて







　妹が生まれたという。


　フェリスと名づけられた妹。


　初めはその意味がわからなかった。


　妹という単語は知っている。


　だがそれが、自分にとってなにを意味しているのかは、いまいち理解できなかった。


「…………」


　暗い部屋に、揺ゆりかごが揺れる。


　揺りかごの中には赤子がいる。


　ひどく美しい、眩まぶしいほどにかわいらしい赤子だった。


　自分とそっくりの澄すんだ青い瞳ひとみ。


　まだ綺き麗れいに生え揃そろっていない、柔やわらかそうな金色の髪かみ。


　なめらかな白い肌はだに、無む邪じや気きな笑顔。


　その笑顔で、赤子はこちらを見る。目が見えているのか、いないのか、それはわからない。


　だが彼女は、澄んだ瞳でこちらを見つめる。


　真っ直ぐに見つめる。


　それに彼は、


「…………」


　レルクス・エリスは、目を細めた。


　赤子と同じ金色の髪に、青い瞳を持った少年。年は今年で四つになるので、この綺麗な妹とは、四つ違ちがうことになる。


　それにレルクスは、


「……四つ」


　と、呟つぶやく。


　すると妹が──フェリスが、あーと、まるで彼の言葉に応こたえるかのように声をあげる。


　それに彼は、微笑ほほえむ。


「あーじゃわからないよ」


「あああ」


「…………」


「ああ、うう、ああ？」


「どうした。なにかしてほしいのかい？」


「ああ～、あああ～」


　と、フェリスは声をあげる。なにがそんなに楽しいのかはわからないが、その声を聞いていると、自分まで少し、愉ゆ快かいな気分になってくる。


　それに彼は手で、妹の頰ほおに触ふれようとする。柔らかそうな、真っ白な頰に、そっと触れようとして、


「…………」


　しかし、やめる。


　自分の手が、血で汚よごれていたから。暗くら闇やみで見えるほど真まっ赤かに、染まっていたから。だから彼は手を止めて、


「……しまったな。さっき殺した奴やつの血が、ついたままだ」


　と、呟いた。


　するとそれにフェリスがまた、


「きゃきゃきゃ」


　と、笑う。


　それにレルクスは微笑む。


「なにがそんなにおかしいんだい？」


「だぁあ」


「うん？」


「ああ～、うう～、あ～」


　と、妹は必死になにかを語りかけてくる。笑ったり、顔をしかめたり、両手を動かしたりして、なにかを表現しようとする。


　そしてそれに、レルクスは不思議な気持ちになる。


　彼が生まれてから今日までの間、こんなにも感情を表に出す生き物を、見たことがなかったから。


　こんなに無邪気に、楽しげに笑う生き物を、見たことがなかったから。


「…………」


　それに彼は、顔をあげる。


　妹がいるこの部屋は、いまは灯あかりがついていないので、暗い。


　だがここは。


　この、剣けんの一族と呼よばれ、怖おそれられているエリス家という場所は、昼も、夜も、いつも真っ暗だった。


『力』という名前の化ばけ物ものに取とり憑つかれてしまったこの家は、闇やみの底でただ、狂くるい続けているだけだった。


　強くなければ生きることが許されない。


　エリス家の名に恥はじない強さを持っていなければ、生きることを許されない。


　だから彼は、物心がついたときからずっと、両親と会話した記き憶おくがほとんどなかった。


　ただ、木ぼく刀とうで殴なぐられ、剣で切り刻きざまれるだけの毎日。


　強くなったときだけ、褒ほめられる。


　両親の想像していた成長速度よりも、少しでも前に出たときだけ、褒められる。


　そしてそれ以外の会話を両親とした記憶が、彼にはほとんどなかった。


　いやそもそも、心の底から人間が笑っている、という光景を、彼は見たことがなかった。


「…………」


　だからこの、妹の笑顔は。


　フェリスの笑顔は、とても奇き妙みようなものに見えた。


　無邪気に、嬉うれしそうに笑う妹。


　この家はこんなにも暗いのに、その闇が見えていないかのように笑う妹。


　なにがそんなにおかしいのかはやはり、まるでわからないのだが、あーあーと声を出して、手を振ふってくる妹の顔を見つめ。


「…………」


　なぜか彼も少し、微笑んでしまう。


　するとそこで、背はい後ごから声がした。


「……またここにいるのか。おまえはフェリスが好きだな」


　その声に、レルクスは振り返る。


　すると部屋の入口に、背の高い、一人の男が立っていて、彼はそれを見上げる。


　やはり自分と同じような金色の髪に、青い瞳。ひどく整った、整い過ぎた顔。


　父だ。


　現エリス家の当主。


　その父が、


「未来のおまえの妻つまになる可能性がある女だからな。気になるのも仕方ないが……」


　なんてことを、言う。


　妹が、妻になるという。


　そしてそれがおかしいということは、まだ四歳のレルクスにも、わかっている。エリス家の書庫で、あまりに血が近い者同士で子を為なすのは危険な行こう為いだ、というようなことを彼は、すでに読んでいた。


　だがそれを、このエリス家は延々とやり続けている。


　剣の一族と呼ばれ、その、剣の力を大きくすることだけに取り憑かれたこの家の人間たちは、エリス家の血を薄うすくしないために一族同士で繫つながりあい、同じような顔の、同じような能力を持った子供を作り続けている。


　彼の両親も、兄きよう妹だいだった。


　両親の親は、親子だったそうだ。


　そしてレルクスも、妹のフェリスとそうなる可能性がある、と、三か月前に彼女が生まれたときから、両親に言われていた。


　父が近付いてきて、フェリスの頰に触れる。


　すると父の指に頰を触さわられ、妹がまた、きゃきゃっと、嬉しそうに笑う。


　だが、父はその妹の顔を、冷たい、青い瞳で見下ろし、


「……だが、あまり情を移すな。こいつは生き残らないかもしれない」


　なんてことを、言う。


「おまえは優ゆう秀しゆうだったが、おまえが生まれるまでにすでに七人、私たちは殺しているからな。フェリスに力が足りなければ」


「殺す？」


「弱い奴を生かしておく意味はない」


「…………」


「だからあまり、情を移すな。いや、私たちには情など必要ない。そうだろう？」


　と、父が言う。


　それにレルクスは感情を全身に表して、きゃっきゃと笑うフェリスを見つめ、それから無表情に、


「……そうです」


　と、うなずく。


　すると父がこちらを見て、笑みを浮うかべる。だがその顔には感情が見えない。フェリスの中にあるような、感情が見えない。笑みを浮かべてはいるが、しかしそれも、すべてが作り物だ。その奥は空っぽで、なにもないのが、彼にはわかる。


　そしてその、空っぽの笑みをこちらに向けて、父が言う。


「……本当に、おまえは優秀だ。天才と呼ばれた私によく似にている」


「いえ、父様には遠く及およびません」


「謙けん遜そんするな。私も、そして妹も──妻もそう言っている。おまえはエリス家始まって以来の才能と言われた私とエフィリアの子だ。もっと、いまよりももっと強くなる」


　それにレルクスは小さくうなずき、


「ご期待に応えられるよう、頑がん張ばります」


「そうしろ」


「はい」


　それで、父はこちらに背を向ける。部屋を出ていこうとする。


　その背中をレルクスは見つめる。そして少しだけ、想像してみる。こいつを、この男を殺すにはいったい、どうすればいいのか？


　しかしそれに突とつ然ぜん、父が言う。


「それはまだ無理だ」


「…………」


「おまえの力ではまだ、私は殺せない」


「…………」


「だが、自分より上位にいる者の強さを計はかるのは大切なことだ。おまえは私を超こえ、さらに強い子を作れ」


　と、それだけ言って、父は部屋から出ていく。


「…………」


　それにレルクスは無言のまま、もう一度フェリスを見下ろす。未来の自分の妻になるかもしれない妹を見下ろす。


　すると妹は相変わらず笑っている。輝かがやいて見えるほど無む邪じや気きに、にこにこと笑っている。それにレルクスはまた微笑ほほえむ。それから自分の、血に染まっている手を見て、


「……手を、洗ってくるよ。そうしたら抱だいてあげよう。もう夜遅おそい。君が寝ねつくまで、抱いて、子こ守もり唄うたでも歌ってあげよう」


　そう言ってから、踵きびすを返す。


　部屋を出て、手洗いへと向かう。


　水で血を流し、やはり血に染まっている道どう着ぎを脱ぬいで、新しいものに替える。そして血が、すべて洗い流されたかを確認するために、鏡を見る。


　すると自分の姿が鏡に映うつる。


　金色の髪かみに、青い瞳ひとみ。


　顔は微笑んでいる。


　フェリスを見たせいか、嬉しそうに微笑んでいる。


　だが。


「…………」


　だがその微笑みは、父と同じように空っぽだった。


　なにもない。


　なんの感情もない。


　まるで作り物のような、微笑。


　そしてその奥にあるのは、闇と、狂きよう気きだ。


　それに、


「…………」


　確かに自分は、父に似ているかも知れないと、そう思う。


　エリス家の子なのだ。


　同じような金色の髪で、同じような青い瞳で、同じように美しいが、しかし、心のない人形。


　両親は自分を優秀だという。天才だという。期待しているという。感情のない顔で、おまえに期待しているという。


　それにレルクスは、皮肉げに顔を歪ゆがめて、笑ってみた。だがその表情すら、ニセモノだった。フェリスの中にあるものとは違ちがう。


　フェリスの中にある、よくわからない輝きが、自分にはないのが、すぐにわかる。


「…………」


　だがそれが、自分にとってどういう意味があるのか、それはまだ、わからなかった。


　まだ、妹は生まれたばかりで。


　それに彼は、戸と惑まどうばかりで。


　遠くで声がする。


　遠くで声がする。


　赤子の泣き声。


　妹の泣き声。


　この家に存在してはならない、感情を持った、人間の声。


　それに彼は振り返り、


「……いま、いくよフェリス」


　と、レルクスは呟つぶやいた。








　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆








　三年が経たった。





　意味不明な声をあげて笑うだけの妹は、言葉を話すようになっていた。


「にいさまっ！」


　と、少女は言う。


　本当に美しい少女だった。長く伸のびた金色の髪に、透すき通とおるほど白い肌はだ。


　そのすべては自分にもあるものなのだが、彼女を見るたびに、なにもかもが自分とは違うと、わかる。


「にいさま！　にいさま！」


　と、彼を見つけるといつも、彼女はそう叫さけぶ。


　輝くような笑顔で、彼女は兄様と言う。


　それにレルクスが振ふり返ると、彼女はやはり、笑っている。なにがそんなに楽しいのか、嬉うれしそうに笑っている。


　だがその顔は傷だらけだ。


　毎日父や母に殴なぐられ、蹴けられ、彼女の全身はアザだらけだった。


　だからこそ彼女は、レルクスを見つけると、嬉しそうな顔になって彼についてくる。彼だけはフェリスを殴らないから、好きなのだという。


　好き、という言葉の意味が、レルクスにはいまいち理解できなかったが、しかし、フェリスにそう言われるのは、嫌きらいじゃなかった。


「にいさま！」


　と、フェリスが言う。


「なんだい、フェリス」


　と、レルクスは答える。


　するとフェリスが言う。


「んとね、あのね」


「うん」


「えとね、なんにもないけどね」


「うん」


「にいさまいたからね」


「うん」


「にいさまっていったの」


「そうか」


　と、彼は笑う。


　虚うつろな顔で笑う。そしてフェリスの頭をなでてやる。すると彼女は、えへへと笑う。嬉しそうに笑う。傷だらけの顔で笑う。


　だが、彼女が笑うのはもう、自分の前だけになっていることをレルクスは知っている。毎日毎日修しゆ業ぎようで殺されかけ、最初のうちは泣いていたが、最近では泣くこともなくなった。ただ、悲ひ愴そうな顔で修業に耐たえるだけで。徐じよ々じよに彼女の笑顔が失われ始めているのを、彼は知っていた。


　だがその感情の失われ方もやはり、自分とは違った。


　いや、彼には初めから、感情はあまりなかったのだ。


　おそらく両親もそうだろう。


　彼らはエリス家の血を強く引いていて、最初から大きな力があった。


　そもそもフェリスほどボロボロにされないうちに、レルクスは両親からの攻こう撃げきをかわせるようになっていた。


　もちろん両親は手て加か減げんしている。年ねん齢れいにあわせた修業を選んでいる。


　だがフェリスは、その、年齢にあわせた修業を、こなすことができない。


　動きが遅く、もの覚おぼえも悪く、日々、両親に殴られては、なぜこんな出で来き損そこないが生まれてきたのかと、罵ののしられている。


　それにフェリスは、毎日泣いていた。どうしてこんなことをするのと、泣いていた。


　だがいまは、なにも言わない。


　泣くこともない。


　ただ、殴られるだけで。


　罵られるだけで。


　そして笑顔を見せるのは、レルクスの前だけになっていた。


　いや、笑えば両親に、


「どうしてクズがへらへら笑っている？」


　と、また殴られてしまうから、彼女は両親の前では笑うことをやめてしまっていた。


　そしてレルクスの前でも少しずつ、少しずつ、その笑顔に影かげが落ちるようになっていて。


「…………」


　しかしそれでも、フェリスの笑顔は眩まぶしかった。自分たちにはない、なにかがそこにはあった。


　そしてこれはたぶん、大切なものなんだと、彼は思い始めていた。


　だから優やさしく、なるべく優しく、彼女の頭をなでてやる。


　するとフェリスは笑う。嬉しそうに笑う。昔よりは少しだけぎこちなく、口くち許もとを微笑ませて、えへへ～と笑って。


「…………」


　そして瞳から突とつ然ぜん、涙なみだを流す。


　それにレルクスは聞く。


「なぜ泣くの？」


　すると彼女は首を振る。


「わかんない」


「修業が辛つらい？」


「わかんない」


「そうか」


「うん」


「……そうか」


　と、彼はうなずいた。


　そして目を、細める。


　微笑ほほえみながら涙を流す妹の顔を見つめ、彼は目を細める。


　なにかが変わろうとしている。


　それがわかった。


　なにかが変わろうとしている。


　それがわかった。


　だが変わろうとしているのは、フェリスではない。


　自分だ。


　自分の中のなにかが、変わろうとしている。


　フェリスのせいで。


　フェリスに少しずつ、少しずつ覆おおいかぶさろうとしている闇やみを見たせいで、彼は──


「……今日は、私の部屋で寝ねるかい？」
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　そうレルクスが聞くと、彼女は大きくうなずく。


　嬉しそうに笑って、


「うん！」


　と、叫ぶ。


　それにレルクスはまた、彼女の頭を優しくなでてやり、そのまま彼女の小さな体を抱かかえあげてやった。








　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆








　さらに五年の月日が経った。





　レルクスは十二歳。


　妹は八歳になっていた。


「兄様、いるか」


　と言って、彼女はこちらの返事も待たずに部屋に入ってくる。


　それにレルクスは読んでいた書物を閉じて、顔をあげる。


　するとそこには、美しく成長した少女が立っている。


　白い道着に身を包んだ、少女。


　だがその顔にはもう、表情がない。


　まるで人形かなにかのように、なんの感情も映うつしていない。


　彼女がそんなふうになってしまったのは、いつごろからだったろう？　なんてことを自分の記き憶おくに聞いてみるが、もう、それは思いだせないほど昔のことのような気がする。


　だがその表情の奥を彼は見つめる。


　彼女の表情の奥を彼は見つめる。


　するとそこにはやはり、自分とは別の光が潜ひそんでいて、


「…………」


　それに彼は、かすかに笑う。


　するとフェリスがそれに、


「なにがおかしい？」


　と聞いてくるので、彼は肩かたをすくめた。


「いいや、なにもないよ。それよりどうしたんだい？　私に用があったんだろう？」


　そう言うと、彼女はうなずく。


　そして感情のない平へい淡たんな声で、


「妹が生まれたぞ」


　と、言った。


　それにレルクスが少しだけ驚おどろいたように、目を見開く。だがやはり、それも演技だ。作られた表情だ。自分が人間に見えるように、意い図として浮うかべた表情。


　その、ニセモノの顔で彼は言う。


「イリスか」


「そういう名前なのか」


「父様が言っていた」


「父様が……」


　と、フェリスは無表情のまま、呟つぶやく。彼女は父のことが嫌いだった。母のことも嫌いだった。


　あたりまえだろう。


　生まれて、物心がついたときから毎日罵ののしられ、殴なぐられるだけの相手なのだ。好きになれるはずがない。


　だがその、父の名前を呼ぶときも、彼女の顔にはやはり、感情が浮かびあがってこない。


　それを見つめ、


「…………」


　少しずつ壊こわれていく妹の顔を見つめ、レルクスは、しかしやはり、彼も表情をその顔にあらわさない。


　そのまま立ち上がって、言う。


「じゃあ妹の顔を見にいくか」


「うむ」


　と、彼女はうなずく。


　それにレルクスは思わず、微笑みそうになる。わざわざ自分のところに、イリスが生まれたことを教えにきてくれた彼女の無む邪じや気きさに、微笑みそうになる。


　どれだけ父や母が壊そうとしても、どれだけ世界が彼女を壊そうとしても、決して壊れることのない彼女の中の強い光に、彼は微笑みそうになる。


「…………」


　だが、それでもそれは、長くは続かないだろう。


　なぜなら彼女が生かされている理由が、なくなってしまったから。


　彼女は出来損ないで、もう必要ないのだ。だから、代わりが現れればすぐにでも殺してしまおうと、両親が話していたことを彼は知っていた。


　代わり、というのは、優ゆう秀しゆうなレルクスの遺い伝でん子しを形にできる新しい女児のことだ。


　つまり、イリスのことだ。


　今日生まれたのが男なら、まだ、フェリスは生かされる可能性もあった。


　子供を産むための道具として、生かされる可能性もあった。


　だが、妹が生まれてしまったのだ。


　彼女が生かされていた唯ゆい一いつの理由が、消えてしまったのだ。


　なら、フェリスは殺される。


　こんなにも眩しいほどの強い光を持っているのに、彼女は殺されてしまう。


「…………」


　それを、なんとかする必要があると、彼は思った。


　なぜそう思ったのか、それはわからない。


　だが、自分の中のなにかが、彼女を救え、救え、救え、と、叫さけんでいるのがわかった。


　自分の心の奥底にある、闇の中から、なにかが叫んでいるのが、わかった。








　母親が子供を生んだ部屋に入る。


　その部屋もやはり、暗い。


　赤子の泣き声がする。だが彼はその子のほうを見ることができなかった。


　父親が言う。


「生まれたぞ。女だ」


　母親が言う。


「未来の、あなたの妻つまよ、レルクス」


　両親の目には、もう、フェリスは映っていない。映す必要がないのだ。出来損ないの、クズなど、その存在を認める必要もないのだ。


　だから両親は、自分だけを見る。


　そして胸に抱だいた、新しく生まれた妹を掲かかげてくる。


　これが未来のおまえの妻だと。


　将来おまえの子を産む女だと。


　赤子は泣ないている。


　泣き叫んでいる。


　まるでこの、悪あく魔まや化ばけ物ものしかいない館やかたに怯おびえているかのように、悲鳴をあげるように泣いていて。


　それにレルクスは小声で呟く。


「フェリス」


「ん？」


「確かに、妹が生まれたらしい」


「ああ」


「姉さんは妹を守るものだ」


　と、彼は言った。


　するとそれに、フェリスがこちらを見る。感情の乏とぼしい、無表情でこちらを見上げ、


「……それは兄様が、私にしてくれたようにか」


　と、言った。


　それにレルクスは彼女を見ないまま、


「私は守れていたか？」


　と、聞く。


　すると彼女はそれにうなずく。


「ああ」


「そうか」


「ああ」


「じゃあ、おまえも同じことをしろ。イリスはおまえが守るんだ」


「わかった」


　と、彼女は言った。そして真まっ直すぐ歩きだす。妹のほうへと。泣き叫ぶ妹のほうへと。そしてそっと、妹に触ふれようとして。


　しかし、


「出来損ないが、汚きたない手で触さわろうとするな」


　と、父が言って、フェリスの顔を殴った。


　その手は、レルクスにすら見えないほど、速い。


　フェリスはあっさり、体ごと部屋のはしまで弾はじき飛ばされてしまう。壁かべにあたり、そのまま倒たおれる。意識も失う。


　それをレルクスは見つめる。


　じっと見つめる。


　自分が。


「…………」


　自分が妹たちを守ることができるだけの力をつけるには、あと、どれくらいかかるだろうと、そんなことを考えながら、彼は無言で父の動きを見つめる。


　すると父が言う。


「側そばへ。未来の妻の顔を見てみろ」


　だがそれに、レルクスは首を振ふる。


「興きよう味みありません。修業に戻もどっていいですか？」


　するとそれに、父は微笑ほほえむ。


「ああ……そうだな。いいぞ。戻れ」


「では」


　と、彼は踵きびすを返す。


　そして部屋から出る。


　妹二人を化物の下もとに残して、外へ出る。


　だがもう、時間はなかった。


　妹が殺されるまでの時間は、ほとんどなかった。


　おそらく猶ゆう予よは三年。イリスの力がフェリスを上うわ回まわっていると判断されれば、フェリスが殺される。イリスがフェリスよりも才能を持っていなければ、イリスが殺される。


　いや、この二人ともが必要ないと判断されて、殺されてしまう可能性だってある。子供を産める女として、まだ、母がいるのだから。母は強い。いまのレルクスでは太た刀ち打ちできないほどに、強い。


　なら、彼女が子を産めばいい。


　父や、自分が、母に子供を生ませればいいのだ。


　だから力のないフェリスはそもそも必要がない。イリスも、力がなければ殺される。


　それを防ぐためには、


「……母様を、殺せるだけの力をつけないと」


　と、彼は呟いた。


　母が死ねば、フェリスやイリスにも価か値ちが出てくる。エリスの血を引く子供を生む道具としての価値が出てくる。


　ならまずは、母を殺せるだけの力をつける必要があった。


　天才と呼ばれた父はまだ無理だが、母なら──


　母なら、近いうちに殺すことができると、彼は思っていた。


　少しずつ、母の動きのすべてが見えるようになってきていたから。


　少しずつ、彼女の底の浅さが見えるようになってきていたから。


　母を殺す。


　まずはそれだけの力をつける。


　それが彼の、目標になった。








　しかしその目標はすぐに、なくなってしまう。


　イリスを生んだことによって母がもう、子供を生めない体になってしまったのだ。いや、イリスのせいだけではなかった。もう、十人もの子を生み、体に負ふ担たんがかかっていたのだ。


　おまけにイリスには才能がなかった。フェリスよりも才能がなかった。早々と彼女は見み捨すてられ、修業の場にすら立ちいらせてもらえなくなった。


　ただ、子を生む道具としては、残された。


　母が子を生めなくなってしまったせいで、フェリスかイリスしか、エリス家の血を継つぐ者を生むことができなくなってしまったせいで、保険に二人とも生かされることになった。


　両親は落ちこんでいた。どうして自分たちからあんな出来損ないが生まれてくるのかと、落ちこんでいた。私がもう一度、兄様の子を身み籠ごもれればいいのに、と。あの出来損ないの二人が生む子供に才能があるとは思えない、と、母は悲しんでいた。


　それでも、イリスに才能がないことが判明したせいで、フェリスへ向けられる期待は一気に上がってしまった。


　才能がないフェリスに、とてもこなせるとは思えない非常識な課題が日々与あたえられていく。彼女はそれを、死にもの狂ぐるいでこなしていく。何度も、何度も、彼女の全身の骨は砕くだけ、自分が流した血の海に沈しずみ、それでも課題は終わることがない。


　そして日々、彼女の中の感情が失われていくのだ。彼女の奥にあったはずの光が、小さくなっていくのだ。


　それをレルクスは、横で見ている。


　なにもできずに、横で見ている。


　母を殺すことができるだけの力をつけても、それにはもう、意味がなかった。


　父を超こえなければならないのだ。


　人とは思えない動きをする、父を超えなければならないのだ。


　だが、それは不可能だった。


　父は本当に、人間ではないのだから。


　それは子供のころから気づいていた。その動きが見えない。その殺気を感じない。いやそれどころか、父からは生気を感じなかった。


　この化物ばかりが棲すんでいるエリス家でも、母には人としての気配があった。


　優ゆう秀しゆうだと両親に褒ほめられている自分も、人間の限界を超えるほどの強さを身に着けているわけではなかった。


　だが父は、異常だった。


　父の動きは、異常だった。


　その姿を目で追うことができない。その気配を感じることができない。まるで虚きよから実じつへ、実から虚へと漂ただようかのように消えたり現れたりする。


　何度も。


　何度も父を殺すつもりで斬きり掛かかっているのに、まるで霞かすみの中に剣けんを突ついているかのように、その差が埋うまらなくて。


　彼は、途と方ほうに暮くれた。


　時間がないのだ。


　このままでは時間がないのだ。


　妹が初しよ潮ちようを迎むかえれば、おそらくは父が、フェリスを子を生む道具にするだろう。


　そのときフェリスはどんな顔をするのか？　それを想像して彼は、暗い気持ちになる。


　妹の中の光は消えてしまうんじゃないかと想像して、彼は暗い気持ちになる。


　あれほど強く、輝かがやいていた光が、消えてしまうんじゃないかと。


「…………」


　この暗くら闇やみしかない場所で、それでも彼を、人の世界へと繫つなぎとめていてくれた光が消えてしまうんじゃないかと、そんなことを考えながら──


　彼は、剣を振るう。


　父に向かって、剣を振るう。


　その剣は父の胸に突き立った、と、思った次の瞬しゆん間かんには、父が彼の横に立っている。


「こっちだ」


　と、言う。


　それに反はん応のうして、レルクスは父のほうを見る。剣をそちらに放つ。


　さっきよりもさらに、速く、速く、速く、速く、人の限界を超えて、もっと速く、速く速く、剣を振るう。


　暗闇の中に棲んでいる化物を殺すために、速く、彼は力を放って。


「…………」


　しかしその剣は、父には届かない。


　父は剣を、あっさり手でつかむ。


　そしてその剣を見つめ、


「……速いな」


　と、言う。


　それにレルクスは父を見つめ、


「しかし父様には届きません」


「そうだな。この程度では話にならん」


「なりませんか」


「ああ。だが、及きゆう第だい点だ。これだけ力があれば、狂くるわずに前に進めるだろう。おまえにもエリス家の扉とびらを一つ、開けさせてやる」


　なんてことを、言う。


　それにレルクスは首をかしげる。


「エリス家の扉？　それはいったい、なんでしょう？」


　が、その問とい掛けには、父は答えてくれない。ただ、ついてこいというだけで。そのまま彼は、エリス家の道場の、奥へと連れていかれた。


　この道場は不思議な場所で、奥にいくほど、その構造が把は握あくできなくなってしまう。毎度その形が変わって見えるのだ。


　扉の数が。


　部屋の数が。


　廊ろう下かの数が、変わっていくように、感じられる。


　実際にはなにも変わっていないのかもしれないが、奥に進めば進むほど自分の中の感覚が異お常かしくなって、なにもかもがブレて、ズレていってしまうような、そんな奇き妙みような感じがする。


　レルクスは聞いた。


「どこへ、向かうのですか？」


　すると父は答えた。


「奥だ」


「そこにはなにがあるのですか？」


「闇やみだ」


　と、父が言う。


　闇。


　闇。


　闇。


「…………」


　それにレルクスは、目を細める。


　この家には、生まれたときからずっと闇しかなかったのに、さらにこのさきには闇があるのだという。


　ここよりも暗い場所が。


　この、狂きよう気きが溢あふれている場所よりも暗い場所が。


「闇とはなんでしょう？」


　レルクスが聞くと、父はやはり、感情のない、淡たん々たんとした声で答える。


「エリス家が存在する理由だ。だが、もう質問するな。いけばわかる」


「そうですか」


「そうだ」


「なら、質問をやめます」


　レルクスは黙だまって、父の背中を追った。


　父は扉を開く。


　その度たびに闇が、濃こく、深くなる。


　狂気が密度を増し、むせ返りそうになる。自分の瞳ひとみから液体が流れだし、彼はそれに驚おどろく。涙なみだが溢れだしたのだ。理由はわからない。なぜここで自分が涙を流したのか、その理由はわからない。


　それに彼は指で、涙を拭ぬぐう。


　するとそれは、涙ではなく、血だった。


　目から血が溢れだしている。


　意識からは切り離はなしていたが、全身が痛む。悲鳴を上げてもいいほどの痛みだ。目の前の空間がぐにゃりぐにゃりと歪ゆがみ、そのたびに全身が痛む。


　そして体が、心が、叫さけび出すのを感じる。


　ここはまずい。


　ここは人間がいていい場所ではない。


　引き返せ。


　引き返せ。


　引き返せ。


　そう、全身が叫ぶのを感じる。


　しかし父は止まらない。


　扉を開く。


　すると再び闇が濃くなる。


　扉を開く。


　すると再び狂気が濃くなる。


　そしてやがて、父が足を止める。こちらを振ふり返る。目から血を流しているレルクスを見て、


「──耐たえられるか？」


　と、聞いてくる。


　それにレルクスは首をかしげ、


「なにをでしょう？」
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　と、答える。


　すると父は笑みを浮うかべ、


「いいや。平気なら、いい。もう、目的地についたからな」


　と、言う。


　その言葉にレルクスは父の背はい後ごを見る。するとそこにはやはり、扉がある。


　だがいままでの扉とは違ちがう。錆さびた鉄のような、鈍にび色いろの大きな扉。その扉に赤い、血のような色で文字が書かれている。大量の文字が書かれている。だがその文字は読めない。レルクスの知らない言語だった。


　だが、見ただけでわかることもあった。


　この扉の向こう側にいる、なにかは、ひどくまずいものだと、それは扉のこちら側にいても、わかった。


　その扉を見つめ、レルクスは聞いた。


「向こうには、なにがいるんでしょう？」


　すると父が答える。


「悪あく魔まだ」


「悪魔？」


「そう。悪魔。『寂しがりの悪魔ライナ・エリス・リード』が、壊こわれた勇者を胸に抱かかえて、泣きながら眠ねむっている」


　と、父は言う。


　言葉の意味は、やはりいまいちわからない。


　しかしライナ・エリス・リード──という、その言葉はなぜか、自分の中のなにかに響ひびくものがあった。自分の中にある血に、呼よび掛かけるものがあった。


　レルクスは聞く。


「……この、扉を私たちは守ってるのですか？」


　すると父はうなずいた。


「エリスは、か弱い勇者を守るために生きている──と、伝えられている」


「か弱い勇者？」


「この国の王のことだ」


「王？」


「この国の王になるものはみな勇者の血に侵おかされ、ここにくる。勇者の力に試ためされるためにここにくる。その、勇者の血を守るのが、私たちの仕事だ」


　と、言う。


　やはりその言葉の意味はわからないが、しかし、エリス家は代々、ローランドの名めい家かとして、王を守しゆ護ごしてきた、ということは、レルクスも知っていた。だから剣けんの一族と呼ばれている。


　だが、


「それでは……このローランドの愚ぐ王おうも、勇者なのですか？」


　レルクスがそう聞くと、父は笑う。


「はは、あれも以前は、もう少しまともだったのだがな。ここの闇に耐えられずに、狂ってしまった」


「狂った」


「だがそれはいい。おまえは、おまえの仕事をしろ」


「私の仕事？」


「おまえはしばらくここで過ごせ。そうすれば人を超こえられる。エリスの人間はこの闇への耐たい性せいが強いから、おまえほど優ゆう秀しゆうなら、狂わずにいられるだろう。ここで闇を吸すい、それでも正気のまま出てこられれば、おまえも私と同じだけの力を手に入れる」


　と、それだけを言って、父はまた、彼に背中を向ける。


　その背中に向かって、


「…………」


　やはり、レルクスはなにも言わなかった。


　どうやら自分の知らない仕組みで、この、エリス家という場所は機能しているらしい。


　か弱い勇者を守る、悪魔。


　その、悪魔が棲すむ扉とびらを守る、エリス家。


　彼は鈍色の扉を見上げる。その扉に触ふれてみる。すると扉がどくんっと、まるで生き物かなにかのように脈みやく打うつ。


　だが、それだけ。


　扉は開かない。


　扉は開かない。


　開かないが、中から声がする。





《またきたね》





　頭の中に響ひびく声。


　体の奥に直接響くような声。


　自分の、血の中から響いてくるような声。


　それにレルクスは答える。


「きたのは初めてだけど」





《また、僕ぼくの子し孫そんがここに、やってきた》





「……ああそういうことか。じゃあ私は君の血を引いているのか？」





《そうだよ》





「君はなにものだ？」





《悪魔エリスさ》





「エリス。エリスね。じゃあちょっと教えてもらいたいんだが」





《なんだい》





「ここを終わらせるにはどうしたらいい？」





《終わらせる？》





「そう」





《それはどういう意味で？》





「すべての意味でだよ。この茶番を終わらせる方法を教おし……」


　しかしそれを遮さえぎって、悪魔が言う。





《妹を救うために、かい？》





「…………」





《愛いとしい妹を救うために、すべてを終わりにしたいのかい？》





　まるでなにもかも見み透すかしているような、楽しそうな声で悪魔はそう言う。


　それにレルクスはうなずく。


「そうだ。妹を救うためには……」


　が、その言葉を遮って、悪魔は言う。





《その悩なやみは僕が、すぐになくしてあげるよ》





「そうなのか？」





《そうさ》





「どうやって？」


　そう、レルクスが問いかけると、悪魔が笑う。嬉うれしそうに笑う。


　そして、言った。





《君はここで狂くるって、もう、なにも悩まなくなるんだ。そして平気で妹を抱だくようになる。子孫を残そうとする。そこになんの疑問も、躊躇ためらいも抱いだかなくなる。君の父も、母も、最初は抵てい抗こうしたんだけどね……でも、結果はああだ。そして二人とも幸せそうだろう？　僕の力を受け継つぐ道具でいるのが、君たちの幸せなんだから。なんの役割もない道具なんて、悲しいだけだ》





　と、悪魔が言う。





《さあもう、自じ我がをなくそう》





　と、悪魔が言う。





《くだらないことを悩むのはやめよう》





　と、悪魔が言う。





《うんざりだろう？　なにもかもにうんざりしてるんだろう？　だから君は笑わない。微笑ほほえんでみても、その顔には虚うつろしかない。当然だよ。僕がそう作ったんだから。生きる意味すらわからないような、低てい俗ぞくな泥どろ人形をこねて作ったんだから。でも、初めて幸せを感じさせてあげよう。生きてる実感を感じさせてあげよう。だからこっちにおいで。僕が君に、役割を与あたえてあげるから。僕と一つになるんだ。僕の力を受け継ぐんだ。そして狂って、狂って、狂って、なんの悩みもない世界に……》





　しかしそこで、レルクスは一歩後ろに下がろうとする。だが体が動かない。それどころか後ろの扉が勝手に閉まる。ガタンっと、強い音をたてて閉まる。


　そして悪魔がそれに、笑う。


　あははと笑う。


　逃にげられないよと言って笑う。


　君はここにくるためだけに生まれた人形なんだから、と言って笑う。


　さあ狂おう。


　この闇やみと同じように。


　この世界と同じように。


　このくだらない、道どう化げが踊おどり回る舞ぶ台たいと同じように──





《あはは》





　と、悪魔は笑う。





《あはははははははははは》





　と、悪魔が笑う。





《あはははははははははははあはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは》





　狂ったように、悪魔の笑い声が堕おちてくる。


　空から堕ちてくる。


　そしてそこから逃げだすことができない。延々、延々、神経に障さわる、耳をつんざくような哄こう笑しようがあがり続け、自分の頭の中が、溶とけてしまいそうになる。


　自分の中のなにかが変わっていく。


　かすかに残っていた人間の部分が、みるみるうちに減へっていくのを感じる。


　それに、そうか、と、思う。


　これが父の強さの秘密か、と思う。


　やはり、人ではなかったのだ。


　人間ではなかったのだ。


　自分たちはただ、悪魔に利用されるだけの泥人形で。


　だから鏡を見ても、そこに人間が映うつっているようには見えなかったのだ。


　なぜ自分が生きているのか、なぜ自分がこの場所に立っているのか、それすらわからず闇の中を彷徨さまようばかりで。


　だがやっと、その理由がわかった。


　ここで悪魔に侵おかされて、化ばけ物ものに生まれかわるためだけに、自分は今日まで生きてきたのだ。


　そして自分は、自我をなくしてフェリスを抱くのだという。淡たん々たんと、なんの感情もなく、エリスの血を次代に繫つなぐために、妹を抱くのだという。


　あんなにも美しく笑う妹を。


　あんなにもかわいく泣く妹を、汚よごして、壊こわして、それでもなにも感じなくなるのだという。


　それに、


「……嫌いやだ」


　と、レルクスは震ふるえる声で言った。


　すると悪魔が言う。





《その感情は、ニセモノだよ》





「黙だまれ」





《おまえに感情なんてない》





「黙れ」





《仮にあったとしても……》





　黙れ、と、叫さけぼうとした口も、もう開かなくなってしまう。すべてが目の前の悪魔の思い通りで。体のすべてが。心のすべてが目の前の悪魔の思い通りになってしまって。


　そして悪魔が言う。





《仮に君に心があったとしても、だからなんだって言うんだい？》





　目の前の、扉とびらが開こうとする。


　鈍にび色いろの扉が開こうとする。


　そしてその、扉の隙すき間まから、指が出てくる。長く、綺き麗れいな指がこちらに伸のびてこようとして。


　しかしその指に、なにかが巻きつく。それがなにかはわからない。それを見る余よ裕ゆうはもう彼にはなかった。


　だが、なにかが巻きつく。


　すると扉から伸びてこようとしていた指が止まる。


　そして。





《……なんだ、これは……》





　と、悪魔が言う。手に巻きついたなにかを引き剝はがそうと指を動かすが、しかし、動かせば動かすほど、その、なにかの拘こう束そくはきつくなっていく。それに悪魔は動きを止めて、








《……何者だ》





　なんてことを、聞く。


　その言葉が誰だれに向けて放はなたれたものなのかは、わからない。


　だが、レルクスの後ろから、少しだけ軽けい薄はくな、それでいて優やさしげな男の声が響ひびいた。


「人間です」


　するとそれに悪魔が言う。





《人間がここに入れるはずがないだろう》





「ありゃりゃ、そうなんですか？　じゃあ僕は人間じゃないのかなぁ。困こまったなぁ。自分でも気づかないうちに人間じゃなくなってただなんて、ちょっと不安な気分に……」


　が、それを遮さえぎって、悪魔が言う。





《黙れ人間》





　するとそれに、背後の男が笑う。


　ふふふと笑う。


　そして、


「レルクス君が黙れと叫んでも黙らなかったおしゃべりな悪魔が、偉えらそうに吐ぬかすなよ」





《……人間風ふ情ぜいが……》





　しかしその言葉も遮り、男の声が響く。


「その人間風情に力を封ふうじられていま、動けないでしょう？　ああみっともない。お強い悪魔が人間にいいようにされる気分はどうですか？　悔くやしい？　それとも悪魔は怒おこったりしな……」





《おまえを殺す》





　と、悪魔が叫ぶ。


　大きく叫ぶ。


　だがそれにも男は笑う。


「まだ君は目め覚ざめないよ。時期じゃない。だからこちらには出てこれない」





《貴き様さまは……》





「それに半分に割れてしまって、本来の力もない。記き憶おくだって曖あい昧まいなんでしょう？　自分がなにをしたかったのか？　なにになりたかったのか？　自分の半身を──『寂しがりライナ』を失ってしまったから、自分がなにをしているのか、わかっていないんでしょう？」





《…………》





「なんでライナがいなくなってしまったか、知ってますか？　なぜあなたの半身が、勇者に喰くわせるはずだった大切なあなたの半身が、あなたの下もとを急に離はなれてしまったのか、知ってますか？」





《……おまえは……おまえはいったいなんの話を……》





「僕が切り裂さいて、奪うばったんです。そして壊した。あなたの大切なライナはもうこの世にはいない。僕が壊して、修復できないほど細こまかく切り裂いて、殺しました」


　という、その言葉に、悪魔の声が低く、鋭するどくなる。しかしその声に、怯おびえが混じるのがわかる。あれほど威い圧あつ感かんを持ってレルクスを脅おどしていた声に、恐きよう怖ふが混じるのがわかる。


　悪魔が、言う。





《どういうつもりだ》





「どういうつもりとは？」





《ライナを殺せば、この世界は……》





「壊れるでしょうねぇ」





《なら、なぜそんなことをする。おまえは人間なんだろう》





「そうです」





《この世界が壊れて一番困るのは、人間ではないのか》





「そうですね」





《ならなぜ、そんなことをする》





「さて、なぜでしょう」





《貴様……貴様人間じゃないな》





「人間ですよ」





《黙れ、化ばけ物ものが……いったいおまえは、何者だ……》





　とそう、悪あく魔まが言う。


　するとレルクスの背はい後ごから一歩、一人の男が前に出てくる。


　やる気がなさそうな、猫ねこ背ぜの男。


　金色の髪かみに、眠ねむそうな青い瞳ひとみ。


　おそらくは貴き族ぞくだろう。この国で、金の髪というのは、貴族の血が入っている者だけのはずだ。身なりもいい。


　気け怠だるい雰ふん囲い気きを撒まき散ちらしているわりには、きちっとした黒いスーツを着こなし、造つくりのいい革かわの鞄かばんを持っている。


　その男が言う。


　少しだけ悲しげな、それでいて楽しそうな顔で笑って、


「それでも人間なんですよ。世界を生いけ贄にえに捧ささげて、妻つまも生贄に捧げて、それでも子供を守りたいと願う、愚おろかな人間。怖こわいでしょう？　僕がなにを考えているか理解できなくて、怖いでしょう？　当然です。僕は狂くるってますから。あはは。さあどうしましょう。狂った魔ま法ほう学者が、悪魔を壊こわしにきましたよ～。逃にげたほうがいいんじゃないですか？　きゃーと叫んで、逃げたほうがいいんじゃないですか？　でも動けない。そうだった。そういえば僕があなたを拘こう束そくする魔法をかけたんだった。じゃあどうしよう。逃げられないならどうしましょう。悲鳴をあげますか？　助けてくれと命いのち乞ごいをしますか？　もし命乞いをしてくれたら、僕は言いましょう。いままで偉そうに、人間を自分たちが利用するためだけに作りだした人形だと思っていたあなたに、言ってあげましょう。さっきあなたがレルクス君に言おうとしたことを言ってあげましょう。あなたが感じてるその恐怖は、ニセモノですよ。なにせあなたは、僕に利用されるためだけに生まれたんだから。だから感情なんて必要ない。恐こわがる必要もない。仮にあなたの感情があったとしても、それがいったい、なんだというんです？　あなたは……」


　と、そんなことを言いながら、男は指の先に灯ともした光で、宙空になにかを描かき始める。


　それは一見、ローランド特有の魔ま法ほうに見える。


　魔ま方ほう陣じんを描えがくことによって生みだされる、ローランドの魔法に見える。


　だが、それはレルクスが見たことがないものだった。少なくともエリス家の書庫にある本に書かれていた、ローランドの魔法の形式にはあてはまらなかった。


　信じられない速さで魔方陣が描かれていき、しかしその魔方陣は、他の魔方陣の一部で、さらに大きく、複雑に、その魔方陣は広がっていく。


　それでも男の指は止まらない。足をとんとんっと鳴らし、テンポを取るようにしながら、どんどん、どんどん、魔方陣を大きくしていく。


　そして男は続ける。


「あなたは、ここで終わる」





《ふざけ……》





「あはははは、もう終わってるんですよ。ライナは私が奪い、壊してしまった。だからもう、あなたの力はすでにこの世界の中には必要のないものに──」


　と、そこで、悪魔の腕うでがぐるりと回った。そして逃げるように扉とびらの向こう側へと引っこんだ。


　扉が閉まる。


　鈍にび色いろの重そうな扉が閉まる。


　それを男は見つめ、


「……逃げましたか」


　手に持っていた鞄を開く。するとその鞄の中から大量の紙が溢あふれだし、扉に貼はり付いていく。何重にも何重にも貼り付いていく。鈍色の扉が隙すき間まなく、真っ白に埋うめつくされていく。


　そしてそれを見つめながら、男は言った。


「ちなみにいま僕が言ったことは、半分くらいは、噓うそです。あなたが本気になったら、僕は死んでいた。でもあなたは騙だまされて逃げた。僕の勝ちですねぇ」


　なんて言って、笑う。


　しかしそれに、悪魔の返事はない。


　悪魔は答えない。


　それに男はまた笑う。


「僕の声は聞こえてるでしょう？　でも、あなたの声は僕らには聞こえないので、しゃべらなくていいですよ。異い界かいとこちらの隙間を埋めてしまったので、もう、いまのあなたではこちら側にくることができない。ライナが死んだ、というのは本当ですからね。再びあなたがこちらに出てこられるだけの力をつけるにはしばらく、時間がかかる。怯えて逃げなければ、ここであなたの勝ちだったのに。僕をここで殺してしまえばあなたの勝ちだったのに──あなたは怯えた。人間に。たかが人間に怯えた。いまここでついた負け癖ぐせは、永遠に残りますよ。次にあなたがこの扉を開いたときは──」


　と、そこで、男がこちらを向く。


　レルクスはそれに、顔を上げた。


　体が動く。この男が悪魔を封ふうじたのか、体の自由が、戻もどっている。彼は再び自分の管理下に戻った手を、体を、心を確認してから、目の前の男を見た。


　すると男が言う。


　やはり眠そうな、どこか覇は気きの欠ける顔をした化物が、言った。


　レルクスを見下ろして、


「……次にあなたがこの扉を開いたときは、今度こそ本当に、終わりだ。僕はこの子に、あなたを喰くらう術すべを教えるつもりですから」





　なんてことを、男は言った。












　第二章　ルシルについて







　場所は変わらないのに、その部屋の雰ふん囲い気きはその男が現れた瞬しゆん間かんからがらりと変わってしまっていた。


　どういう仕組みになっているのか、白い紙で埋うめつくされてしまった巨きよ大だいな扉とびらに、それほど広くない部屋。


　部屋にはなにもない。


　さっきまでは余よ裕ゆうがなくてよく確認できなかったが、その部屋には本当に、なにもなかった。扉と、それに黒い、床ゆかと壁かべがあるだけ。その床と壁はなにで形づくられているのか、いまいちわからない。


「…………」


　それを確認し、それから彼は、体に少し、力を込こめる。ここでなにが起きても対応できるように、彼は全身を緊きん張ちようさせる。


　そして目の前にいる、父とかわらないくらいの年ねん齢れいの、男を見つめる。


　軽けい薄はくな表情のせいでひどく若く見えるが、年のころは三十を少し越こえたくらいだろうか。


　そいつがいったい何者で、なにをしにここにきたのかはわからない。


　わからないが少なくとも、


「…………」


　こいつが自分より強いのは、わかった。


　レルクスでさえ、いままでこの部屋のことを知らなかったのだ。つまり父はここのことを、隠かくしていたのだ。


　なのに部外者が、そう簡単にここまでこれるはずがない。


　いやそもそも、このエリス家という場所は、余よ所そ者ものがあっさり侵しん入にゆうできるような場所ではないのだ。


　だから、レルクスは体を緊張させて男を見つめる。


　するとそれに、男は微笑ほほえむ。


　優やさしく微笑む。


「そんなに構かまえなくていいよ、レルクス君」


　と、言う。


　それにレルクスは言う。


「なぜ私の名前を知っている？」


「調べたからね」


「私の情報はエリス家の外には出ていないはずだが」


「だから？」


　と、男は笑う。


　だから？　と、言って笑う。


　それにレルクスは、自分がした愚おろかな問いを後こう悔かいする。こいつはこの部屋の扉の向こう側にいた、よくわからない化ばけ物もののことまで知っていたのだ。


　そんな奴やつが、レルクスの情報を知らないはずがない。


　男は笑う。レルクスが見たことのないような、優しい顔で笑う。


　その顔を見つめて、


「あなたはいったい、何者なんです……という問いに、あなたが答える義務はないか」


　と、言う。


　するとそれに男が楽しげに眉まゆをひょいっとあげて、


「それは僕が君より強いからかい？」


「そう」


「賢かしこい子だなぁ。君、確かまだ十二だろう？　十二歳の子供が、そんなに賢くなる必要ないよ」


　などと言ってくるが、それにレルクスはやはり、表情を変えないまま、


「愚か者ものはここでは生き残れないので」


　と、答えた。


　すると男はうなずく。


「らしいね」


「ええ」


「でも、賢いだけじゃ世の中はなにも変わらないって知ってるかい？」


「…………」


「それはお父さんは教えてくれなかった？」


「…………」


「まあ、君のお父さんは所しよ詮せん、この世界を回す歯は車ぐるまの一つに過ぎないからね。予想通りの賢さで、予想通りの強さ。だが君は、違ちがう。君はお父さんよりも、遥はるかに愚かだ」


　それに、レルクスはうなずく。


「愚かだから、父に勝てない」


　が、男は笑って、首を振ふる。


「違うね。愚かだから、君は妹を救うことができる。この絶望から、妹を引き上げることができる。君のお父さんにはできなかったことが、君にはできる。その手伝いを、僕はしにきたんだ」


　なんてことを言ってきて。


　それにレルクスは目を細める。


　こいつはどうやら、すべての事情を知っているようだった。


　このエリス家を満たしている闇やみがいったいなんなのか？


　レルクスの父が何者で、母が何者で、そしてレルクス自身がなにを考えているのか、それを、本人たちよりも深く、知っているようだった。


　男が続ける。やはり優しい、穏おだやかな顔でレルクスを見つめ、


「君はこの闇から抜ぬけだしたいと思っている。でもそれは自分のためじゃない。妹のためだ」


「…………」


　レルクスは答えない。


　だが気にせず、男は続ける。


「そのために君は、両親を殺そうと思っている。そうすればこのエリス家の闇は消え去ると、そう思っている」


「…………」


「でも、そううまくいくと思うかい？　この家にある闇は、そう簡単に消えるかな？」


「…………」


「というかもう、気づいてるだろう？　さっきの悪あく魔まを見て、ここはそういう場所じゃないって、気づいちゃったろう？　問題は、父親じゃない。母親でもない。すべての問題は、君の中に流れている血にあるんだ」


「…………」


「じゃあどうしようか。君が父を殺して、母を殺して、それでも君に流れている血は呪のろわれているんだ。妹のフェリスちゃんや、イリスちゃんに流れている血も、呪われてるんだ。そしてやがて、みんな狂くるう。悪魔の血が濃こくなって、みんな狂う。君は妹を抱だいて、子し孫そんを残そうとする。みんな人形なんだ。悪魔に操あやつられるだけの人形。でもそれを君は嫌いやだと言っていた。なら、どうしよう？　どうしたらいいと思う？」


　そんなことを男は一気に、言ってくる。


　それにレルクスは男を見上げ、


「あなたに、救いを求めろとでも言うんですか？　あなたは打だ開かい策さくを知っていて、それを私に与あたえてくれる？」


「そう」


「で、あなたはそれで、どんな利り益えきを得えるんでしょう？　なんの利もなく、私たちを助けにきたわけじゃないでしょう？」


　するとそれに、男は微笑んで、


「やはり君は、賢い子だなぁ」


　と。言った。


　それにレルクスは表情を変えないまま、応こたえる。


「愚かだと、さっきあなたが言ったはずですが」


「ははは、そうだっけ？」


「ええ」


「じゃあ、そのどちらもだね。現実を受け入れない愚かさと、その現実から飛びだすことができるだけの賢さを持っている。でも、助けがいる。僕の助けがいる。だけど君は賢いから、なんの見返りもなく僕が君を助けるわけないこともわかっている。で、それは正しい。僕は君を助けることによって、大きな見返りを得る。それがなんなのか、知りたいかい？」


　が、それにレルクスは、


「あなたが教えたいのなら、教えてください」


　と、言った。


「どうせ私には選せん択たく権けんはないんです。あなたは私より強い。それにここの事情についても詳くわしい。そしてなにより、いまの私のままでは、妹たちを守ることができない。なら……」


「僕の申し出断ことわることはできない？」


「そうです」


「つまり受け入れると？」


「ええ」


「どんな申し出かもわからないのに？」


「ええ」


「ちなみに僕がいまからする申し出は、ひどいよ。君は永遠に幸せになれない。人をやめて、絶望の闇の底で、永遠にのたうちまわることになる」


　と、男が言う。


「それでも、受けるかい？」


　と、男が言う。


　それにレルクスは男を見上げ、


「断ったら？」


　そう聞くと、男はそれに、肩かたをすくめて言った。


「賢い君はもう気づいてるかもしれないけれど、実は断れないんだ。僕がやりたいようにやるだけだから、君の気持ちなんてどうでもいい。君は僕の計画の犠ぎ牲せいになるだけだ」


　という言葉に、レルクスは思わず微笑ほほえんだ。そしてやはり、優しげに笑う男を見つめて、言う。


「……さっきの化物よりも、あなたのほうがよっぽど質たちの悪い悪魔に見える」


「そうかい？」


「ええ」


「まあ、悪魔も怯おびえてたしねぇ。もしかしたら僕が一番の悪者なのかもねぇ」


　なんて言う。


　言いながら手をあげる。


　その手が、レルクスの頭をつかもうとする。


　その手を見上げて、彼は聞く。


「……で、あなたはなんのためにこんなことをしてるんでしょう？」


　すると男は微笑んだまま、言う。


「それに答える必要は……」


「さっきあなたは、子供を救うために、妻つまと世界を生いけ贄にえに捧ささげたと、そう言っていた。つまりあなたは自分の子供のために、これをしている？」


「…………」


「それがあなたにもたらされる利益ですか？」


　その問いに、男はレルクスの顔をのぞきこむように見つめて、言う。


「……あの状じよう況きようでよく、話を聞いてたねぇ。そうだよ。僕が動く理由は、すべて息子むすこのためだ」


「そのために、僕を利用する？」


「ああ」


「そのために、あなたは妻と、世界を生贄に捧げた？」


「そうだ」


「で、その価か値ちがありましたか？」


　と、レルクスは聞く。


「妻と世界を生贄に捧げる、というのが、いったいどういうことなのか私にはわかりませんが、その価値が、あったんですか？」


　そう、レルクスは聞いた。


　すると男はまた、笑う。優しく笑う。なにかを思いだすような顔で笑って、


「当然、あるよ。僕は息子を、愛してるんだ」


「愛してる？」


「ああ」


「その言葉の意味も……」


　しかしそれを遮さえぎって、男が言う。


「わかってるだろう？　君も妹を救いたがってるんだから。それはきっと、愛だ」


「愛？」


「ああ。で、君はすでに、その愛に狂くるった。愛に狂って君は、両親を殺す」


「…………」


「悪魔を殺す」


「…………」


「そして世界を、殺すんだ。だが、君はそれを気にしない。妹さえ、守れればいいんだろう？　他のことなどどうでもいい。誰だれが泣こうと、誰が死のうと、そんなことはどうでもいい。君は妹さえ、守れればいいんだ。違うか？」


　という、その問いかけに、レルクスはうなずいた。


　すると男はにやりと笑って、


「なら、君も僕の仲間だ。一いつ緒しよに世界を壊こわそう。狂った者同士、仲良くやろうじゃないか」


　と、そう言って、頭をつかんでくる。いや、男の指が、彼の頭の中へと侵しん入にゆうしてきて、なにかをいじっているようだった。


「なにをするんです？」


　と、レルクスは聞く。


　すると男は笑って、


「悪いこと」


　と、言う。


　頭の中がいじられていく。指が頭の中で踊おどり、巡めぐり、しかしそれに、痛みや不快感は感じない。むしろひどく、心ここ地ち良い。その心地良さに身を任まかせて、意識を失ってしまいたくなるほどだった。


　だが、彼は目を閉じない。


　ただ、自分の頭をいじくる男を見上げ、


「で、あなたは何者なんです？」


　とそう、もう一度聞いた。さっきは答えてもらえなかった質問を、投げ掛かけた。


　すると男はこちらを見下ろして、言う。


「リューラっていうんだけどね。でも、どうせ忘れるよ。僕に会った記き憶おくは、消すから」


「記憶を消す？」


「うん」


「なんのために？」


　するとそれに男は──リューラは、やはりやる気のない、優しげな、しかしそれでいて悪あく魔まのような笑みを浮うかべて、


「……そりゃ、この世界のすべての仕組みが、僕に有利になるよう、いじるためさ」


　とそう言って、レルクスの頭から指を引き抜ぬく。


「終わり～」


　と、言う。


　しかしなにが終わって、なにが始まったのか、それすらレルクスにはわからない。


　それに彼は、


「……私の父は所しよ詮せん、この世界の歯車の一つだとあなたは言いましたが」


「うん」


「私はあなたが作る歯車の一つになったわけですね」


　するとリューラは笑う。


　楽しげに笑う。


「仲間になったんだよ」


「仲間？」


「そう。一緒に世界を壊す仲間──でも、そんな説明もする必要はないんだけどね」


　という言葉に、レルクスは言う。


「記憶を消すから？」


「そう」


「記憶を消されて、それでも……」


「妹が守れるかが、心配？」


「…………」


　するとそれに、リューラがまた、優やさしそうな、それでいてこちらを憐あわれむような顔で見て、


「こんないい子を滅め茶ちや苦く茶ちやにするなんて、ちょっと気が引けるなぁ」


「それは」


　が、彼の言葉を遮り、リューラが言う。


「大だい丈じよう夫ぶ。妹は守れるよ。ま、君はこれからの数年で、壊れちゃうけれどね。さあもう始めよう。実は僕、あまり時間がないんだ。君の中に、いくつかの魔ま法ほうと、《神ル喰シいル》の呪じゆ法ほうを入れた。その術式を回す。これから数年かけて君は徐じよ々じよに、徐々に、《悪魔エリス》を喰くらう。そして君は……」


　そこでまた、リューラは手をこちらに伸のばす。レルクスの目の前で指を動かす。まるで見えない鍵かぎかなにかを回すように、ぐるりっと、手を回して、





「そして君は、この世界からはみだして、狂くるう。人とも相あい容いれず、神とも相容れない、《神ル喰シいル》に成り下がる。じゃあ、さよならレルクス君。君の人生は一度ここで……」





　しかし言葉の最後は、聞こえなかった。


　リューラが手を回したから。


　くるりと回したから。


　瞬しゆん間かん。


　頭の中でかちんっという音がした。


　扉とびらが開くような音がした。


　途と端たん、頭の中が熱あつくなる。


　全身が熱くなる。


　そのまま全身が弾はじけて、なくなってしまいそうな感かん触しよくがあり、彼は慌あわてて、痛みを意識から外はずそうとする。


　だができない。


　どうにもできない。


　痛みが。


　恐きよう怖ふが。


　怒いかりが。


　悲しみが。


　いままで感じたことのないほど大きな感情の波が彼に押しよせて、


「う……」


　彼は、全身を震ふるわせた。


　体を震わせた。


「うう、ああ、ああああああ」


　悲鳴を、あげようとしたところで。


「ルシル」


　と、呼よばれる。


　それが一いつ瞬しゆんなんなのか、わからなかったが、すぐに理解できるようになる。


　名前だ。


　自分の名前だ。


　名前が呼ばれている。


　それに彼は、口から放はなたれようとしていた感情の波を、押しこんだ。


　そして振ふり返る。


　するとそこには、父が立っている。


　エリス家の当主が。


　この闇やみの主ぬしが立っている。


　その父が言ってくる。


「もう限界か？」


　と、そう言ってくる。


　それに《神ル喰シいル》は──ルシルは父を見て、それから、いま、自分がいる場所を見回す。


　するとそこは、狭せまい部屋だった。


　鈍にび色いろの扉だけがある、狭い部屋。


　他にはなにもない。


　誰もいない。


　いやそれどころか、ここで自分が、なにをしていたのかさえいまいち思いだせない。父にこの部屋に連れてこられて、扉の向こう側にいるよくわからない化ばけ物ものに声をかけられた──というところまでは覚おぼえているのだが。


「……少し意識を、失っていたようです」


　と、ルシルは言った。


　すると父はうなずく。


「すでに七日ここにいるからな。だが、初めてにしては上じよう出で来きだ」


「そうですか」


「ああ。私よりは少し、短かったがな。だが、そのうちここにいられる時間も延のびるだろう。彼とはもう、話したのか？」


　その問いに、ルシルは一度扉のほうを見て、そして言った。


「《悪魔エリス》のことですか？」


「そうだ」


「仲良くやってますよ」


「仲良く？」


「ええ。エリス家がなんのために存在しているのか、教えてもらいました」


「そうか、なら……」


　そこで、父の姿が消える。いや、前の彼なら消えたように、見えただろう。


　しかし反はん応のうできる。父はあまりに《悪魔エリス》の吐はく腐くさった息を吸すいすぎたせいで、もう、この現うつろと、虚きよの、区別がなくなってしまっているのだ。


　だからその動きが、見えなかった。


　現から消え、虚の中へと逃にげこんでしまうから、見えなかった。


　だが、いまは彼も、


「…………」


　と、消えた父の攻こう撃げきに反応して、右みぎ腕うでをあげようとする。だが、父の攻撃のほうが速い。父の拳こぶしが顔がん面めんにあたり、彼は体ごと後方へと吹ふっ飛ぶ。壁かべにあたり、そのまま床ゆかへと倒たおれる。


　それを見て。


　父はその、床に倒れたルシルを見下ろして、


「……なるほど。狂わずに、《悪魔エリス》を受け入れられたようだな」


　と、言った。


　それにルシルは顔を上げ、


「それでも父様の動きにはついていけませんでした」


「……そうだな。おまえは、私よりは才能がないのかもしれない」


　と、父は言った。


　私よりは才能がないのかもしれないと、そう、父は言った。


　それはおそらくは、《悪魔エリス》を受け入れるための才能だ。


《悪魔エリス》に操あやつられるための才能だ。


《悪魔エリス》が作る、仕組みの中で踊おどるための才能のことだ。


　才能。


　才能。


　才能。


　才能。


　その、才能がない者は、ここでは生き残れない。《悪魔エリス》を受け入れられるだけの才能がない者は、このエリス家では生きる資格がない。


　だからフェリスは出で来き損そこないだと罵ののしられた。


　だからイリスは出来損ないだと見み捨すてられた。


　だからルシルは、優ゆう秀しゆうだと褒ほめられ、こんな狂った場所に連れてこられてしまった。


　所しよ詮せんは《悪魔エリス》が作った、くだらないルールの中で踊っているだけなのに。


　それに、


「…………」


　それに、ルシルは笑みを浮うかべる。


　すると父が言う。


「なにがおかしい？」


　そう、聞いてくる。


　それにルシルは微笑ほほえみを浮かべたまま、


「……私は、笑っていますか？」


　と、聞いた。


　父がうなずく。


「笑っているように見える」


「そうですか。そのつもりはないのですが……」


「少し長く、ここにいすぎたようだな。少し、休みなさい。そしてこれからは毎日、ここに通かようんだ。《悪魔エリス》の力に慣なれて、すべてを受け入れることができるまで」


　と、父は言う。


　踵きびすを返し、部屋を出ていく。


　ルシルも立ち上がり、それから周囲を見回す。


　扉があるだけの、狭せまい部屋を見回す。


　すると扉の向こう側から、《悪魔エリス》の力を感じる。自分を侵おかそうとする、化物の力を感じる。


　だがそれを、彼の体の内側のなにかが、押し返しているのを感じる。なぜ自分がそんなことを出来るのかは、わからないのだが、


「……私はどうやら、出来損ないのようだから」


　と、言って、彼はまた微笑む。


　出来損ないだから、《悪魔エリス》を受け入れることができない。


　いやそれどころか、その、《悪魔エリス》が放はなってくる力に対して。


《悪魔エリス》が放っている匂においに対して彼は、餓うえのようなものを感じていた。


「…………」


　いますぐあの扉を開き、悪魔を引きずりだして、その腑はらわたを喰くらいたい欲よく望ぼうに駆かられた。


　どうしてそんなことを思うのか、なんでそんなことになっているのかはわからない。わからないが、しかし、それが正しいということだけは、わかっている。


《悪魔エリス》を殺して、喰らえば。


　あの悪魔を殺して、喰らって、自分の中に取り込んでしまえば、この家にかかっている呪のろいはなくなるのだから。


　妹たちを悩なやます呪いは、消えるのだから。


「…………」


　だが、いまはまだ、その力はない。


　この扉の向こうにいる強大な化物を喰らうには、まだ、力が足りない。


　なら、どうすればいい？


　どうしたらその力がつく？


　そう自問すると、その答えも自分の中に勝手に現れる。


「……他の化物を喰らえばいい。他の魔を喰らえば……喰らい続ければいずれ、あの悪魔を喰らうだけの力が……」


　と、そこまでで彼は言葉を止める。


　自分の意識とは関係なく、動きだした口を、止める。


　やはりなにが起こっているのかはわからない。まるでなにかに操あやつられているかのように、勝手に喋しやべりだした自分の口に、


「…………」


　しかしやはり、彼は笑ったままだった。


　自分が話しだしたことが、おそらくは父が想像できないものだったから。


　エリス家の者たちには、想像できないものだったから。


　悪魔を殺して、喰らう。


　悪魔を殺して、喰らう。


　悪魔を殺して、喰らう。


　この、エリス家に棲すまう、悪魔を殺して喰らう。


　そして、呪いを解とくのだ。


　妹たちにかけられている呪いを解くのだ。


　そのためなら自分は、なんでもしよう。


　どんな毒どくも、闇、絶望も、喰らおう。


「ああ……」


　と、ルシルは言う。


「ああ、お腹なかが減って、死にそうだ……」


　と、全身を苛さいなむ飢き餓が感かんに狂くるいそうになりながら、それでも彼は、冷たく笑った。












　第三章　神を喰くらった、果て──







　暦こよみの上では幾いく年としもの月日が過ぎた。


　しかしその感覚がない。


　時間の感覚がない。


　あの日から。


　あの、最初に悪あく魔まが棲すむ部屋へいって以来、時間の感覚がない。


　ただ、妹の姿が日々、大きく、美しくなっていくので、時間は流れているのだろう。それにあわせて、彼は自分の姿を変えている。彼女の少し上くらいの年ねん齢れいに見えるよう、姿を変えている。


　実際にはもう、ほとんど彼には実体がなかった。餓うえに任まかせてあまりに多くの魔を喰らい過ぎたせいか、彼はときおり、自分がいったい何者なのか、わからなくなるほどだった。


　自分の存在が稀き薄はくで、消えてしまいそうになる。


　だが、それでも、彼女がそれを止めてくれている。


　妹が彼を止めてくれる。


　この、人間の側へ。


　人のほうへと、引き留めてくれる。


　彼が我われを忘れて消えてしまいそうになると、彼女が決まって、言うのだ。


　無表情の中に、輝かがやくような光を秘めながら、彼女が言うのだ。


　そして今日も、彼女は言葉をかけてくれる。


　澄すんだ、綺き麗れいな声で、彼女は彼に、声をかけてくれる。


「……ここに書かれている、愛というのは、なんだ？　兄様」


　と、そう、彼女は言った。


　それにルシルは、意識を現実へと向ける。虚うつろの底を漂ただよっていた意識を、彼女のほうへと向ける。


　するとそこには、とても美しい少女がいる。艶つややかにきらめく長い金色の髪かみに、透すけて見えそうなほどに白い肌はだ。


　長いまつげに、切れ長の青い瞳ひとみ。


　彼女は確かいま、十四歳だ。


　もう、子供を産むことができる年齢に達してしまっている。


　そして彼女は、この歳としまで、両親に認められるだけの力をつけることができなかった。おそらくは《悪魔エリス》の下もとへもいってないだろう。


　つまり彼女は、使い捨すてにされるのだ。


　父か、それともルシルか、そのどちらかの子を宿すためだけの、道具にされるのだ。


　その彼女が、聞いてくる。


　愛とはなにかと、聞いてくる。


　それにルシルは目を、彼女が持っていた一冊さつの本へと向ける。それは詩集だった。なにが書いてあったかは覚おぼえていない。ただ、彼女が愛とはなにかと問いかけてきているので、おそらくは愛について書かれていたのだろう。


　彼は彼女の問いかけに薄うすく微笑ほほえみ、


「フェリスは、愛を知らないのかい？」


　と、答えた。


　その声がきちんと現実で響ひびいているのか、確認しながら、ゆっくりとそう、言った。


　すると妹は、うなずく。


　愛を知らないと言う。


　当然だろう。


　ここにはそんなものは、存在しないのだから。


　このエリス家という場所には。


《悪魔エリス》に利用されるためだけに作られたこの場所には、愛なんて言葉は、存在しないのだから。


　しかしそれでも、ルシルはこう答えた。静かな、穏おだやかな声こわ音ねで、


「……私がフェリス、君を想おもう気持ちはきっと、愛だと思うよ」


　それに妹は、かわいらしく小首をかしげる。


「兄様が？　兄様は私を愛しているのか？」


「もちろんさ。大切な兄きよう妹だいだからね。それに父様や母様、イリスだって、君を愛していると思うよ」


「…………」


　その言葉に、フェリスはやはり、理解できないと言わんばかりの顔で、瞳を曇くもらせる。


　十年前から変わらない、アザだらけの顔で。父と母に毎日殴なぐられ、斬きり付けられた傷だらけの顔で。


　その傷のいくつかは、ルシル自身もつけた。


　父に命じられて、彼女を訓練したときに、つけたものだ。


　なるべく、なるべく、父がフェリスをいたぶらないよう、彼女を導みちびこうとしたのだが、そのせいで彼女は日々、傷ついていった。


　愛の意味がわからなくなってしまうほどに、彼女は傷ついていった。


　だから彼女は言う。


　自分の体の傷に触ふれて。


　自分の心の痛みに触れて。


「それが、愛なのか？」


　そんなふうに言ってくる。


　それにルシルは立ちあがり、手に持っていた本を書しよ棚だなに戻もどしてから、ゆっくりとフェリスのほうを見つめた。


「訓練が、辛つらいのかい？」


　自分は、そればかり聞くな、と、思う。


　以前にそう聞いて、彼女の頭をなでたときは、彼女は感情を表あらわしてくれた。涙なみだを流し、心を開いてくれた。


　だがもう、いまの彼女は泣いたりしない。


　笑ったりしない。


　ただ、無表情のまま首を振ふる。訓練は辛くないと、言う。


　そんなはずがないのに。


　こんな馬ば鹿かげた家に生まれて、辛くないはずがないのに。


　彼女はそれすらもう、わからなくなってしまっている。


　両親にゴミだと罵ののしられながら、それでも終わりなく、訓練は続く。


　訓練という名の虐ぎやく待たいは続く。


　それが辛くないと、彼女は言って。


「…………」


　それにルシルは、微笑ほほえんだ。手を差し伸のばし、


「そうか。フェリスは偉えらいな」


　そう言って、妹の頭をなでる。


　それにフェリスは、


「ん？　私は、褒ほめられているのか？」


　と、聞いてくるので、彼はそれを訂てい正せいする。妹の頭をなでながら、


「…………いや、君は愛されてるんだよ」


　そう訂正する。
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　するとフェリスはそれにまた、不思議そうな顔になる。それから眼めを閉じて、黙だまって頭をなでられる。そのとき彼女がなにを感じているのかは、もう、ルシルにはわからなかった。


　すでに人の世から離はなれつつある彼には、わからなかった。


　ただ、自分が言った言葉は、本当だ。


　自分は彼女を愛している。


　それはこの世界、すべてを壊こわしてしまってもいいほどに、彼女を愛している。


　なぜなら彼女だけが、自分を人の側へと引き留とめてくれたから。


　この暗くら闇やみの中で、彼女だけが自分に、微笑みかけてくれたから。


　彼はそれを、思いだす。


　まだ、生まれたばかりのころのフェリスが、無む邪じや気きに笑っていたのを思いだす。


　あのときの彼女の顔を思いだすだけで、彼はまた、前に進むもうと、そう思うことができた。


　何十、何百の魔まを喰くらい、体をその毒どくに蝕むしばまれてしまっても、もっと前へ進もうと、思えた。


　あの《悪魔エリス》を喰らって、妹を解放するために、前に進もうと、そう──


「…………」


　とそこで、しばらく頭をなでられていたフェリスが、目を開く。


　そして、なぜか少しだけわかったような顔で、


「なるほど。これが、愛か……」


　なんてことを言って、それにルシルはうなずく。


「ああ。これが愛だ」


「ふむ。悪くないな。兄様もなでてほしいか？」


「あはははは」


「ん？　なぜ笑う？」


　少しだけ、憮ぶ然ぜんとしたような表情に、彼女はなる。無表情の中で、しかし、彼女の光はやはり、消えない。


　その強い光を見つめて、ルシルは言う。


「いや、フェリスはかわいいなぁと思ってな」


「ん？　私はかわいいのか？」


「かわいいよ。だから愛してる」


「だから頭をなでるんだな？」


「うん」


「では私も、イリスを愛してこよう」


　そう言って、彼女は彼から離れようとする。


　それにルシルは笑って、言った。


「ああ。もう、髪の毛がくしゃくしゃになるくらい愛してやれ」


「うむ。まかせろ」


　と、彼女は勢いきおいこんで書庫を出ていこうとする。


　それをルシルは見つめる。優やさしく、見つめる。


　するとそこで、彼女はこちらを振り向く。こちらの表情をうかがうように見つめ、


「兄様はイリスを愛しにこないのか？」


　なんてことを言う。


　だがそれに、ルシルは小さく首を振って、


「もう少し、することがあるから。フェリスはイリスと一いつ緒しよに早く寝ねなさい」


「すること？　なにをするんだ？」


　そう、フェリスが聞いてくる。


　なにをするのかと、そう聞いてくる。


　それにルシルは一いつ瞬しゆん、表情が歪ゆがみそうになるのを、感じた。


　自分の顔が、泣きそうに歪みそうになるのを、感じた。


　そしてそんな感情がまだ、自分の中に残っていたことに、驚おどろく。


　もう、あの日からだいぶ経たって、自分はずいぶん壊れてしまっているのに、それでも彼女を前にすると、心が揺ゆれてしまう。


　前に進む足が、止まりそうになってしまう。


「…………」


　これから彼は、《悪魔エリス》を喰らうつもりだった。いや、何年も、何年もかけてもう、少しずつ《悪魔エリス》を壊してきたのだ。


　まずは腕うでを。


　足を。


　目玉を。


　腑はらわたを。


　徐じよ々じよに、徐々に、自分ができる範はん囲いで壊し、喰らって。


　そしてこれから、《悪魔エリス》の魂たましいを喰らうところだった。魂を喰らえば自分はもう、自分でなくなってしまう。それはわかっていた。そうじゃなくても少しずつ、彼は現実から解かい離りし始めているのだ。


　悪魔を喰らうほど、彼は現実から心が、離れ始めているのだ。


　だからおそらく、魂まで喰らってしまえば、自分は元には戻もどれないだろう。


　このかわいい妹の顔も、もう二度と、いまと同じ気持ちでは見られないだろう。


　それに少しだけ、彼は躊躇ためらいを感じる。


　ほんの少しだけ、立ち止まりたくなる。


　しかしそれも、ほんの少しだ。彼の意識はすでに、人間のものではなくなってしまっているから。


　人間じみた感かん傷しようを、感じなくなってしまっているから。


　だから。


「…………」


　彼は歪みそうになった顔で、笑う。なるべく優しく見えるように、笑う。


　そして妹の、なにをするのか？　という問いかけに、答える。


「世界の深しん淵えんを、見にいく」


「…………深淵？」


　また、彼女はわからないという顔になる。困こまったような顔になる。


　それに彼は笑い、


「フェリスはなんの心配もしなくていい。さあ、もう寝なさい。明日あしたも早いよ」


　と、言う。


　すると彼女はこくりとうなずいて、


「うん」


　と言う。


　それで、会話は終わりだった。


　彼女との、最後の会話は、終わりだった。


　彼女は書庫を出ていく。


　彼の、ルシルの手の届かないところへと、いってしまう。おそらくはイリスの頭をなでにいったのだろう。妹を、たくさん愛しにいったのだろう。それでいい。彼女たちは、自分のように呪のろわれる必要はないのだ。


　彼女たちがなにも知らないうちに、すべてを終わらせる。


　彼女たちがなにも知らないうちに、この家の闇やみを終わらせる。


　悪魔が妹に手を出す前に。


　両親が妹に手を出す前に。





「……さあ、いこうか」





　そう、彼は呟つぶやいて立ち上がる。


　だが、彼はまだ、気づかない。


　これがすべての始まりなのだと。


　これがすべての始まりなのだと。





　彼を呪うすべてが、始まってしまったのだと、気づいていなかった。





　　　　　◆


　　　　　◆


　　　　　◆


　　　　　◆





《悪魔エリス》を喰らうのは容易たやすかった。


　時間をかけたから。


　長い時間をかけたから。


　悪魔の体を喰らって。


　悪魔の魂を喰らって。


　そしてそのすべてを、自分の中に取り込んだ。


　魔を喰らうときはいつもそうだが、全身が弾はじけ飛んでしまいそうなほどの痛みを感じる。延々と続く餓うえが満たされる代わりに、いままで感じなかった痛みを、感じるようになる。


　その痛みが今回もやってきた。


　その痛みを感じるときだけ、自分がまだ、この世界に生きているんだという実感を感じる。


　彼は床ゆかにうずくまるようにして、その痛みに耐たえる。自分の手で肩かたを抱だき、震ふるえながら、痛みに自分が慣なれ、感じなくなるのを待つ。


　しかし痛みはなかなか、過ぎ去ってくれなかった。大きな魔を喰ったのだ。いままで経験したことのないほど、大きな魔を喰らったのだ。それは仕方がない。


　だから彼は耐える。


　必死に耐える。


　自分の意識が消し飛ばされて、魔に侵おかされてしまわないように、彼は必死に耐える。


　するとその、彼の中で、いつもと違ちがう出来事が起こった。


　彼が知らない出来事が起こった。


　声がしたのだ。


　誰だれかの声がしたのだ。


　それが、いま喰らった《悪魔エリス》の声だとわかるのに、少し時間がかかった。


　悪魔が、声をかけてきているのだ。


　そんなことはいままでなかった。


　魔を喰らってしまえば、そいつは意識を失い、力を失い、そしてルシルの体の中へと取り込まれてしまうはずなのに、喰らったあともこの、《悪魔エリス》という化物は、明確な意識を持って、彼に語り掛かけてきて。


　それに、まずい、と思う。意識を逆に、乗っ取られようとしているんじゃないかと、彼は顔をしかめる。


　少し、早まったのだろうか？


　まだ、こいつを喰らう力がついていないのに、喰らってしまったのだろうか？


　と、彼は顔を歪める。
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　だが、時間がもう、あまりなかったのだ。


　父がフェリスに触ふれる前に、彼はすべてを終わらせる必要があっ……


「…………」


　しかしその思考を遮さえぎって、悪魔が声を上げる。


　エリスが声を上げる。


　それはどうも、自分に語り掛けているようだった。


　その声に、耳を澄すます。そしてできるのなら、その声も喰らってしまおうと、そう思う。


　だが、声がそれに、


「ああ……これは、困ったな」


　と、言った。


　そして意識の闇の中に、声だけではなく、悲しげに笑う、一人の男の姿が現れる。


　喰らったはずの、悪魔の姿が現れる。


　そいつは自分にそっくりの男だった。


　金色の髪かみに、悲しげな青い瞳ひとみ。


　その瞳の中央に、悪魔が笑みを浮うかべているような、紋もん様ようが浮かんでいる。


　細く欠けた月のような紋様。


　そいつがその、奇き妙みような紋様が浮かびあがった目をこちらに向けて、言う。


「……どうして、こんなことになっちゃったんだろう……君はいったい、誰に騙だまされた？」


　それにルシルは答える。


「私は誰にも……」


「騙されたろう？　少なくとも、これは僕が描えがいたシナリオじゃない。僕と、ライナが描いたシナリオじゃない。君のでもないはずだ。ならいったい、このシナリオを描いてるやつは、なにがしたいんだ？」


　なんてことを、言ってくる。


　そしてそれに、ルシルの心の中にもかすかに、疑問が浮かびあがってくる。確かにこれは、自分が描いたシナリオではないのだ。いや、自分がいま、なぜこんなことをしているのか。こんなことができているのか。


　数十、数百の魔を喰らい、さらには目の前の悪魔を喰らうことができているのか、それすらもう、彼は思いだせなかった。


　悪魔が言う。


「君を操あやつったあの男はいったい、何者なんだ？」


　それにルシルは答える。


「あの男？」


「覚おぼえてないのかい？」


「…………」


「まあこれほどのことをするんだ。おそらくは人間じゃないだろう。なら《女め神がみ》か？　いや、あいつらはいつも理性的だから、ここまでひどいことはできないだろう。ならなんだ？　あの狂くるった男はいったい、何者なんだ？」


　当然、ルシルは答えられない。なにも覚えていないのだ。自分がなにをしているのか、それすらわからないのだ。


　ただ、彼の心にあるのは妹を守りたいという、気持ちだけ。しかしそれすら、本当に自分が考えたことなのか……


「困ったな」


　と、悪魔が言う。


「ライナも急に僕から離はなれて、いなくなっちゃうし……これじゃアスルードを守れない……」


　そう言って、悪魔は月の紋様が浮いた目でこちらを見る。ルシルのほうを見る。悲しそうな顔で見る。


　そして言う。


「僕を喰って、どうする？」


　その問いに、ルシルは答える。


「妹を救う」


「そんなことのために……」


　が、それを遮って、ルシルは言う。


「私にとっては、それがすべてだ」


「…………」


「それがすべてだ」


　と、ルシルは言う。


　すると悪魔がまた、悲しげな顔になり、それから、笑った。


「そうか……そうだな。僕がアスルードを助けたいと思ったのも、そういえば同じ理由だった」


「…………」


「どうせみんな狂ってるんだ。一人に耐えられずに。孤こ独どくに耐えられずに、愛を求めるんだ。で、その結果が、これか」


「…………」


「いいよ。じゃあ、喰われてやろう。僕を喰ってしまえばもう、君は止まることができなくなるが……それでいいんだろう？」


「…………」


「喰えよ。そうすれば僕は、この呪のろいの輪から脱だつ落らくできる。受け継つぐのは君だ。君がアスルードを助けて、すべての責任を負おえばいい」


　なんてことを、言う。


　その、悪魔の言葉の意味はやはり、わからない。


　わからないがもう、選せん択たく肢しはなかった。


　喰わなければ、終わらないのだから。


　妹に堕おちる闇やみは、消えないのだから。


　だから彼は、喰らった。


　悪魔は抵てい抗こうしなかった。


　ただ、悲しそうな顔をするだけで、


「…………」


　ただ、ルシルのほうを憐あわれむように見るだけで。


　最後に一言だけ、彼は言った。


「君が……幸せになれるといいな」


　そう言って、《悪魔エリス》は消えた。


　瞬しゆん間かん、頭の中にその、《悪魔エリス》が持っていた記き憶おくが、苦く悩のうが、苦痛が、すべてが、大量に流れこんでくる。


　それはきちんと整理されていなかったせいか、内容はまるで理解できなかった。


　だが、彼がもう、ひどく、疲つかれてしまっていたのはわかった。


　それはあまりに長い間、孤独を抱かかえていたから。


　一人で、虚きよ勢せいを張り続けていたから。


　この世が壊こわれないように。


　愛すべき勇者が立つまで、この世が消えてしまわないように。


　だが、悪魔の虚勢はここまでだった。すべてを喰われてしまい、その力はルシルへと移った。


　胸に穴があいてしまいそうなほどに大きな孤独が、彼の中に移った。


　それにルシルは。


「…………」


　彼は、なにも言わなかった。


　孤独など、どうでもいいから。


　世界など、どうでもいいから。


　勇者など、どうでもいいから。


　彼が必要としているのは。彼が救いたいと思っているのは、妹だけだった。


　だから彼は振ふり返る。


　意識を遠くへと向ける。


　すると彼の意識は、彼が大切にしているものを、簡単に見つけることができる。


　そこへいこうと、そう思う。


　思うだけで、そうなる。


「…………」


　そこは道場で。


　エリス家の、いつもの道場で。


　その道場に、フェリスが倒たおれている。骨を折られ、全身を殴なぐられ、服まで脱ぬがされている。


　母がその、裸はだかのフェリスの髪をつかみ、床ゆかに押し付けている。


　フェリスの顔には、恐きよう怖ふがある。絶望がある。闇がある。彼女の奥にいつも灯ともっている光が、消えようとしている。


　なんの意味もないことで。


　もう、このエリス家は存在する意味すら失っているのに。


　悪魔が消えてしまったのだから、この家には守るものすらないのに、そのことを知らずに、父と母は、まるで愚ぐ者しやのように騒さわぐ。


　母が言う。


　フェリスを床に押さえ付け、


「さあ、兄様」


　と、言う。


　それに父はうなずき、羽は織おっていた上着の帯おびを緩ゆるめ始める。


　それにフェリスが必死にもがこうとする。必死にあがこうとする。だが、その体は動かない。ぴくりとも動かない。両りよう腕うでを折られ、さらに母に頭を押さえ付けられて、


「う…………う……」


　と、うめく。


　あまりの恐怖に、悲鳴すらあげられないのだ。


　そして父が、手を伸のばす。愚おろかな手を。汚きたない手を。所しよ詮せんは歯は車ぐるまの一つでしかない、弱者の手で、妹の肌はだに触ふれようとして。


　しかしそこで、ルシルが手を振るう。かなり離れた場所で、ひょいと振るう。するとそれだけで、彼の手は、母の首をもう、刎はねている。


　ごろんっと、母の体が転ころがる。フェリスの横に、転がる。それにルシルは思う。さあもう、大だい丈じよう夫ぶだよ、と。もう怖おそれる必要はないよ、と、そう思う。


　噴ふきだした血が、フェリスの前に広がって。


　それを彼女は見る。


　母の血を、彼女は見る。


　その目が、さらに恐怖に歪ゆがむ。救いにきたはずなのに、彼女の顔が、さらに怯おびえるように歪んでしまって。


　だがそれに、なにも感じない。


　なぜかなにも感じない。


　そしてそれに、ああ、やはりそうか、と、彼は思う。悪あく魔まを喰くらったせいで、自分は変わってしまったのだ。自分の中の、なにもかもが変わってしまったのだ。


　だが別に、それでもいい。


　妹を守れたのだから。


　彼の目的は、達せられたのだから。


　だから。


「な…………き、貴き様さま……」


　父が、声をあげる。


　やはりこちらも、少しだけ怯えるような、声。


　それに彼は口を開く。


　するとその声も、以前のものとは違ちがった。


　自分が吐はく声や、息に、悪魔の匂においがまじっている。静かな、それでいて、すべての者を拒きよ絶ぜつしてしまうような、そんな圧あつ迫ぱく感かんが込められている。


　その声で、彼は言った。


「……これはこれは、父様。いったい、いかがなさいました？　エリス家の者が、この程度のことでそんなお顔をなさってはいけません。それこそ落ちこぼれと噂うわさされてしまいますよ？」


　それに父が、こちらを見る。


　道場の入口にいる、彼の姿を見る。


　それから彼が手にぶら下げている、母の頭を見る。


　しかし父は、それにすぐに落ちつきを取り戻もどしてしまう。エリス家の当主として、天才の名前をほしいままにしていた父には、その、ルシルの動きは脅きよう威いに感じられなかったようだ。


　父は相変わらず感情のない、冷たい瞳ひとみでこちらを見つめ、


「…………それで？　おまえはいったい、なにがしたいんだ？　おまえが母よりも強くなったのは、わかった。だが、私の邪じや魔まをして、生きてられると思っているのか？」


　などと言う。


　なにもわかっていない発言をする。


　それにルシルは、薄うすく笑う。


　楽しげに笑う。


　だが、その彼の顔を見て、また、フェリスの顔が恐怖に震ふるえる。


　自分を見て。


　自分の顔を見て、フェリスが暗い顔になる。


　それにルシルは、さらに笑った。


　どうも本当に、自分は後あと戻もどりのできないところまで、きてしまったようだった。


　彼女が、自分を見て、恐怖するのだから。


　救いたいと願っていた相手に、怖こわがられてしまうのだから。


　それがなぜかおかしくて、彼は声を出して笑いそうになった。あははと、声を出して笑いそうになった。


　だが、もう笑わない。


　それよりも、早く、フェリスに安あん息そくを与あたえてやらねば、と、思う。


　この家の呪いが終わったことを、伝えてやらねば、と、思う。


　だから彼は、楽しげに笑いながら、言った。


　まるで闇の深しん淵えんで笑う、悪魔のような笑みを浮うかべて、


「さあ、どうでしょう」


　と、言った。


　それに父が言う。


「ほぉ。すでにおまえの力は、私をも超こえていると、そう言いたいのかな？　なるほど。それならフェリスと交配するのは、おまえでも……」


　しかしそれを遮さえぎって、ルシルは言う。


「私のかわいい妹を、おまえらの腐くさった言葉で汚よごすんじゃない」


　それに、父の体の中に殺気が生まれる。


「なるほど。おまえも、エリス家を理解できない、出で来き損そこないというわけか」


　なんてことを、言う。


　もう、エリス家など存在しないのに。


　もう、そんな呪いは存在しないのに。


　父は床にある、母の木ぼく刀とうを拾ひろう。


「出来損ないは、いらない」


　と、言って、姿が消える。


　少なくとも、フェリスには消えたように、見えただろう。


　現うつつと虚うつろの挟はざ間まを走りながら、父はこちらへと近付いてくる。


　だがルシルは、まっすぐその姿を目で追いながら、


「遅おそいなぁ」


　と、呟つぶやく。


　突とつ如じよ横に現れた父の剣けんを、母の首で受け止めて、笑う。


　笑う。


　笑う。


　笑う。


　父は必死に剣を振る。何度も、何度も、何度も振る。


　だがその剣は、自分には届かない。触れることもできない。そして最後に、ひょいっと素す手でで木刀を受けとめて、


「はは。この程度の力で、天才を自じ負ふなさっていたのですか」


　そこで初めて、父の表情が変わった。


「い……いったいこれは……」


　焦あせりと、戸と惑まどい。


　人間の表情だ。


　所しよ詮せんは父も、人間だったのだ。


　フェリスと同じ、イリスと同じ、人間。


　もう自分とは、違う。


　だからこれで、終わりだ。なにもかもが終わり。


　だからそう言おうとした。


　終わりだと、そう言おうとした。


　なのに、なぜか口は、別のことを呟いていた。


「……始まりは……」


　と、そう、口は言いだす。


　なにも始まっていないはずなのに。


　ここですべては終わりのはずなのに、彼の口は──始まり──という、言葉を紡つむぎ始める。


　ルシルは言う。


　初めは小さく、小さく呟くように、


「始まりは破は壊かい。そして終しゆう焉えんは再生……破壊……再生……破壊……再生……破壊……再生……破壊……再生……破壊……再生………………ふ、ふふ……ふ……ははは……あはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは」


　狂くるったように笑う。


　狂ったように笑う。


　狂ったように笑う。


　それを止めることができない。


　フェリスが震えているのに。


　恐きよう怖ふに震えているのに、笑い声を、止めることができない。


　父が言う。震える声で言う。


「お、おまえまさかあれを……」


　それにルシルはまた、笑った。


「エリス家のことが理解できない、出来損ないですって？　それは、あなたでしょう？　すべてはもう終わりです、無能な父様。エリス家の忌いまわしき血の呪のろいも、役目も、すべて私の代で終わらせます。呪われた枷かせは、私が一人で担にないましょう。ですから古き者は、安心してご退場ください」


　と、手を振ふり上げ、


「な、なにを言ってるんだおまえは。狂ってる。あれに……あれに……」


　手を振り下ろす。


　父の体が、内側から破は裂れつして、飛び散った。


　それですべてが、終わりのはずだった。


　この家にある闇やみも、謎なぞも、すべてが終わりのはずだった。


　だが、父のその血を、吸すいたくなる。


　エリス家の血を、吸いたくなる。


　いや父のだけじゃない。


　フェリスの血も、イリスの血も、壊こわして、えぐって、啜すすりたくなる。


　それは狂いそうになるほどに強きよう烈れつな餓うえだった。


　妹の血を吸いたい。


　妹の血を吸いたい。


　そして世界を変えるのだ。


　この腐った世界を変えるのだ。


　アスルードのために。


　ローランドのために。


　愛いとしい、愛しい、勇者の……


「…………」


　が、そこでルシルは、自分の舌したをかむ。強く嚙かむ。千ち切ぎれてしまうんじゃないかと思うほどに、強く嚙む。そして意識を、取り戻す。自分の中で暴あばれる、悪あく魔まの力を無理矢理押さえ付ける。


　それは吐き気けがするほど苦しかった。


　餓えをこらえるのは、苦しかった。


　だが、彼は必死にこらえる。泣きそうになるほど必死にこらえる。


　すると頭の中に、ある言葉が浮かぶ。その言葉を聞いたのはいつだったのか、それは思いだせない。


　だが、言葉が浮かぶ。





『そして君は、この世界からはみだして、狂う。人とも相あい容いれず、神とも相容れない、《神ル喰シいル》に成り下がる。じゃあ、さよなら○○○○君。君の人生は一度ここで……』





　言葉はそこで、終わっていた。聞こえなくなっていた。


　だが急に、そのさきを思いだす。


　誰だれが言ったのかもわからない言葉を、まるでここで思いだすよう仕組まれていたかのように、突とつ如じよ思いだす。


　その声は言う。


　それは優やさしげな、それでいて覇は気きのない声だった。


　その、男の声が言う。





『君の人生は一度ここで終わり、で、もう二度と終わらない戦いが始まる。君は勇者を手に入れるまで……本当の愛を手に入れるまで、決して満たされることがない。餓えに狂い、すべての魔を、すべての神を、すべての人間を……なにより、もっとも愛しい妹を喰らいたくて、喰らいたくて、のたうちまわる。別に喰らってもいいけどね。妹を喰らったところで餓えは消えないけど、別に喰らってもいい。そのへんは僕の知ったことじゃない。でも、君は優しそうだからきっと、苦しむだろうねぇ。ああかわいそう。でも、まあ、人生はそんなもんだからね……だから必死に、前に進みなさい。安心して前に進みなさい。君が歩くのをやめたらすぐに、殺してあげるから』





　と、男は言った。


　よくわからない男は言った。


　それを彼は思いだす。


　勇者を手に入れるまで、この飢き餓が感かんは消えないのだという。


　妹を喰いたいというこの、自分の中の欲よく望ぼうは、消えないのだという。


　彼は妹を見る。


　美しい妹を見る。


　母の血に染まった、ひどく美しい妹を見る。


　ひどく美う味まそうな妹を見る。


　あまりに美味そうなので、自分の欲望を抑おさえられるとはもう、とても思えなかった。


　なぜなら彼女は、美しすぎるから。


　あまりにも美しすぎるから。


　だから、彼は彼女を見つめる。


　震ふるえているフェリスを見つめる。


　そして。


　そして彼は、


「……さあ……もう恐こわくないよフェリス。すべては終わったんだ。これからは私が、君を守ってあげる」


　と、体中を引き裂さかれそうなほどの強い餓えに苦しみながらも、しかし、彼はそう言った。





　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





　そして勇者を探さがすようになった。


　本当の意味で彼を救ってくれる、勇者を捜さがすようになった。


　見つけるのには、何年もかかった。


　だが見つけても、彼の餓えは消えなかった。まだ、それは本当の勇者ではないのだという。勇者は《寂しがりライナ》と、《悪魔エリス》、両方を喰らって《真》にならなければならないのだという。


　そうしなければこの餓えは消えないのだ。


　強い餓えは消えないのだ。





「…………………………」





　と、そこまで思いだしたところで、ルシルは自分の頭から、指を抜ぬいた。
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　すると頭の中から、金色の光で編あまれた光の魔ま方ほう陣じんが引き出されてくる。


　それは恐おそらく、あの、リューラとか名乗った男がまだ幼おさなかった彼に、埋うめこんだものだ。


「……これが、私の記き憶おくを操そう作さしていたのか」


　そう呟つぶやいて、彼はその魔方陣を指で切り裂いて、消す。


　まだ他にも自分の中にいくつもの細さい工くがされているようだったが、それにはもう、触ふれることができなかった。あまりにも自分の奥深くにまで根づいてしまっているために、動かせなくなってしまっていた。


　たとえばそれは魔を喰らうための《神ル喰シいル》の呪じゆ法ほうや、まだ力がなかった彼が、それでも魔を喰らうことができるようにと描かきこまれた、いくつかの魔ま導どう書しよの複ふく写しや陣じん。それらはもう、自分から引き離はなすことはできなかった。


　だが、記憶は戻もどった。


　リューラにいじられた記憶は戻った。


　そして、彼は思いだす。


　昨日きのうの夜の出来事を、思いだす。


　シオンと二人で、《女め神がみ》どもを殺そうとして、それを邪じや魔ましてきた男のことを思いだす。


　あれはおそらくは、リューラだ。


　そしてそのリューラに、いまだに手も足もでなかった。


　昨夜ゆうべ、あの男はこう言った。


『無む駄だだよ、ルシル君。君のいる場所はまだ、浅いから。いまの状じよう況きようで君がなにをしても、僕には届かない……もっと深く、深く、泣なき叫さけんでもその声が聞こえないほどに深い闇の底までこないと……』


　そんなことを言った。


　さらに、救いにきてやった、とも言われた。君たちはもしかすると、僕の役に立つかもしれないから──と、リューラはそう言った。


『さあ逃にげるといい。今回現れた『女め神がみ』は、なんとか僕が宥なだめよう。その間に君らは、力をつけるといい。この国の闇を背せ負おうに相応ふさわしいだけの、力をつけるといい。この国の王が君の片割れを……ライナを喰らうだけの力をつける前に……』


　そんなことを、言った。


　つまりあの男は、それを手伝いにきたのだ。


　アスルード・ローランドの末まつ裔えいであるいまのこの国の王が、このまま力をつけ、《寂しがりライナ》と、《悪魔エリス》を喰らって、《真》にならないよう、邪魔をしにきたのだ。


　アスルードの力はその力を受け継ついだ者に屈くつ伏ぷくした『ニンゲンα』の人数でその、力の増ぞう減げんが変わるらしいのだが、このままこの国の王が力をつけ続けて、『寂しがりの悪魔』を喰らったりしないよう、リューラという男は邪魔しにきたのだ。


　あの男はいつも、息子むすこのためだけに動いているのだ。


　愛に狂くるって、子供を救うためだけに動いているのだ。


　いまの王ではもう、壊こわれてしまっていて《真》になどなれるはずがないのはわかっているのに、それでもそれを、防ぎにくる。


　そしておそらくは、シオンが、《真》になるのも防ごうとするだろう。


　ライナと、ルシルを喰らって、シオンが《真》になるのを防ごうとするだろう。


《真》でなければこの歪ゆがんで腐くさった世界を元には戻せないとしても。


　彼が喰らってくれなければ、ルシルの餓うえが永遠に消えないのだとしても。


　リューラにはそんなことは関係ない。


　狂っているから。


　愛に狂っているから。


「…………」


　それにルシルは思わず、笑みを浮うかべそうになる。


「……全員がこんなにも狂っていて、ちゃんと道が開けるものかな？」


　するとそれに、


「……全員が、どうしたって？」


　と、いう、澄すんだ女の声が響ひびく。


　それに彼は、振ふり返る。


　そこは広い道場の中央で。


　その入口に、妹が立っている。


　いつもの白い道着の姿で、彼女はこちらを見ていて。


　それにルシルは、


「…………」


　彼は、微笑ほほえむ。


「まだ、寝ねてないのかい？」


　そう聞く。


　すると彼女は答える。


「もう朝だ」


「朝？」


「ああ」


　それにルシルが、フェリスの向こう側へと目を向ける。すると確かに空は白しらみ始めていて。


「……そんなに時間が経たったか」


「兄様は寝てないのか？」


　と、フェリスが聞いてくる。


　寝てないのか？　と、聞かれて。


　それに彼は、もう、自分はいったい、何年寝ていないだろう、と、そんなことを思う。寝る、ということがいったいどういうものなのか、それすら忘れてしまった。


　だが彼は笑って、


「そうだね。少し、寝ないと。考えごとをしてたら、すっかり時間が……」


　とそこで、もう一人の妹の声がする。


「姉様ぁあああああ！」


　と叫びながら、廊ろう下かを走ってくる音がする。ドタバタと走り、フェリスのミニチュアのようなかわいらしい少女が廊下から飛びだしてきて、姉に抱だき着こうとする。


　それをフェリスは手で止める。
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　イリスの顔をつかんで、止める。


「うわー、前に進めな～い！」


　と、楽しそうにイリスが言う。


　フェリスよりも、さらに表情豊ゆたかにそう叫ぶ妹を見つめて、ルシルはまた笑った。そして自分がやったことは間ま違ちがっていなかったと、少し、思う。


　この、幸せそうな光景が、いまだけのものだとしても。


　永遠には続かないものだとしても。


　いま、だけでも、彼女たちが笑っていられるのなら。


「姉様おはよう！」


　と、イリスが言う。


　続いて顔をつかまれたまま、目だけでこちらのほうを向いて、


「兄様もおはよう！」


　と、言ってくるので、ルシルはうなずく。


「ああ、おはよう」


「なにしてるの？」


「夜よ更ふかし」


「夜更かし？　寝てないの？」


「ああ」


「眠ねむい？」


「どうかな。私は怠なまけ者もののイリスと違ちがって、毎日頑がん張ばって修しゆ業ぎようしてるからね。一日くらい寝なくても平気なんだよ」


　と言うと、イリスはそれにかわいらしい眉まゆをひそめて、


「イリス怠け者じゃないもーん。兄様きらーい」


　と、言う。


　それからフェリスの手を顔から外はずし、もう一度彼女に跳とびかかって、


「姉様は好き～！」


　と、叫ぶ。


　その顔をまたフェリスはつかむ。


「うわ～、前に進めな……」


「うるさい」


「は～い」


　と、イリスは言う。それからフェリスの手をまた外し、


「お腹なか減へった～！」


　と、廊下をまた、走り去っていく。


　それをフェリスは見送ってから、再びこちらを向く。彼女はなぜか、少し緊きん張ちようしたような顔をしている。


　いや、あの日から。


　ルシルが両親を殺して見せた、あの日から、彼女はいつも、彼を見るときはこんな顔になる。


　それが恐きよう怖ふなのか、嫌けん悪おなのか、それとも後こう悔かいなのか、それはわからない。わからないが、別にそれもどうでもいい。


　もう、彼女は自分とも、関かかわりあうべきではないのだ。


　まだこの家は呪のろわれているから。


　いや、彼は呪われているから。


　その呪いの外へと出てしまった、フェリスや、イリスは、毎日を笑って、ここじゃないどこかで楽しく暮くらせばいいのだ。


　だからルシルはやはり微笑んで、


「フェリスも朝食を……」


　と、言いかけたところで、廊下の向こうでイリスが、


「だんごのお兄ちゃんがきたよー！」


　と、声を上げる。


　それにフェリスも振り返る。


　だんごのお兄ちゃんというのは、シオンのことだ。





　アスルード・ローランドのことだ。





　そのシオンが、廊下の向こうに広がる庭てい園えんに通されて、こちらを見ている。その回りをイリスがぐるぐると回っている。


　気け高だかさを感じさせる銀の髪かみに、強い意志が込こめられた金の瞳ひとみ。


　だがこいつも、ルシルと同じように呪われている。暗い闇やみに魅み入いられてしまっている。


　しかしそれでもその闇を切り裂さこうと、必死にあがいている。


　その、シオンの姿を見つめ、ルシルは立ち上がる。


「……じゃあ今日は、彼も誘さそってみんなで朝食を取ろうか」


　と、言う。


　するとそれに、フェリスの顔がまた、驚おどろく。目が少し大きく見開き、こちらを見つめて、


「…………」


　そしてなぜか少し、嬉うれしそうにする。


　嫌悪でも、恐怖でもなく、なぜか安あん堵どしたようなそんな顔になって。


　それにルシルはまた、笑う。


　それから歩きだす。


　この先に、なにが待っているのかは彼自身も知らない。


　もうこれは、悪あく魔まが描えがいたシナリオではないのだという。


『女め神がみ』もこんな狂ったシナリオは描かないのだという。


　ならこれは、リューラとかいう男が描いたシナリオだろうか？


　だがルシルは、それも違うと思う。


　なら、なんだろう。


　自分たちは。


「……私たちはいったい、なんのために前に進むのだろう？」


　と、小さく呟つぶやく。


　それぞれがみな、違う目的を持って前に進む。


　誰だれかの幸福は、誰かの悲しみになるという。


　誰かの悲鳴は、誰かの喜びに繫つながるという。


　そしてそれを為なすすべての者が、必死に生きているのだ。


　狂っていると罵ののしられ、馬ば鹿かげていると非難されながらも、必死に、必死に、彼らはあがきながら前に進んでいるのだ。


　そしてその先に。


　その、狂った者たちの悲鳴で一いつ斉せいに奏かなでるこの狂きよう騒そう曲きよくの先にいったい、なにがあるのだろう？


「…………」


　と、そんなことを考えながら、ルシルは、やはり自分と同じ、悲しい野や望ぼうを抱いだく青年を見つめて、微笑む。


　彼は呪われている。


　彼は呪われている。


　にもかかわらず彼は、優しく笑う。


　悲しいくらいに優しく笑う。


　庭で、イリスに振り回されながら優しく笑う、『堕おちた黒い勇者』を見つめ──


　それからその上に広がる、晴れた空を見上げて、


「…………」


　しかしもう、彼はなにも言わなかった。











　そして、革かく命めいが始まる。


　悪魔も知らない。


　女神も知らない。


　勇者も知らない。


　誰も知らないシナリオの上で、それでも誰もが必死に叫さけび、走り、殺し合って、すべての物語がここから、始まろうとしていた。











　すとれんじ・さいと










　愛する恋こい人びとが素すっ裸ぱだかで見知らぬ男と抱だき合っていた。


　そんな光景に突とつ如じよ出くわしたとしても、いまのライナ・リュートにはうろたえたり驚おどろいたり怒ど鳴なったりする気力は残っていなかった。


　あまりの疲ひ労ろうと眠ねむ気けで、そんな力は残っていなかった。


　だからいま、


『フェリスがナンパされている！』


　なんてよくある光景を目の前にしても、やはりまったくうろたえたりはできない。


　そう。


　うろたえたりするはずがなかったのだが……


　フェリスが男にナンパされている。


　その光景を見て、


「うおわっ!?」


　ライナはめちゃくちゃうろたえた。


　寝ね癖ぐせのついた黒くろ髪かみに、やる気なく曲がった猫ねこ背ぜの長身瘦そう軀く。そしていつもは眠気に緩ゆるんでいるはずの黒い瞳を大きく見開き、ライナは、目の前の光景を見つめる。


　商店街の、向こう側。


　いやらしい笑みを浮うかべた若い男に話しかけられている絶ぜつ世せいの美女の姿を。


　陽光に輝かがやく艶つややかな長い金きん髪ぱつと、異常なほど整っている容よう姿し。華きや奢しやな体に腰こしには剣けん、手には串くしだんごといういつもの姿。


　ライナの相あい棒ぼうの、フェリス・エリスだ。


　そのフェリスがいま、妙みような男に話しかけられていて。


「…………」


　その姿を見て、ライナは思わず立ち止まってしまっていた。いや、別にフェリスが街を歩いてナンパされまくって、それを蹴け散ちらしていくのはいつものことなので、驚いたりしない。驚いたりはしないのだが、


「…………」


　ライナはフェリスを見つめる。いつもと違ちがう様子の、彼女の姿を。


　今日きようの彼女は、男の話を無視したりせずに、真しん剣けんに聞いているのだ。二人はライナがいる場所から少し離はなれたところにいて、いったいなにを話しているのかは聞こえてこないのだが、男が嬉うれしそうになにかを言う。


「…………[image: ]」


　それにフェリスがこくりとうなずく。


「…………」


　言葉はもう、ほんとになにも聞こえないのだが、なにやらちょっと、いい雰ふん囲い気きのようだった。ライナはそれに、


「……あらら、あのフェリス相手に、ナンパ、うまくいってんの？」


　そう呟つぶやこうとしたところで、しかし、言葉が止まる。なぜなら目の前で、さらに衝しよう撃げき的な出来事が起きたから。


　男が突とつ然ぜん、いやらしい笑みを浮かべたままフェリスの白く細い手をぎゅっと握にぎってきて。


　うあ、あいつぶん殴なぐられるぞとライナは思ったが、なんとフェリスはそれを、拒こばまない。手を握られたまま、やはり真剣な顔で男の話を聞いている。それどころか、二人の会話はさらに盛もり上がっているようで。


「おいおいまじで～？　フェリスの奴やつ、ああいうのがタイプだったの？」


　言いながらも、ライナは少しだけ、焦あせるような気持ちになる。


　仲良さそうな二人の姿をにらみつけ、


「……ってか、これはちょっと、まずいよな……えーと、まずいよね……」


　と、うめくように言う。


　そう。状じよう況きようは、かなりまずかった。


　ナンパされているフェリスの姿を見つけた瞬しゆん間かんから、これはまずいことになるぞとライナは思っていたのだが、いよいよまずいことになってきた。


　ちなみにいまの状況は、こうだ。


　ライナは例によって王にこき使われまくって、人間の限界、人間が耐たえうる疲労の限界の壁かべを八十二枚ぐらい楽勝に超こえまくった瞬間『うーあーぶっ殺すぞシオン！　まじで！　まじでほんとにおまえをぶっ殺すか俺おれがぶっ殺されるかの二択たくでどうですかどうですかああああああああ!!』と泣なき叫さけんでやっと解放してもらったばかりで、いまから一秒でも早く、一直線に宿に帰りたい状態だったのだが、そのためにはこの商店街を抜ぬけていくのが一番近い。


　しかしそこにあの、迷めい惑わく暴走だんご女のフェリスが妙な男にナンパされている現場に出くわしてしまって、うお!?　最悪の状況で最悪の悪あく魔まに出会ったぞおい！　と、うろたえたところだった。彼女がナンパされてるとか、そのナンパがうまくいきそうとかはもう、この際どうでもいい。別に彼女はライナの恋人だったりするわけじゃないのだ。彼女がどこでなにをしようと知ったことじゃない。知ったことじゃないのだが。しかし問題は……


「…………」


　ライナは、少しふてくされたような顔で仲良さそうに話し合う二人を見つめる。二人の話は盛り上がり、なかなかそこから移動しようとしない。彼はこの商店街を通りたいのに、あいつらまったく動こうとしない。


「ああもう、あいつら早く消えろって～」


　フェリスが男を無視していなくなるんでも、ナンパが成功して二人でどこかへいくのでもどっちでもいいから、早くどっかいってくれないとライナはもう、その場に倒たおれそうだった。なんで倒れそうかってそんなの眠気と疲労でもう泣きそうなんだよと！


「…………」


　しかしフェリスと男は、迷めい惑わくにも手を握り合ったまま一いつ向こうにその場を動こうとしない。


　それにもう、妙にむかついてくる。なぜか妙にむかついてくる。ああもうあいつらぶっ殺すぞ！　なんだよ！　なんでさっさとどっか消えないんだよ！　他人の迷惑も考えろって！　ってかなんか手握りあってるのもなんでかちょっとむか……ってまあいい。まあああああいい。わかった。よし。手を考えろ俺。このままじゃまじで倒れる。ここに倒れる。じゃ、なんだ。回り道して帰るか？　回り道って、どんな道があったっけ？　と、この商店街以外を通って宿に帰る道みち筋すじを頭の中にシミュレートしてみるが、どれもかなりの回り道になる。その途と中ちゆうできっと死ぬ。


「ああ、だめだ。じゃあどうする？」


　ライナは、見つめ合って二人の世界に入ってしまっているフェリスと男のほうを見る。


　あの二人の横を、こっそり抜けるか？


「……危険だなぁ」


　ライナはまた、うめくように言った。


　あの二人の関係がどうなってるのかは結局は会話が聞こえてないのでわからないが、ライナがこの商店街をこそこそ抜けようとしているところをフェリスに見つかればきっと、


『おーライナ！　いいところで会った！　だんごの特売にいくぞすぐいくぞおまえが死んでもいくぞ』


『ってちょっと待ってええええええ』


　とかね、まあ、それに近いようないつもの展開になるに決まってるのだ。それだけは防がなければいけない。彼女に見つかるのだけは防がないと。フェリスに見つからず、しかし、この商店街を抜ける。


「……俺に、できるのか？」


　いや、できるかできないかは問題じゃなかった。やらなければ、もうここで死ぬ。それほど限界が近かった。


「……よし」


　ライナは言ってから、気配を消した。昼時で混こみ合っている商店街の真ん中で、ライナの存在感が一気に薄うすくなる。


　そしてそっと、歩き出した。人波に逆さからわないよう、流れるようにゆっくりと歩き出す。


　少しずつ、少しずつ、フェリスのほうへと近づいていく。彼女はまだ、こちらに気付いていない。気付かれたら、終わりだ。


　気付かれたらすぐにも、


『おーライナ！　暇ひまだ、遊べ』


『えええええ俺いま疲……』


『遊ばないと首が大空にジャンプだ☆』


『ううううううう』


　とかね、そんなめんどくさいことになるに決まってるのだ。だから絶対に見つかっちゃいけない。見つかったら終わりだ。


　ライナは進む。フェリスの横を通り過ぎる。


　まだ気付かれてない。


　いける！　そう思った。このままゆっくりと進めば、フェリスに気付かれないまま、ここを通り過ぎることが……


　が、そこで。


「…………」


　最悪の事じ態たいが起きた。


　フェリスが、ふと、こちらを見たのだ。彼女の澄すんだ青い瞳ひとみが、人混みにまぎれていたライナの黒い瞳を、とらえる。


　見つかった!?　間ま違ちがいなく見つかった!!


「うう……最悪だ……」


　ライナは絶望した。終わった。これで終わりだ。数日ぶりの休きゆう養ようも、誰だれにも邪じや魔まされない睡すい眠みんも、なにもかもが終わり。


　彼女はこちらを見ている。真まっ直すぐ見ている。それにライナは顔をしかめる。そして覚かく悟ごする。


『暇。だんご。遊べ』


　とか言われる覚悟をする。


　そしてフェリスが、


「…………」


　しかしそこで、彼女はライナを無視して、再び男のほうへと向いた。


　瞬間。


「……え？」


　今度こそ、ライナは本当に、間ま抜ぬけな声を上げていた。彼女はこちらに間違いなく気付いていたはずだ。


　フェリスはライナに気付き、そして……


「えーと、あの……無視？」


　そう。彼女はライナを、無視した。それにライナは、驚おどろく。なぜならそんなことはいままで一度もなかったから。シオンにこき使われて弱りきった彼をいじめにくるのが彼女の趣しゆ味みで、毎回毎回迷めい惑わく炸さく裂れつ女だったはずなのに……いま。フェリスは。疲つかれ切っているライナを、無視した。


　そしてそのまま、フェリスは男と話し始める。男のほうはこちらの存在には気付いていない。ただ、嬉うれしそうにまたぺらぺらしゃべり始めている。それもフェリスの手を、ぎゅっと握ったまま。


「…………」


　それにライナは、ちょっとだけ妙みような気分になる。それがどういう気持ちなのか、自分でもよくわからないのだが、まあ、なんだろう、ああああ～、とにかく妙な気持ちだ。いつものことがいつもどおりじゃない違い和わ感かんというか。なんか、無視されるとそれはそれで寂さびしいというか。でも、まあ、それはそれで、


「……ラッキー？」


　言いながら、とりあえずライナはその場を離れた。どうやら今日は運がいいようだった。悪あく魔まに出会ったのに、無ぶ事じに宿に帰ることができるらしい。


　本当に、運がいい。ライナはそう思った。


　そう、運がいい……はずなのだが……


「…………」


　彼は去り際ぎわに一度だけ振ふり返る。すると相変わらずフェリスと男は手を握りあっているのが見える。そして男は彼女の手を引いて、どこかへ連れていこうとする。どこにいこうとしているのかはわからない。


　それをライナはぼけーっと見つめて、


「……う～む」


　小さく、うめく。


　彼女に無視されて運がいいはずだったのに、妙に気分が晴れなくて、軽く首をかしげた。





　　　　◆





　そして帰宅。


　宿の自室へ入ると、ライナはそのまま、


「はふぁ！　やっと寝ねれる！」


　ベッドに倒れ込んだ。そして眠ねむりに落ちる。


　もう何日も寝てなかったから、ベッドの感かん触しよくが気持ちよすぎてそのまま溶とけそうになる。


　最高に幸せな時間。この時間のため生きてるんじゃないの俺とかそんな思考も枕まくらに溶けていく。


　もうなにも考える必要はないのだ。さあ寝るぞ。絶対起きないぞ。百時間ぐらいぶっ続けで寝てやるぞと眠りに入ろうとする。


　するとすぐさま意識が途と切ぎれようとする。


　思考が真っ白になり、それから黒く塗ぬり潰つぶされて消える。そして心ここ地ちよい眠りが訪おとずれようとしたところで、


「………………」


　しかし、なぜか頭にあの光景が浮うかんできた。商店街にいた、ナンパ男のいやらしい顔。そのナンパ男にあっさりナンパされて、ライナを無視したフェリスの顔。そして男にしっかり握にぎられている、彼女の華きや奢しやな手の光景。


　そんな光景がどういうわけか次々と頭に浮かんできて。


「…………う～？」


　彼は、薄く目を開いた。


　なぜか、眠れない。ありえないほど眠いはずなのに、眠れない。頭にさっきのあの光景が浮かんできてしまって、眠れない。


　なぜだかはわからないが、あの光景のことを思いだすと、胸の奥がざわつくのだ。


「……なんだこれ」


　と、ライナは呟つぶやいて、胸を押さえた。


　本当に、妙な気分だった。


　自分でも自分の気持ちになにが起きているのか、理解できない。とにかく疲ひ労ろう困こん憊ぱいで、思考能力も落ちているのだ。だから、いまいち自分がいま置かれている状じよう況きようも理解できなかった。


　とにかくなにか不快で。しかしそれがどうして不快なのか、自分でもわからない。


「いったい俺は、なにが気になるんだ？」


　自問して、考えてみる。


　男にナンパされ、断ことわらないフェリス。だがそれに、文もん句くを言おうとは思わない。別に恋こい人びとなわけじゃないしね。


　じゃあなんで、こんなに気になる？


　無視されたからか？　でも、自分は見つからないよう気配を消してたんじゃないのか？　なら、無視してもらってラッキーだったはずだろう？　それともなんだ。あいつが男と手を握りあってたのに嫉しつ妬としてるとか？


　なんて、んな馬ば鹿かな。


　そんな馬鹿なことが……


「…………」


　とそこで、ライナは目を開ける。ぼんやりと天てん井じようを見上げる。だんだん、自分がどうしてこんな気持ちになっているのか、わかってきたから。いま自分の中にあるのは、嫉妬……とか、そういう気持ちじゃなかった。


　疑問だ。さっきのあれは、本当に本物のフェリスだったのか？　という疑問。


　いや、見た目は間違いなく本物のフェリスだったのだが、彼女の様子が、少しおかしかったような気がするのだ。


　第一、いつもの彼女ならそこらの男にナンパされたところで全部無視のはずなのに、さっきの彼女は男の話を真しん剣けんに聞いて、そして手を握られ、連れ去られていった。


　あのフェリスが、男に連れ去られていったのだ。


　男をぶん殴なぐってから、家族を殺されたくなければ言うことを聞けとか平然と言い放つような女が、素す直なおに男に手を引っ張ぱられて連れていかれた。


「あんなの、いつものフェリスじゃないだろう？」


　ライナは呟く。


　おまけにあの、格かつ好こうの獲え物ものを見たときの無む反はん応のう。ライナと見れば死ぬ直前までいじめぬくはずの悪魔が、今日に限ってなにもしてこないなんて……あれはあきらかに、いつものフェリスじゃない。


　じゃあなんだ？　あいつはいったい、なにしてるんだ？


　考えられる可能性は、三つだった。


　一つはフェリスがあの妙な男のことを本当に気に入ってしまい、ライナが見たこともないような恋する乙おと女めに突とつ如じよ変へん貌ぼう……


「あはははは、ないないそりゃない」


　ライナは思わず吹ふき出して、否定する。あのフェリスが恋する乙女になった様子なんて、まるで想像できなかった。この可能性は、ほとんどないと思う。


　ならもう一つの可能性を考えてみた。


　フェリスはあの男に魔ま法ほうかなにかをかけられていて、誘ゆう拐かいされてしまったんじゃないか？　という可能性。これは、うん。


「……ま、ありうる話だよな」


　フェリスは美人だからいつ誘拐したいと思う男が現れてもおかしくないし、あんなんでも貴き族ぞくのお嬢じようさんだから身みの代しろ金きん目的で誘拐しようと思う組そ織しきもいるかもしれない。


　いるかもしれないが、しかし、


「この可能性も、低い感じするんだよねぇ」


　ライナはなぜか、そう思った。理由はない。理由はないのだが、まあ、強しいて言えばあの化ばけ物ものみたいに強いフェリスが、あっさり洗せん脳のうの魔法なんてかけられたりはしないんじゃないかと思うのだ。だからこの可能性もとりあえずは脇わきにおいておいて……


　本命の、最後の可能性について、ライナは考えてみる。


　その可能性というのは、フェリスがまぁああああああああた妙なことを企たくらんでいて、さっきのも例によってハタ迷めい惑わくな遊びの一種で、ライナを無視することも、あの男と手を握りあうのもその遊びの一いつ環かんで、そのうちその迷惑爆ばく弾だんがライナのところへも転ころがってくるとかそういう可能性は……


「……うわ、絶対これだろ」


　そこまで考えて、ライナは顔をしかめて言った。間ま違ちがいない。これだ。どうやらこれが、さっきから胸の奥で気になってたことのようだった。フェリスは疲労困憊のライナを見たのに、無視した。それは、その場でいじめるよりもあとで百倍めんどくさいいじめをするための準備段階だったからじゃないのか!?　という不安が、彼の胸をざわめかせ、不快にしていたんじゃないのか？


　この不快感はなんてーか、虫の知らせ的な、なにかこれから大変なことが起きるから気付かないとだめだよライナ！　早く逃にげて！　早く逃げなきゃ殺されちゃうよライナぁああああああああああ的なことを心優やさしいどこぞの妖よう精せいさんが教えてくれていて、そのせいで胸がもやもやしてたんじゃないのか？


　と、自問して、彼はうなずく。


「……間違いないな、こりゃ。って、え？　じゃあなに？　このままこの宿で寝てたらやばいってこと？　俺の研とぎ澄すまされた第六感がもうすぐ悪魔が部屋にきて、『ライナお待たせ[image: ]　さっき死んでたほうが幸せだったと思うようないじめをプレゼントしちゃうぞー☆』とか言ってきちゃったりするってことか？　そういうことなのか？」











[image: ]








　そこで彼は、慌あわてて起き上がる。周囲を見回す。フェリスがもう、宿を見張ってるんじゃないかと思い、周囲の気配を探さぐる。


　すると気配は……


「……………………って…………」


　ライナは、それだけ言った。


　気配が、あった。やっぱり気配があった。


　っていうか、気配があるとかないとかそんなレベルじゃなかった。


　扉とびらの向こうに、人の気配が一、二、五、十、十五とどんどん増ふえ始めていて、


「ほらきたほらきたもぉおおおおお！」


　ライナは叫さけんだ。案の定じよう、虫の知らせは大当たりだったのだ。やっぱりフェリスはなにかを企んでいて、ここでなにかが起きようとしているのだ。ここで。この場所で。なにかとてもめんどくさくて悪いことが起きようとしてるのだ!!　だが、


「あいつの思い通りにはさせーん!!」


　と、ライナは起き上がった。


　一いつ瞬しゆん寝かけたせいか頭痛がひどい。吐はき気けもひどい。しかし、ここで逃げなければもう二度と、安あん眠みんは訪れないのだ。


「やるぞ！　今日はやるぞ！」


　と、カラ元気で自分を励はげましながら、彼はベッドから降りる。


　部屋の扉の外にはもう、数十人ぐらいの人間の気配が感じられている。


「いったい、今回はなにが起きんのよ？」


　と、ちょっとだけ好こう奇き心しんが生まれるが、首を振ってその気持ちを消し去る。少しでも関かかわったら、それで一巻の終わりなのだ。


　悪あく魔まの罠わなとはそういうものなのだ。


　だからライナは扉を無視し、窓から脱だつ出しゆつする準備に入る。懐ふところから財さい布ふを取り出し、他の宿で一いつ泊ぱくできるぐらいのお金が入っているのを確認すると、


「よし、いける！　馬鹿フェリスめ、見てろ。今日は絶対逃げ切ってやるぞ！」


　決意の言葉とともに、窓を開けた。


　そしてライナは、窓から勢いきおいよく飛び出そうとした──瞬しゆん間かん。


「…………」


　思わず動きを止めてしまった。


　目の前に。


　窓の外に、異常な光景が広がっていたから。


「……な、なんだこりゃ……」


　言って、ライナは眼下に広がった光景を、呆ぼう然ぜんと見つめる。


　宿の前の道。その道を埋うめ尽つくしている、数百人の無言の男女。無言で、にもかかわらず笑顔で、なのに死んだ魚のような感情のない目で、じ──っとライナのほうを見上げている。数百人の男女が、ライナのほうをじ──っと見上げている。さらにその中央には、あの絶ぜつ世せいの美女の仮か面めんをかぶった金きん髪ぱつ悪魔も数百人の男女に混じって、じ──っとこちらを見上げてきている。


　その、あまりの恐きよう怖ふの光景に、


「…………………………」


　ライナも無言のまま、とりあえず窓から飛び出すのをやめて、部屋に戻もどった。それから窓を閉じる。一歩下がる。ちょっと震ふるえる。


　そして、


「……ほ、ほらぁ、やっぱヤバイのいたじゃーん……」


　泣きそうなかぼそい声で、呟いた。とにかくヤバイ。そう思った。あきらかにヤバイ。なにが起こってるのかはまるでわからないが、間違いなくヤバイことが起ころうとしてる。


　逃げなきゃ。すぐ逃げなきゃと、ライナは周囲を見回す。窓の外はだめだ。窓の外はもう、悪魔の魔の手に侵おかされてしまっている。ならフェリスのいない扉のほうから強きよう行こう突とつ破ぱするか？


　と、ライナが扉のほうへ駆かけ寄ったところで、突とつ然ぜん。


　トントン。扉がノックされた。


　そして。


「ラーイーナーくーん、いーるー？」


　いつの間に移動したのか、フェリスの声!!


「うおわ!?」


　ライナは驚おどろいて、扉から離はなれる。それから慌てて再び窓のほうへと走り、窓を開け、飛び出そうとするが……


　ゴガン！　という音とともに部屋の扉が破られ、部屋にあの悪魔が入ってくる。


　金髪の悪魔、フェリス・エリスが!!


　彼女は部屋に入るなり逃げようとするライナの背中に、


「ふむ。どこへ逃げる気だ？　天国か？」


　なんて言葉を投げかけて、そして腰こしの剣けんをチャキンと鳴らす。


「あう」


　それだけでライナは、動けなくなった。


　逃げれば殺やられる。それがわかった。それだけの殺気が、彼女から放はなたれていた。


「うむ。わかればよろしい」


　動かなくなったライナに、フェリスが満足げに言う。


　それにライナは、終わった……そう思った。最初の虫の知らせで遠くに逃げなかったのが悪かった。今日はきっと、もう寝ねれない。寝れなきゃ死ぬ。それだけ限界がきてる。ってことは、俺の人生一巻の終わりってことだった。でもって、


「……そんな死ぬ直前の僕ぼくちゃんに、いったいなんのご用ですか？」


　ライナが疲つかれた声こわ音ねで振ふり返ると、フェリスは嬉うれしそうに、


「おお！　おまえはいま死ぬ直前なのか！」


「……いや、おまえのせいでね」


　が、彼女は無視で続ける。


「そんな死ぬ直前のライナ・リュートさんに朗ろう報ほうです！」


「ってなにその口調？」


　が、彼女はいつものごとく、完全に無視で続ける。


「死の恐怖さえ一発で消え失うせてしまうような素す晴ばらしいお話をしてくれる方がいるんです！」


「ってだからその口調なによ？　今日はいったいどういうウザい遊びをやるわけ？」


　しかしやっぱり無視で、フェリスは大きくうなずく。そして背はい後ごを振り返り、部屋の外を見る。するとそこには窓の外と同じ、噓うそくさい笑顔に、死んだ魚のような目をした男女が立っていて。その中に、さっきフェリスをナンパしていた男もいた。やはりあれはナンパじゃなくて、フェリスの壮そう大だいな迷めい惑わく計画の一部だったのだ。


　フェリスがその男に言う。


「じゃ、今日教えた手順で。できるな？」


　すると男は大きくうなずき、


「フェリス道どう師し様の教えてくれたとおりに、頑がん張ばります！」


　なんてことを言っていて。


　それにライナは、


「……フェリス道師様？」


　聞くが、それも無視。


「さあやってみろ、トマスよ」


「はい、道師様」


「……なんだかなぁ……」


　ライナがげんなり言ってる間にも、道師様やらトマスやらの話は進む。


　トマスがこちらへ近づいてきて、言う。


「あなた、さっき死ぬ直前とか仰おつしやられてましたが、もしかしてなにか、問題ごとを抱かかえておられるのですか？」


　なんて問題ごとの元げん凶きようが言ってきて、


「……はぁ？　ぶっ殺すぞおまえ？」


　ライナは低い声音で言った。


　それにトマスは驚いた表情で、


「……え、あ……」


　口をぱくぱくさせてから、


「ど、道師様……」


　フェリスのほうへと助けを求める。すると彼女は小声で、


「気にするな。パターン２でいけ」


「は、はい」


　男はうなずき、再びこちらを向くと、


「ぶっ殺すぞ……ですか。あはは。私たちのことを知らない方はみなさん、最初はそう言われるんですよねー。でも一度でいいから、私たちの声に耳を傾かたむけてみてください。本当の私たちを知ってください。私たちに、あなたのその悩なやみを肩かた代がわりさせてください！　人間は一人じゃないんです。一人で悩まないで！　私に悩みを話してみてください！」


　と、ライナの手を握にぎってこようとする。


「うわ、なにすんだよ！」


　それをライナは振り払はらう。手を振り払われたトマスは、またフェリスのほうへと助けを求める。するとフェリスはまた、


「気にせずパターン２」


「うわ、なにすんだよ……ですか。あはは。私たちのことを知らない方はみなさん、最初はそう言われるんですよねー。でも一度でいいから、私たちの声に耳を傾けてみてください。本当の私たちを……」


「なんなの？　なんなのおまえら？」


　言葉を遮さえぎってライナが言うが、トマスはすかさずライナの手を握ってこようとして、


「なんなの？　なんなのおまえら？……ですか。あはは。私たちのことを知らない方はみなさんそう言うん……」


「ってぶっ殺すぞまじで！」


「ってぶっ殺すぞまじで……ですか。あはは。私たちのことを知ら……」


「うあああなにこいつなにこいつまじむかつくううううう」


「うあああなにこいつなにこいつまじむかつくううううう……ですか。あはは。私たちのこと……」


「わ、わかった！　わかったから許して！　もう俺眠ねむいんだってぇ。こういうの無理。こういうめんどくさいの無理だって……手でもなんでも握っていいから、早く話終わらしてくんない？」


　するとそれにトマスが小さくガッツポーズして、


「やった！　道師様、やりましたよ！」


　が、フェリスはそれに厳きびしい表情で、


「最後まで気を抜ぬくな」


「あ、は、はい！」


　トマスはうなずき、懐ふところから一枚の紙を取りだす。そしてその紙をこちらに見せ、


「あ、この紙はなんだって思いましたか？」


「思ってねーよ」


「この紙はですねーあなたの悩みをたちまち消し去ってしまう、魔ま法ほうの紙なんですよー」


「……へぇ……」


「悩み、消したいですよねー？」


「うん。消したい。おまえらを消したい」


「そうですよね？　消したいですよね？」


「……………………」


「じゃ、試ためしにここに、サインしてみてください。ほら、ここに」


　と、紙とペンを手て渡わたしてくる。その紙にはこんなことが書かれている。


『私、〇〇は、今日から幸せになることを誓ちかいます。いままでのダメだった自分の人生に見切りをつけ、新しい自分に変へん貌ぼうすることを誓います。そう。報むくわれないさなぎだった日々に見切りをつけ、蝶ちようとして羽ばたくのです。


　その第一歩として、聖バームルダム教に入信し、全財産を寄き付ふすることを誓います』


　最後の一行は、本当に小さく小さく書いてあった。


「………………」


　ライナはそれを、半はん眼がんでしばらく見つめてから、トマスのほうを向く。トマスは紙の、〇〇の場所を必死に指さして、


「さあここに！　ここに名前書きましょ？　ね？　ね!?　ね!!」


　しかしそれを無視して、ライナはフェリスを見る。すると彼女は大きくうなずき、


「案じることはないライナ。おまえの悩みのすべてはバームルダム神様が助けてくれる」


　なんて言ってきて、それにライナは、だからバームルダムって誰だれだよ？　とか、フェリスおまえなにやってんのよ？　とか、もう、いろいろ聞きたいことはあったが……


　とりあえず彼が言ったのは、


「……えーと……ここにサインしたら、おまえらすぐ帰って、俺、寝られるのかな？」


　するとトマスがもうガクガクうなずく。


「帰りますよー!!　すぐ帰りますよー!!　もうね、サインだけしてくれたらお手間は取らせませんよー!!　さあさあサインサイン！」


　それにライナは、


「……そうか。じゃあ、うん。サインしようかな……」


　彼はもう、心底疲つかれ果てていた。


　それにトマスは躍おどり上がって喜ぶ。半泣きで、異常なほど喜ぶ。


「や、やったぁああああああああああああ！　は、初契けい約やくです！　道師様の教えのおかげで、初契約取れましたぁ！　これで、これで僕、殺されなくてすみます！」


　最後は泣き出す。


　フェリスもそれにうなずき、


「うむ。あやうく死にかけたな」


　っておいおい……


　と、あきらかに突つっ込こみどころ満まん載さいだったが、満載すぎてもうどうでもよくなってきた。とりあえずさっさとライナはサインをする。


「ライナ・リュート……と。これでいい？」


「は、はい！　ありがとうございます！」


　トマスは言って、紙を奪うばうように受け取る。そして振り返ると、扉とびらの外にいた十数人の男女に見せる。男女はいつの間にか取り出していたナイフを懐ふところにしまい、急に噓くさい微び笑しようを顔に浮うかべると、


「よくやったトマスよ！　これで君も、我われら聖バームルダム教の道師仲間だ！　この調子で来月のノルマも守れるよう、頑張って布ふ教きようしたまえよ！」


　それにトマスは勢いきおいよくうなずく。


「はい！　入信以来たちまち営業成せい績せきナンバーワンになったカリスマ伝道師、フェリス・エリス様を見み習ならって、僕もバームルダム神様に、この命を捧ささげる所存です！」


「うむ！　家族の命もな！」


「もちろんです！」


「よし！　では我らの『魂たましいの家』へと帰ろうか」


「はい！」


　と、営業成績だのノルマだの家族の命だのあきらかに怪あやしい言葉を放はなちまくって去っていこうとする聖バームルダム教のみなさん。


　それにライナは、もしかしておまえらあれか？　突っ込み待ちなのか？　そういうことなのか？　とか普ふ段だんなら言うかもしれないが眠くてやっぱりどうでもよかった。


　そのまま彼は大勢の聖バームルダム教のみなさんが去っていくのをぼへーっと見送ってから、最後に残った聖バームルダム教のカリスマ伝道師、フェリス・エリス様のほうへと目を向けると、言った。


「……で？」


「ん？」


　フェリスは美人な顔をこちらに向ける。


　その顔を見ながらライナは続ける。


「……いや、みんなと一いつ緒しよに、おまえは『魂の家』とやらに帰ってくれないの？」


「うむ。私はおまえに用があるからな」


「ええ～、まじで～？　俺は用ないぜ～？」


「私はあるのだ」


「ええ～、まじで～？　俺は用な…………あ、はい、すいません、ふざけすぎました……反はん省せいしてるので剣けん抜ぬくのはやめよ？　ね？　ね？　まじそこまで俺元気じゃないし」


　するとフェリスはもうほとんど抜きかけだった剣を元に戻もどすと、こちらを見る。


「ふふ、そんなに私の話が聞きたいか？」


「…………あ～、う～んと、はふぅ…………はい、聞かせてくれますか？」


「どうしよっかなー[image: ]」


「………………………………あはは～、フェリスはいっつも面おも白しろいこというな～」


　ライナはもう、死んだような笑顔でそう言った。しかしそんな彼の気持ちも知らずに、フェリスは大きくうなずく。


「うむ。私はいつも面白いからな！」


「あはは～」


「で、今回もおまえに面白い話をしてやろうと思ってここにきたのだ」


「あはは～」


「話というのは他でもない」


「あはは～」


「真ま面じ目めに聞けぇえええええ！」


「ぎゃあああああああああああああ!?」


　ライナは吹ふっ飛んだ。あまりの眠ねむ気けになにをどうされたのかはまるでわからなかったが、顔がん面めんがものすごい痛いのでたぶん顔面をどうにかされたんだろうけどもうどうでもいいや。


　ライナは吹っ飛び、ベッドに倒たおれ、そのまま布ふ団とんにくるまり、


「おやすみ～」


　チャキン。


「とかね！　冗じよう談だん！　冗談だよフェリス！　僕が君の話を聞かないで、寝ねるわけないじゃないかぁ～！」


　と、ライナが慌あわてて起き上がると、フェリスの剣はもう彼を真まっ二ぷたつにする寸前で。


　彼女は一言。


「ああんもぉ、惜おしかった～ん[image: ]」


「あはは～、笑えないよ～ん[image: ]」


　ライナは泣いた。


　それからフェリスを見上げる。再び剣を鞘さやに収めようとしている彼女に向かって、


「んで？　じゃあ、もうさっさと話してよ。さっきのいったいなんなんだよ？」


「ん？　バームルダムのことか？」


「そうそれ。なに？　バームルダム神様って……おまえだんご神様の信者だったんじゃないの？」


　その問いに、フェリスは大きくうなずく。


「もちろん、私はだんご神様にこの命とおまえの命を捧げて生きてる身だ！」


「って人の命勝手に捧げんなよとかまあそういう突っ込みはおいといて、んじゃ、さっきのはなんなんだよ。おまえ、バームルダム教のカリスマ伝道師だって？」


「うむ。半月前に入信した」


「なんでよ？」


「シオンの命令でな。最近急激に勢力を拡大し始めた聖バームルダム教に入信した者の家族たちから、被ひ害がいの訴うつたえがあったのだ。息子むすこや娘むすめを取り返したいとな。で、それを気にしたシオンが、私に潜せん入にゆう捜そう査さしろと」


「ああ～、なるほど。ま、さっきのあれ、ひどそうだったもんな～」


　いや、ひどいどころの騒さわぎじゃなかった。


　新しん興こう宗教なんてどこも似にたようなものだが、それでもノルマをこなさなきゃ殺されるだの、家族の命も捧げろだの、そんな過激なキーワードが出だしたら、もう終わりだ。


　少なくとも正義感の強いシオンがそんな危険な組そ織しきを放っておくわけない。


「んじゃ、おまえの捜査の結果、すでにお取り潰つぶし決定ってとこ？」


　しかしそれに、フェリスは首を振ふる。


「いや、そんなことにはなってないぞ？」


「あれ、そうなの？」


「うむ。潜入してみた結果、あの教団はなかなかに優ゆう良りような組織でな」


「え～？　噓うそだぁ、そんなはずないだろ？　さっきの会話あきらかにおかしかったぞ？」


　が、フェリスはそれに、


「いやいや、物事は一面だけを見て判断してはいけないぞ、ライナ。真実を見るんだ。真実を見れば、あの教団の素晴らしさが見えてくるはずだ」


　なんて、あきらかに悪質宗教団体なバームルダムのことを、彼女は擁よう護ごしだして……


　あれ？　と、ライナは思う。あれ、これはちょっと、まずいか？　おまけにトマスとかいう奴やつの話では、潜入捜査をしているはずのフェリスが、いまは布教成績ナンバーワンの、カリスマ伝道師だというし。宗教団体を壊かい滅めつさせるために潜入したはずの人間が、逆に伝道師として活かつ躍やくしてるというのはちょっと、どうなんだろう？


　こりゃ、ミイラ取りがミイラになったか？


　ライナはフェリスを見て、言った。


「……えーと、おいフェリス？」


「ん？」


「……ちなみにちょっと聞きたいんだけど、おまえ教団の潜入捜査をし始めてから、シオンに報告とかした？」


　すると彼女はこちらを見つめ、


「いや、してないな。それがどうした？」


「う～ん」


　その、彼女の澄すんだ青い瞳ひとみを、ライナは見つめる。彼女の異常に整った顔を見つめる。


　すると彼女の顔には、感情の色がまるで見あたらなくて。それは典型的な、洗せん脳のう魔ま術じゆつを施ほどこされた者の顔だった。


　いやまあ、彼女は別に宗教団体に潜入する前からお家の事情でこんな顔をしているので、顔を見ただけではいまいち判断がつかないのだが……それでも、ライナはフェリスの顔をじっと見つめた。付き合いが長くなるうちに、他の奴は気付くことができないような彼女の微び妙みような感情の変化も、最近では見つけられるようになってきているのだ。だからライナは彼女の顔を見つめる。すると、


「なんだ？」


　彼女の表情は、動かない。


「いったいなんだ。私の顔になにかついてるか？」


　やはり、彼女の表情は動かない。


　それにライナは、少しだけ、彼女の感情を揺ゆさぶるような言葉を言ってみることにする。彼女の顔をじっと見つめ、


「フェリス」


「なんだ？」


「おまえが好きだ」


　その、瞬しゆん間かん。


　やはり彼女の表情は、動かなかった。


　まあ、他の奴が見たらだが。


　だがライナは見み逃のがさなかった。彼女は少しだけ目が見開き、慌てたようにうっすら白い肌はだが赤くなったようなならないようなってなぜかそこで彼女は右手で胸を押さえ、左拳こぶしをかかげると、


「へ、部屋に無理矢理連れ込んで、私になにをするつもりだぁああああああ!!」


　ぶん殴なぐられ、ライナは吹っ飛び、ベッドから落ちた。そして死にかけながら、彼は言う。


「……うあ、あう、えーと、ま、そういうわけで、誰だれがどう見てもおまえはその、洗脳されてないみたいだね」


「せ、洗脳!?　私を洗脳していやらしいことをしようとしていたのか!?」


「あ～、そうじゃなくてね、宗教団体に洗脳されてて俺の言葉に反応しないんじゃないかと思ってさ。でも、ものすごい反応が返ってきたから、洗脳されてないってわかったよ」


「私が洗脳などされるわけがないだろう！」


「そ、そうだよね……でも、んじゃどういうことよ？　あのあきらかに悪質な宗教団体のことを素晴らしいって？　おまけに伝道師として活かつ躍やくして、トマスとかいうのに布教方法を教えたりして俺まで入信させてシオンに報告もしてないって……おまえ、いったいその宗教団体でなにやってんのよ？」


　ライナのその問いに、しかし、彼女はあっさり答えてくる。


「それはもちろん、乗っ取りだ」


「乗っ取り？」


「うむ。あの宗教団体の収しゆう益えき構こう造ぞうが素晴らしくてな。入信者の全財産を奪うばい、さらに毎月新しい信者を集めてくるノルマが課せられる。ノルマをこなせなければ借金をさせて金を教団に納おさめさせる。それでもダメなら家族を売る」


「うあ、聞けば聞くほど最悪だなぁ～」


「そしてその教きよう祖そを私が殴って言うことを聞かせてだんご屋協会に金を流させる」


「……へ？」


「シオンから聖バームルダム教の捜査はどうなってると聞かれたらなかなかクリーンな組織のようだと答えておく」


「っておいおい？」


「これでだんご屋協会は無限の資金を得たも同然！　世界がだんご色に染まるのも時間の問題ということだ！」


　なんてもう、最悪な発言を連発するフェリスに、ライナはおまえにはあきれかえったよとばかりの表情で、言った。


「………………お、おまえ頭いいな！」


「だろう！」


「それじゃそれじゃ、無限の資金でだんご食いながら昼ひる寝ねし放題か!?」











[image: ]








「そのとぉーり！」


「それじゃそれじゃ、もうシオンの馬ば鹿かの言うこと聞かなくていいってことか！」


「そのとぉおおおおお──り!!」


「お、俺もその話一枚嚙かませてよ」


「もちろんだ。ちょうど計画の人手が足りなくてな。おまえに入信してもらったと、そういうわけだ」


「さすが相あい棒ぼう！」


「うむ！　一いつ緒しよに世界を乗っ取ろうではないか！」


「おう！　一緒にシオンの馬鹿にもうタダ働きはしないぜーって言おうぜ！」


　盛もり上がってきたところで、二人はがしっと強く、強く手を握にぎりあう。


　そしてライナは言った。


「んで、計画はいまどのへんなのよ？」


　それにフェリスは言った。


「ん。今度私は伝道師から司し祭さいに昇しよう進しんすることに決まってな。やっと教祖に会う権利を得たところだ。あとは教祖を殴るだけだ！」


　それに扉とびらの外の男が言った。


「なるほどね～。すごくおもしろそうな話だなぁ～。なにがおもしろそうって、そんな馬鹿な話が成功すると思ってる二人の馬鹿さ加か減げんがおもしろいな～」


　瞬間。


『………………っっっっっ!?』


　ライナとフェリスは驚きよう愕がくの表情で扉のほうを見た。するとそこには、いつの間にか本当に本物の悪あく魔ま──いや、魔ま王おうが現れていて。


　気け高だかい銀の髪かみに、強い意志が込こめられた金色の瞳。この国の若き英えい雄ゆう王、シオン・アスタールだ。


　ライナはそれに慌あわてて、


「え、えっと、ち、違ちがうんだシオン。あの、俺は巻き込まれただけで……」


「んな!?　ひ、卑ひ怯きようだぞライナ。わ、私はライナに無理矢理計画に引きずりこまれて」


「えええええ、おまえ、ふざけんな！」


　とかなんとか醜みにくく言い合いをしはじめる二人を、シオンがうんざりした顔で遮さえぎって言う。


「ああ、ああ、いいって。二人の気持ちはわかってるからさ。そんなことより聞いてくれよ。今け朝さ俺さ、偶ぐう然ぜんバームルダム教の教祖に会ってさ～、俺が『あんま俺をなめてると、君ひどいことになるぞ☆』ってかるーく、ほんとかるーく言ったら突とつ然ぜん土ど下げ座ざしてさー、教団を陛へい下かのお好きなようお使いくださいってことになってね、で、ついさっき教団を解散することに決めたんだけど……


　でも二枚だけ、まだ捨すててない入信誓せい約やく書があるんだよねー」


　とか言い出す。そして懐ふところから二枚の紙を取り出す。その内容はもう、見ないでもわかる。今後の展開もわかる。わかるからライナは震ふるえて、


「あ、あ、あの、ほんとごめん。ほんと俺反省し……」


　が、シオンは無視して、その書類を読み上げ始める。


『私、ライナ＆フェリスは、今日から幸せになることを誓ちかいます。いままでのダメだった自分の人生に見切りをつけ、新しい自分に変へん貌ぼうすることを誓います。そう。報むくわれないさなぎだった日々に見切りをつけ、蝶ちようとして羽ばたくのです。


　その第一歩として、聖バームルダム教に入信し、全財産を寄付することを誓います』


　読み終わってから、なぜかシオンはライナの枕まくらをつかんで、満面の笑みを浮うかべる。


「全財産、寄付するんだってさ～」


　そして窓の外に枕を……


「お、俺の枕がぁあああああああああ！」


　ライナは叫さけんだ。


「ちなみにフェリスの家の、だんごグッズはもう……」


「私のだんごグッズがぁあああああああ！」


　フェリスは叫んだ。


　そして二人はシオンをにらみつけて言う。


「魔王め！」


「魔王め！」


「あはは。魔王で～す☆」


『神様タスケテ！』


　と、ライナとフェリスは叫んだが、しかし、神は助けにきてくれない。いざというとき、神様はいつも助けにきてくれない。


　せっかく全財産寄付してバームルダム教に入信したのに、バームルダム神様は全まつたくもって助けにきてくれなかった。


　神は死んで……ローランドに響ひびくのは魔王の笑い声ばかり。


　そして、


「あはは。さ、馬鹿ばっかり言ってないで、仕事しようよ仕事。なんかライナが帰ってから、急に新しい仕事が増ふえてさぁ～！」


　とか言い出すシオンの顔を見つめて、ライナとフェリスは、心底思ったのだった。


　魔王が出たとき助けてくれないエセ新しん興こう宗教だけには、気をつけようと……
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　悲鳴があがる。


　それをライナ・リュートはぼんやりと見つめている。


「助けてぇええええええええ！」


　しかし決して助けない。


　なぜならひどく眠ねむいから。


　寝ね癖ぐせのついた黒くろ髪かみに、ぐったり緩ゆるんだ黒い瞳ひとみ。猫ねこ背ぜの長身瘦そう軀くは、夜風に触ふれて少しすくむ。


　まだちょっと、夜は寒いなぁとかライナは思う。


　いま彼がいる場所は、王おう城じようの、屋おく上じようだった。


　ローランド帝てい国こく城の、屋上。


　その屋上から星空を見上げ、


「あ～、星が綺き麗れいだなぁ～」


　とかライナはしみじみ言う。


　するとまた、


「い、いや、星とかじゃなくてね、頼たのむから俺おれのこと助けぎゃぁああああああああ!?」


　なんてうるさい絶ぜつ叫きようが上がって、ライナはそちらに目を向けた。


　するとそこには、この国の若き王が、泣きそうな顔で悲鳴をあげていた。


　気け高だかさを感じさせる銀の髪に、強い意志が込こめられた金の瞳。


　英えい雄ゆう王にしてライナの親友、シオン・アスタールが、悪あく魔まに殺されかけていた。


　シオンが叫さけぶ。


「わかった！　も、もう肩かたこり治なおったから、腕うでねじり上げるのやめてくれフェリス!?　し、死ぬ、それ以上やったら死んじゃう！」


　するとシオンの背はい後ご。


　彼の腕を、ねじり上げるというより、上半身ごともぎとりそうな勢いきおいでグイングイン引っ張ぱっていた絶ぜつ世せいの美女がひょいっと首をかしげた。


　月光にきらめく金色の長い髪に、澄すんだ青い瞳。異常なほどの美び貌ぼうに、細い体。腰こしには長ちよう剣けんという姿。


　フェリス・エリス。


　ライナの相あい棒ぼうにして、悪魔よりもたちの悪い迷めい惑わく娘むすめが嬉うれしげに言う。


「いやいや、遠えん慮りよをするなシオン。五日も徹てつ夜やで仕事をしていたんだ。相当疲つかれてるだろう？　肩だってまだこっているしな」


　その言葉にシオンは慌あわてて、


「いやいやいやいや、こってない！　もうこってないよ！　よくなったぁ！　うわぁもう肩に羽はねが生はえるようだなぁありがとうフェリスだからもう許しぎゃぁあああああ！」


「ほ～らすぐよくなりますからねぇ～！　このスーパーマッサージ師フェリス・エリス様が開発した、『肩こりなんて、内ない臓ぞうごとぶちまけろストレッチ体たい操そう』はここからですよー！」


「って内臓ってなにぃいいいうわうわうわいや無理だってそれ無理だってフェリス！　その角度は人間には絶対無……ちょ、ライナ、黙だまって見てないでフェリスにそれやばいって言ってやっきゃぁああああああああああああああああああああああああああああああ」


　と、ちょっとシャレにならない角度で上半身が折れ曲がっているシオンが頼んでくる。


　確かにもう、あれ以上はやばいかもしれない。そうじゃなくても五日徹夜で疲れきっているのだ。


　無理すれば死にかねない。


　無理しなくても死にかねない。


　だってそうじゃん？　五日徹夜とか普ふ通つう死ぬじゃん？


　なのに例によって例のごとく仕事馬ば鹿かの馬鹿シオンのせいで馬鹿みたいに五日徹夜って馬鹿なの？　ってシオンの馬鹿に聞いたら、あいつなんて言ったと思う？　あらそんな眠い？　ってさ。あは。そりゃ、眠ねみぃいいいに決まってんだろうがぁあああと叫ぶと、じゃ、夜風にあたって眠ねむ気け覚さましてから仕事再開しようかとか馬鹿にしてんのかぶっ殺すぞてめぇええええってね、僕ぼくちん思ったんだけどね、でも実際に目の前で内臓がぶわっと逝ゆきそうな角度で死にそうなシオンを見ると、さすがにこれは止めたほうがいいだろうとかね、思ったわけです。


　星が綺麗だしね。


　こんな美しい夜空に死体は似に合あわないだろうとかね。


　だからシオンを。


　親友の中の親友を救うべく、ライナは言った。


「なぁ～フェリス」


「なんだ？」


「早く殺やっちゃえ☆」


「オーケー！」


「ら、ライナてめぇえええええええええええええええええええ……ってやば、まじ死ぬ、うわだめだ……ああああもうくそ、わかった、あきらめたよ！　徹夜やめてちゃんと寝ねるから、気絶させていいよ……でもあれだぞフェリス、俺はこのまま気絶するけど、これだけは忘れんなよ？」


「うん？」


　するとシオンは無理な体勢のままにやりと笑って、なぜかこちらを見る。そして、


「……五日徹夜で肩こりがひどいのは、俺だけじゃなく、ライナも一いつ緒しよだ！」


　するとフェリスが、じろりとこちらを見つめる。


　それにライナはたじろいで、


「え、あー、いや、あれ、徹夜続きのシオンを寝かそう計画だよね？　二人で計画したよね？　俺関係ないよね？」


　するとフェリスは、安心しろとばかりにうなずいてくれて、言ってきた。


「うむ。シオンは二等分。おまえは四等分の約束だったな」


「そんな怖こわい約束してねぇええええええええええええええええええええええ!?」


　と、ライナは叫んで逃にげようとするが、フェリスはシオンを気絶させようとしながら、


「ふふふ。五日徹夜中のおまえが、私から逃げられると思うなよ」


　とか言ってくる。


「いやいや、おかしいだろ？　俺ってばあれだよ？　シオンと違ちがっておまえに気絶させてもらわなくてもいくらでも寝るよ？　五年ぐらい寝るよ？　だから俺のこと気絶させる必要は……」


　が、フェリスはそこであっさり、


「おまえをいたぶるのは趣しゆ味みだ」


「そういうのあっさり言われてもなぁ」


「おまけにおまえは気絶させないまま八時間ぐらい四等分にしてみようと思うのだ。二人っきりでネ[image: ]」


「いや、その『ネ[image: ]』の意味まったくわかんな……」


「ネ[image: ]」


「…………よし。うん。じゃあ、あれだ。そのぉ……サヨナラぁ!!」


　叫んで、ライナは屋上の手て摺すりから身を乗り出そうとした。


　背後からは逃がさーんとか悪あく魔まの雄お叫たけびが聞こえたが、無視してそのまま飛び出そうとした……


　その、瞬しゆん間かんのことだった。


「…………」


　空が光る。


　突とつ然ぜん、まるで稲いな妻ずまが放はなたれたかのように、夜空が明るくなって。


「へ？」


「ん？」


「なんだ？」


　三人は、空を見上げた。


　するとなにか、細い光のようなものが空を流れていくのが見えた。


　それにライナは目を見開いて、


「うわ、流れ星だ……」


　すると後ろでフェリスが、


「流れ星!?　というのは、あれか！　流れるまでに願ねがいごとを三回言うと願いが叶かなうという……だ、だんご！　だんごいっぱいください！　だんごいっぱいください！　だんごいっぱいください！」


　という後ろでシオンが、


「へぇ。珍めずらしいなぁ。えーと、じゃあ、平和、平和、平和っとね」


　なんて言っていて。


　それにライナは苦笑しながら、


「いやいや、普通そんなゆっくりじゃ間に合わないから」


　と流れ星を目で追うが、しかし星はまだ流れている。


　ゆっくり、ゆっくりと。


　だからライナも、


「んぁ～？　え～らく気長な流れ星だなぁ。んじゃ、俺もやろっか？　えー、なんだ、永遠に昼ひる寝ねしてられるようにしてください。永遠に昼寝してられるようにしてください。永遠に昼寝してられるように……」


　が、言葉はそこまでだった。


　そこまで言ったところで、星は消えてしまったのだ。


　残念なことにライナが願いごとを三回言い終わる前に星は流れ、消え。


　そして。


　屋上から見える景け色しきの向こう。


　平原の先に広がる山の麓ふもとの森が突とつ如じよ、とんでもない規き模ぼで爆ばく発はつした。


『んなっ』


　三人同時に叫さけんだ。


　と同時。


　目が眩くらむほどの閃せん光こう。











[image: ]








　続いて大地を揺ゆらす轟ごう音おん。


　その揺れで手[image: ]りから身を乗り出していたライナは、落ちそうになる。


「うわうわうわ」


　必死に手[image: ]りにしがみつきながら、しかし、目は爆発した森のほうから離はなさない。


　片手で手[image: ]りからぶらさがった状態で、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。


「……うえ～……じょ、冗じよう談だんだろ？　星が、落ちた……？」


　続いてフェリスがライナがぶら下がっている手[image: ]りの上に身を乗り出してきて、


「な……い、いったいなにが起きた!?」


　さらにシオンが手[image: ]りに身を乗り出し、森をにらみ据すえる。


「……まずい。森が、燃えてる」


「え、驚おどろくの、そっち？」


　ライナが聞くと、シオンはこちらを見下ろして、


「当たり前だろ！　あそこらへんには村がある」


「噓うそぉん？　直ちよく撃げき？」


「いや、直撃じゃないが……あの様子じゃ、延えん焼しようするぞ」


「まじかよ。村、どっち側？」


「西だ」


　それにライナは指を舐なめて、宙に掲かかげる。


　風向きは……


「……最悪」


　彼は顔をしかめた。


　するとシオンはすぐさま手[image: ]りを離れ、


「俺は救きゆう援えん部隊を組そ織しきしてすぐ出る。だが、それじゃ間に合わない。ライナ、先に消火に向かってくれ」


「ってそれも噓ぉん。一人で？　俺、五日寝てないのに？」


　言いながらも、ライナはぐっと体に力を入れて、手[image: ]りの上にぐるりと体を戻もどす。


　それからもう一度森のほうを見る。


　早くも東風に吹ふかれて火が大きくなり始めている。


「ああくそ」


　ライナはうめいてから、横に向かって、


「フェリス、ちょっと手伝っ……」


　が、彼女はもう跳とんでいた。


　ローランド城の屋上から、大地に向かって。それから彼女は壁かべを蹴けり、木を蹴り、華か麗れいに二回宙返りをしてひょいひょいひょーいと地面に着地。そのまま信じられない勢いきおいで走り始める。


「って普通こっからジャンプしたら死ぬから～」


　言いながらも、その、普通なら死ぬ高さを、彼も跳ぶ。


　落下しながら中空に指を躍おどらせ、光の魔ま方ほう陣じんを描えがいていく。そして、


「求めるは光陣〉〉〉・縛ばく呪じゆ」


　途と端たん、描かれた魔方陣から光の縄なわがあらわれ、ライナはそれをつかむと、


「目標の木を捕ほ縛ばく──捕縛後維い持じ」


　呟く。すると手にした光の縄が一気に伸のび、フェリスが蹴った木の枝に巻き付くと、そのままライナはその枝を支点に振ふり子このように跳んでいく。


　そして、着地。


「……うわ足、痛った……もう一か所足場作って降おりればよかった……」


　立ち上がる。地面に降りたので森はもう見えない。だが、その方角はわかった。深夜なのに、そちらのほうだけ空が明るいのだ。


　ライナはそれを見て、


「あーあー派は手でに燃えやがって、ったく、寝てないのに走るのしんどいんだぞ」


　グチグチ言いながらも、しかし、彼も全力で走り始めた。


　目め指ざす先は、まるで昼のように空を照てらす、星が落ちた森だ。





　　　　◆





　現場に到とう着ちやくしてみると、森はひどい有あり様さまだった。


　木々に火が次々移って、手が着けられない状態。熱風と竜たつ巻まきの灼しやく熱ねつ地じ獄ごく。


　その灼熱地獄に到着するなり、絶望したような真っ青さおな顔で、ライナは言った。


「…………ぜぇ、はぁ、うぁ、あう……と、遠かった……屋上で見たよりもすげぇええええ遠かった……馬調ちよう達たつしてくればよかった……」


　と息も絶たえ絶だえ言うと、汗あせ一つかかずに先に到着していたフェリスが振り返って。


「やっときたかライナ」


「やっときたよフェリス……途と中ちゆうで百二十回くらい帰りそうになったけど……」


「で、どうする？」


「さて、どうすっかねぇ？　フェリス名めい案あんある？」


「ない。これほどの火を消す方法など、私は知らん」


「だよねぇ。普ふ通つう山火事二人で対処するとか、ありえないもんねぇ。さて、どうしたもんかね」


　と腕うで組ぐみをすると、フェリスも横でふむっと思し案あん気げな顔になる。


　それから突然、フェリスがはっとなにかに気付いたような顔になって、手を挙あげた。


「あ！　あ！　先生！　私ってばすごい名案を思いついちゃいましたぁ！」


「って誰だれだよおまえ……まあいいけど……えーじゃあその名案とやらを言ってみなさいフェリス君」


　すると炎ほのおに照らされてきらきら輝かがやく彼女の瞳ひとみがこちらを向き、


「うむ。名案というのは外ほかでもない。おまえを燃やして山の神に許ゆるしを請こう、というのはどうだろうか？」


　それにライナも、あーその手があったかとばかりにぽんっと手を打って、


「……ぶっ飛ばすよ？」


「ふぁっはっは～」


「なーにがふぁっはっは～だ」


「しかし以前に、山火事を鎮しずめるために乙おと女めが人ひと柱ばしらとして捧ささげられているというのを読んだことがあるが？」


「そういう小説から仕入れた迷めい信しんを信じんなよ」


「いや、小説だけじゃなく、今後出しゆつ版ぱんされるという噂うわさの『フェリス様だんご伝』という伝記にも、こんなことが書かれる予定らしいぞ。『ライナは奇き声せいをあげながら火に飛び込み、全身火だるまになりながらも山の神様お許しくださいと必死に叫び続けて死んでいったが、当然そんなことにはなんの意味もなかった。馬ば鹿かだね』というわけで、じゃあ、いくか？」


「いくかよ！」


　ライナはうんざりした声こわ音ねで言う。


　するとフェリスが肩かたをすくめ、


「ん？　まだいかないのか？　無む駄だ話ばなしの時間は十分やったろう？　そろそろ対処法を思いつけノロマ。あまり時間はないぞ」


「あら、あのうざい会話は時間をくれてるつもりだったんだ……えー、あ～、でもそうだな。あんま時間はないな……」


　言いながら、ライナは振り向く。目を細める。そして状じよう況きようを確認する。


　村まではまだもう少しあるが、なにも手を打たなければ二時間で火は村まで到とう達たつするだろう。


　まあ、二時間もあればシオンが組織した救援部隊が村の住民は避ひ難なんさせるだろうが、しかし森をこのままにしておくわけにはいかない。


　森には動物もいるだろうし、ほっときゃ違ちがう村まで燃え広がるかもしれないし、それに避難できるといっても、村が全焼する前に火を食い止められるのならそれにこしたことはないわけで。


「んじゃ、どうすっかねぇ」


　と、もう一度周囲を見回す。


　それからライナは十歩ほど下がって、


「ふぇりーす」


「ん？」


「俺が立ってるとこから、ぐるーっと円を描くように木を斬きっていける？」


「え？　ついに火に飛び込んで人柱になろうと思うんだけど、勇気がないから手伝ってくれって？」


「もぉ、そろそろ真ま面じ目めに俺の話聞いてよ」


「えー？　でも木を斬るって一番正せい攻こう法ほうじゃないですかー？　馬鹿でも思いつくじゃないですかー？　先生馬鹿なんですかー？」


「こ、こいつ……」


　しかしフェリスは言いながらも、腰こしの剣けんを抜ぬく。そして一歩踏ふみ込むと、ライナの背はい後がのかなり太い大たい木ぼくに向かって剣を放つ。


　すると大木は、あきらかにフェリスの剣の長さより直径が太いのに、あっさり斬り裂さかれ倒たおれていって。


「……木を斬るのは、問題ない」


　それにライナはあきれ顔で言った。


「すげぇなおまえ」


　が、フェリスは真顔でライナを見つめ、


「いや、すごいのはおまえだライナ。全身火だるまになりながら俺は女の子を襲おそうのが大好きですと叫び続け……」


「はいはいは～いとね」


　ライナはとりあえず軽く流した。


　するとそれにフェリスはにこやかに微笑ほほえんでから、言った。


「あとで殺すね[image: ]」


「……………………あう？　えー、あー、うーんと、まあ、そ、それはおいといてさ、そろそろあんま時間ないからさくっとやってくれると嬉うれしいんだけどなぁ」


　すると彼女は大きくうなずき、


「燃え広がってない木を斬り倒して、延えん焼しようを防げばいいんだな？」


「そう」


「ではいってくる」


　と、フェリスは剣を振り上げ、そして一直線にこっちへ、


「ってやると思ったぁ！」


　ライナはとっさによける。


　するとフェリスは嬉しそうに、


「ごめ～ん[image: ]　木と間ま違ちがえちゃった～ん[image: ]」


　とか言いながら、走り去っていった。


　そしてライナの指し示じどおり、すさまじい勢いで次々木が斬り倒され始める。


　その光景を眺ながめながら彼は、


「……あ、あいつ、いつか殺…………したいけど逆に殺されそうだからそっとしておこう……」


　はふっと深いため息をついた。


　それからもう一度、燃えている木々を見上げる。


　もう、これでもかという勢いで燃えさかっている。空気も乾かん燥そうしているし、一いつ向こうに火の手は衰おとろえる様子がない。


「あ～めんどくせぇなぁもう」


　言いながら、彼は再び指を空間に躍おどらせた。凄すさまじい勢いで光の魔ま方ほう陣じんを描えがき、


「求めるは水すい雲うん〉〉〉・崩雨みすみ！」


　刹せつ那な、ライナが編あみ上げた魔方陣の中央に、圧あつ縮しゆくされた液体が集まり、それが弾はじけ、激流となって森の木々にざばっとかかる。


　かかるが、水の量がとても足りない。


「ま、そうだよね……」


　ライナは一人うなずく。


　当然だろう。『崩雨みすみ』は対人用の魔ま法ほうで、最大出力でも壁かべをぶち破ることができる、くらいの量の水しか生み出せないのだ。山火事を消火できるほどの水を生み出せるわけない。じゃ、どうするか。


　一応大だい火か災さいを食い止めるための消火用の巨きよ大だい魔法がローランドにもあるはずなのだが、それは術じゆつ師し一人で発動するような代しろ物ものじゃないのでライナは覚おぼえていなかった。


　まあ、シオンが組そ織しきした救きゆう援えん部隊がくれば勝手にやってくれるからそれを待ってもいいのだが、火の手が思ったより強くて、到とう着ちやく前に村が燃えかねない。


「んじゃ、俺がやんなきゃいけないわけだろ？　ああもう、じゃああれか？　いま大だい規き模ぼう魔法をてきとーに俺がここで開発して、森中駆かけ回って魔方陣を描けと、そういうことか？　うえーすげぇえええええめんどい。それどうなの？　途と中ちゆうで俺倒れんじゃねぇの？」


　言いながらも、彼は思考を巡めぐらせ始める。どういった魔法で火を消すかを考える。大量の水を生み出すか、それとも酸さん素その供きよう給きゆうを止めるか……


　後者のほうが魔方陣の構成は簡単にできそうだが、それだと動物が死ぬかなぁ、じゃあ水かなぁ、えー、まあ、水が噴ふき出す感じだとして、


「じゃあ、こんな感じか？」


　そこそこに魔方陣の構造が頭の中で組み上がってから、ライナは指を掲かかげ、光の帯おびを引きながら走り始めた。


　魔方陣が完成すれば、まあ、完全鎮ちん火かとはいわないまでも、かなり被ひ害がいは少なくすむはずだった。あとはシオンたちの到着を待てばいい。


　それで仕事は終わり。


　でもってフェリスに弄もてあそばれないようにダッシュで帰ってベッドにバタン。


　これだ！　とか思いながら、彼は煙けむりをなるべく吸すわないよう、息を絞しぼってだらだら走る。


　ゆったりと、しかし正確に、巨大な魔方陣が描かれていく。


　そしてあとは今回の火災の元げん凶きよう、星が落ちたあたりに魔方陣を描きこめば完成。


　星が落ちたせいで地面がえぐれ、巨大な穴になっている場所をライナは下っていく。


「うおーすげぇ穴。これ村に落ちてたら、村壊かい滅めつだったな。今回、運よかったかも」


　言いながら、魔方陣をぐいぐい描き込んでいく。


　さあもう終わりだ。


　爆ばく発はつの中心。


　隕いん石せきの上に魔方陣を描き終われば大量の水が噴き出して火は消える、はずだったのだが……


　その中央を見て、


「んぁ？」


　ライナは、動きを止めた。


「なんだ、ありゃ……」


　爆発の中心部を見下ろし、彼はそう呟つぶやく。


　隕石が落ちているはずの、その中心には、しかし、隕石らしいものはなくて。


　じゃあ、なにがあるのかというと、


「…………………………ハサミ……か？」


　ライナは、小さく呟いた。


　そう。


　そこにあったのは、地面に深々と突つき刺ささった、小さなハサミだった。


　それにライナは、


「…………え、流れ星は？」


　言いながら、空を見上げる。それからもう一度、地面に深々と突き刺さっているハサミを見る。


　隕石は、見あたらない。


　地面に埋うまってしまって見えないとか、そういう様子でもない。ただそこには、一本のハサミがあるだけで。


「……ほぇ？　いや、俺、屋おく上じようから流れ星が落ちてくんの、見たぞ？　それがなぜハサ……」


　が、言葉はそこで止まる。


　その、地面に突き刺さっているハサミが、誰だれも触さわっていないのにガシャっと音を立てて開き、そして宙に、


「う、浮ういた!?」


　ライナは思わずそう叫さけんだ。


「な、なんだよこれ？　あれ、もしかしてこれ、勇者の遺い物ぶつかなんかじゃ……え、でもなんで空から降ふってくんの？　そういう遺物なのか？」


　とそこで、宙に浮いたハサミの刃はが、ゆっくりとこちらを向く。


「ああん？　今度はなん……」


　ぴたりと、ハサミがこちらを向いた、刹那。


　ハサミが信じられない勢いきおいでこちらに飛んでき……


　やば。


　避よけられ……


「ぐぁっ」


　とっさにライナは顔をそむける。


　しかし間に合わない。


　ハサミは頰ほおを深く、ざっくりえぐって後ろに抜ける。彼はそのまま地面に尻しり餅もちをついて、倒れる。


　背はい後ごでは尋じん常じようじゃない速さで飛んでいくハサミが巨大な大木を四本、まるでゼリーかなにかを切り裂くかのように簡単に切り裂いて宙へ舞まい上がっていく。木が、四本ばたばたと倒れる。


　それを見てライナは、


「…………」


　死んでた。


　そう思った。


　いまのは、完全に死んでいた。


　反ほん応のうできたのが奇き跡せきだった。それだけ異常な速さだった。もし心臓を狙ねらわれていたら避けきれなかった。たまたま顔を狙われて、たまたま反応できて、たまたま顔をそむける方向に恵めぐまれた。


　もし逆側に顔をそむけていたら、目を。


　目をえぐられていた……


「……や、やっべぇなこりゃ」


　ライナは、すぐさま立ち上がった。そして次の攻こう撃げきに備そなえる。
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　あれがいったいなんなのかまるでわからないが、とりあえず全身に力を込めていく。


　はっきり言って、次の攻撃をよけられる自信はなかった。いまの彼の身体能力では、あの速さについていくことはできない。魔法で身体能力を上げれば別だが、


「あのハサミさんが、魔法を使う余よ裕ゆうをくれるかね……？」


　ライナは言って、薄うすく笑った。


　そして燃え続けている森の、遥はるか上空で止まっている奇き妙みようなハサミを見上げる。


　ハサミの刃はこちらを向いていない。しかし、別にその刃に目がついてるわけではないから、こちらを見ていないということにはならないが……


「……見てる？　それとも見てない？　魔法使って、大だい丈じよう夫ぶかね？　使うよ？　使っちゃうぞ？　いいかな？」


　と、ライナはそっと手を動かそうとしたところで、ハサミがぴくっと動く。


「んぁ!?」


　それに彼は動きを止める。


　しかし、ハサミは襲おそってこない。


「ってなんだよ！　驚おどろかすなよ！　こっちは徹てつ夜やで疲つかれてんだからあんまいじめんなって！」


　なんて叫ぶ。


　緊きん張ちようで、全身からどっと汗あせがでる。心臓が爆発しそうなほど鼓こ動どうしている。それを深呼吸で押さえ込もうとする。


「ったく、ハサミに襲われて殺されそうとか、シャレにもなんねぇぞ」


　ライナはうめくように言いながら、次の展開を考える。いまの状じよう況きようがどうで、あのハサミがいったいなんで、どうしてこんなことになってしまったのかはまるでわからなかったが、とにかく、身体能力を上げる魔法は使う必要があるのだ。じゃなきゃ、まるで勝ち目がない。それほどあのハサミの速さは異常だった。


　だが、魔法を使う一いつ瞬しゆんの隙すきをハサミに襲われたら、死ぬ。


「……賭かけだなぁ……せめてフェリスがいてくれりゃ……」


　とそこで。


「ん？　私がいれば、なんだ？」


　なんて声が背後からして。


「うわ、うわ、フェリス、いま俺の後ろにいんの？」


「いるぞ。木はあらかた斬きり倒たおし終わったからな。あとは気配を消して、こっそりおまえの首を飛ばして山の神に捧ささげる準備をしていたところだ」


　なんてうざい言葉に、ライナはしかし、


「最高！　おまえ最高！　今日はおまえが女め神がみに思えるよ」


「ふむ？　いつも私は女神だが、いったいおまえはなにを……」


　とそこで彼女は言葉を止め、


「おい！　なんだ。おまえ、なぜ怪け我がをしている！」


　なんて心配そうな声で言ったのと同時。


　ヤツが動いた。


　それも今度はこちらじゃない。開いたハサミの刃の方向は、フェリスのほうで。


　ライナは叫ぶ。


「くるぞフェリス。空だ！　だんごの敵てきが襲ってくる！」


「なにっ、だんごの敵だと!?」


　直後。


　もう、見えないほどの速さで急降下してきたハサミがライナの横をすり抜ぬける。


　しかしライナはそれを目で追わない。なぜなら彼女を信じているから。


　きっとフェリスなら、一発くらいならハサミを防いでくれるはず……


　とそこで、ギィンという、金属と金属がぶつかり合うような甲かん高だかい音が響ひびく。


　おそらくフェリスが、ハサミと剣けんで斬りあったのだ。


「よし！」


　ライナは言いながらも、やはり振ふり返らない。ただ目の前の空間に書き込んでいく、光の文字にだけ神経を集中させる。通常では考えられないほどの速さで、彼はローランドではない、他国から奪うばった魔ま法ほうを展開していく。かつてエスタブール王国の魔法騎き士し団から奪いとった、魔法。そして彼は言った。


「我われ・契けい約やく文ぶんを捧げ・大地に眠ねむる悪意の精せい獣じゆうを宿す」


　瞬しゆん間かん、ライナの全身がきらめく。脳のうのリミッターが外はずれ、全身の身体能力が飛ひ躍やく的に向こう上じようする。そのまま彼はフェリスを助けるために振り返ろうとするが、


「振り返るな！」


　フェリスが、叫んだ。


　続いてギィン、ギィン、ギィンと三度、金属と金属が斬り結むすぶ音がしてから、ぶつかるようにフェリスの背中がライナの背中に当たった。


　そこですぐ後ろにきたフェリスを見て、


「あら、俺のこと守ってくれたの？」


　するとフェリスはいつもの冷たい声こわ音ねで、


「まったく。おまえは魔法を使うのが遅おそすぎる」


「え～これでも全力だったんだけどね」


「あやうく死ぬところだ」


「あ、フェリスでもやばい？」


「うむ」


「で、ハサミは？」


「空だ」


　その言葉に、ライナは空を見上げる。


　するとハサミは再び空中に舞い上がっていて、こちらの様子をうかがうように停止している。


　それを確認してから、ライナはフェリスに並ぶ。


「あれ、やばいよなぁ」


　するとフェリスは怪け訝げんな顔でハサミを見上げたまま、


「いったい、なんなんだあれは？」


　ライナは肩かたをすくめる。


「さぁ？　なんか、この山火事起こしたの、あれみたいだけどね。流れ星じゃなくて、あれが落ちてきたみたいよ？」


「ハサミが？」


「ハサミが」


「で、なんで襲ってくる」


「知らねーよ。散さん髪ぱつでもしてくれんじゃねーの？」


「ふむ。おまえの足りない脳みそごとか？」


「そうそう。おまえの性しよう悪わるな性格ごとね」


「ふふふ」


「へへへ」


　と、二人で妙みように噓うそっぽい笑い声をあげてから、フェリスが言った。


「……まるで笑えないな」


「……うん」


　というか、笑う余裕なんて、なかった。


　それほどあのハサミは、やばかった。


　なんせ襲ってくるときに殺気がないからまるで反応できない。小さいから目で追うにも一苦労。そしてその動きは、加速したライナよりも、化ばけ物ものみたいに素す早ばやいフェリスよりも、速い。それでも、


「……二人ならなんとかなるかな？」


　ライナが言うと、フェリスはうなずき、


「うむ。例の技わざならいけると思う」


「んぁ？　例の技？」


「うむ。長年連つれ添そった二人の愛情アタックだ。あれならいける」


　なんてことを言ってきて、ライナはフェリスのほうをちらっと見る。


「……へ？　そんなのあったっけ？　というか二人の間に愛情ってあったっけ？」


　するとフェリスは急に悲しげな、泣きそうな顔になり、


「わ、忘れたの!?　あんなに愛し合った二人の熱いあの夜の出来事は、すべて噓だったっていうの!?」


「この状況でそれやれる余裕が、うらやましいなぁ……んで、どの夜の話？」


「うむ。たとえば私の愛溢あふれるキックで、おまえを敵兵三十人の中に突とつ入にゆうさせたあの夜のこととかな」


　と言われて、でも敵兵三十人の中に一人で無理矢理突入させられた記き憶おくが覚おぼえてるだけで二十回ほどあるのにげんなりしながら、


「……うあ～嫌いやなこと思い出してきた～。あの夜やあの夜やあの夜のことね……」


「うむ。二人の熱い夜のことを、思い出してくれたか」


「いや確かに熱いけどさぁ……あと痛いとかね……ってじゃああれもか、あきらかに爆ばく発はつ物ぶつな箱はこを解かい除じよしてこいとかいっておまえが背中を蹴けってくれたのも」


「愛だな」


「あれ、愛って名前だったんだ……知らなかった」


「おまえは無知だからな」


「知らないの俺だけ？　うわ、真実は、怖こわいなぁ……で、今日もじゃあその愛でいくの？」


「愛は勝かぁつ！」


「……………………えー、うん。いやね、言葉の響きだけは、すごく素す晴ばらしいけどね……んで、つまりは俺が囮おとり？」


「そう。おまえを生いけ贄にえに捧げて、おまえの首ごとあのハサミを首ちょんぱだ」


　その言葉に、ライナはあのハサミが首ちょんぱされるのを想像して、でも、どこが首よとか独ひとりで突つっ込こんでから、


「なぁフェリス」


「ん？」


「あのハサミ、破は壊かいできそうかね？」


「できなきゃ死ぬな。おまえはどうだ？　魔法が効ききそうか？　もしいけそうなら、囮は私がやるが」


　その言葉に、ライナは考える。とりあえず魔法が効くとか効かないとかそういうことの前に、あれ、生きものなのか？　とか、そんな疑問が頭に浮うかぶ。たとえばあのハサミがただの無機物で、どこかに操あやつってる奴やつがいたりすれば、分解したところで破は片へんが襲いかかってくる可能性もあるし、もし生きものだったとしても、たとえば金属の生きものの弱点って、なんだよ？　錆さびとか腐ふ食しよくとか？


　いやそれに、あれ、ただの金属でもないだろう。空から降ふってきてあれだけの爆発を起こしてもびくともしてない金属が、ただの鉄とか、そんなものだとは思えないし。


　基本的に魔法戦というのは、相手の弱点を理り詰づめで攻せめていくものなのだが……


　火か、稲いな妻ずまか、水か、酸か？　なにが効くのかわからなければ、魔法にはあまり意味がないのだ。なのに今回の場合はなにと戦っているのかさえ、まるでわからない。


　空飛ぶ謎なぞのハサミ。


　その、弱点は？


　一番効果のある、魔法は？


　そんなことを考えてから、ライナは言った。


「あ～、やっぱ俺が囮やるわ」


　もしフェリスが囮をやって、ハサミに隙すきができても、ライナがハサミにとどめを刺させなければ意味がないのだ。そうなれば、囮のフェリスの命が危ない。だから、


「囮、俺がやる」


　ライナはそう言った。するとフェリスが、


「……ふむ。私も、自信はないぞ？」


　だがそれに、彼はあっさり、


「別にいいよ。俺、おまえのこと信じてるし」


　本気で、そう思っていた。


　フェリスがあのハサミを破壊できないのなら、きっと誰だれがやってもだめだろう。


　なら、別にいい。そう思った。


「でもだめだったらフェリス、俺がなんとか引きつけとくから、速そつ攻こう逃にげろよ？」


　するとそこで、フェリスがこちらを向かないまま、


「私はおまえの命令は受けない」


「……え～、逃げてくんないと俺が囮になる意味が……」


「嫌だ」


「いやだからそれじゃ俺が囮になる意味が……」


　が、そこでフェリスが逆に、


「なら私が囮なら、おまえは逃げるか？」


　なんてことを言ってきて、


「……あ～、え～と、その……」


　彼は、口ごもってしまった。


　するとそんなライナのほうを向いて、フェリスはぎこちない笑みを浮かべる。


「簡単なことだ。二人で生き残ればいい」


「……いや、そりゃそうだけど……」


「そしておまえはあとで私がいたぶり殺す」


「なんでそうなるかなぁ……まあ、でも、んじゃおまえのお楽しみをなくさないためにも……」


　とそこで、ライナは空のハサミを見上げる。


　そして死なないで、この場を切り抜ぬける方法を考える。


　ハサミは相変わらずふらふらしていた。刃ははまだ、こちらを向いてない。そして次にこちらを向いたときが、勝負だった。ライナが囮になって引きつけ、フェリスがハサミを破壊する。


　こちらからは決して動いてはいけない。動けばフェリスとの連れん携けいが乱れる。あくまで向こうが襲おそってきて、それをライナが引きつけて、フェリスがとどめを刺す。


　そう。


　次に刃がこちらに向いたときが勝負……


　の、はずだった。


「…………」


　しかしハサミはなぜか、なかなかこちらを向かない。


　刃が向いてるのは、西のほう。


　西。


　西だ。


「…………西？」


　とそこで、ライナは、


「やばい！」


　叫さけんだ。


　西には、村があるはずで。そこには救きゆう援えん部隊がシオンの先せん導どうのもときているはずで。


　ハサミが、動こうとする。


　それもやはり、こちらではなく、西の村のほうへ向けて。


「やばいフェリス、あいつ、シオンのほうを……くそ」


　とっさにライナは動いていた。


「待てライナ！　動くな！」


　フェリスが叫ぶが、ライナはその場を飛び出し、魔ま方ほう陣じんを描えがく。


　背後でフェリスがくっとうめく。


　だが、いま動かなければ取り返しのつかないことになるのだ。


　ライナは高速で魔方陣を完成させる。彼が最もつとも得意とする魔ま法ほう。そして完成。彼は呪じゆ文もんを唱となえる。


「求めるは雷らい鳴めい〉〉〉・稲光いづち」


　瞬しゆん間かん、彼が描いた魔方陣の中央から雷らい光こうが生まれ、弾はじける。


　そして西へと飛ぼうとしていたハサミへ向かって、最大出力の稲妻が放はなたれ、あたる。


「よし！」


　これで破壊できれば……


　しかしそれに、ハサミはその刃を開き、そして、あっさり『稲光いづち』を切り裂さく。


　雷らい撃げきは、まるで効いていないようだった。


　最悪のパターン。


　ハサミは帯電したままその刃を、ライナのほうへと向けて。


「作戦中止だ！　逃げろフェリスっ!?」


　ライナは叫んだ。


　それと同時。


　ハサミがこちらへ一直線に向かってくる。


　今度の狙ねらいは、顔じゃない。


　心臓だ。


　それに反はん応のうできない。


　魔法で身体能力を底上げしたのに、体じゃなく、反応が間に合わない。


　殺やられた。


　そう思った。


　びっくりするほどあっけなく、それは訪おとずれた。


　死ぬ。


　死ぬのだ。


　いま、ここで、ハサミに貫つらぬかれ……


「…………」


　が、そこで。


　目の前になにかが割わり込んできた。


　金きん髪ぱつの、悪あく魔まが。いつもいつも迷めい惑わくなことを言ってライナを困こまらせる迷惑女が割り込んできて。


　ライナは叫ぼうとした。


　ふざけるなと、なにしてるんだと叫ぼうとした。だが声がでない。まるで間に合わない。


　フェリスが、突とつ進しんしてくるハサミの前に飛び出してきて。


　剣けんでハサミを斬きる。だが、少しずれている。ハサミは彼女の剣をすりぬけて……


「…………」


　そしてライナは、信じられない光景を見た。


　ハサミが。


　ハサミがフェリスの胸の中央を、簡単に貫いてしまって。


「え……」


　と、ライナはそれだけを言った。


　するとそれに、胸を貫かれたはずのフェリスが、こちらを向く。痛みに顔を歪ゆがめながら、彼女は、


「逃げ……」


　そこで血を吐はく。彼女は地面に膝ひざをつく。


「そ、そんな……」


　それにライナは慌あわてて彼女に駆かけ寄よって、抱だきとめる。


「お、おいフェリス！」


　ライナは叫ぶが、彼女は答えない。驚おどろくほどの早さで彼女はどんどん力を失っていって。胸の傷は、あきらかに致ち命めい傷しようで。


「う、噓うそだ……」


　それをライナは必死に押さえる。その血を止めようと、彼女の胸を手で押さえる。そんなことでこの出血が止まるわけないのに、彼は必死に彼女の胸を押さえる。


　なのに彼女は、こちらを見上げて、


「……馬ま、鹿かライ……早……逃げ……」


「しゃ、喋しやべるな！　ああう、ちょ、待ってろ、な、なんとか、いまなんとかするから！」


　ハサミが宙を一周してくる。


　だがそんなことはどうでもいい。血を、血を早く止めないと。


「う、噓だ……噓だ、なんでこんなことに、ど、どうしたら、どうしたらいいんだ」


　するとそれに、黙だまれと言ってるのにフェリスが言ってくる。


「……ライ……ライナ、聞け……早く逃げ」


「うるさい！　待ってろ。いま助け……」


「頼たのむ……から。早く、逃……」


　フェリスは泣きそうな、苦しそうな顔でそう言って。


　彼女の体から、どんどん、どんどん体温が失われていって。


　でも、そんなはずない。そんな馬鹿な。


「どうしたら、ああ、なんだよ。なんでこんなことに……うあ、くそ、なんで……」


　しかしそのライナの頭に、手がぽんっとあたる。もう、体を動かせるような状態じゃないのに、フェリスがライナの頭に触ふれてきて、


「頼むから、ライ……」


　しかし、そこまで。手がずるりと地面に落ちて。彼女が、目を閉じて。


「ま、待て。待てフェリス。ちょ、う、噓だ……そんな噓だ……」


　彼女は、動かない。


　それにライナの体が震ふるえた。


「噓だ……」


　ハサミはぐるぐると空を回り、獲え物ものを物ぶつ色しよくするように刃をいろいろな方向へ向ける。


「噓だ……」


　でも、そんなことは気にならない。


　だって、フェリスが動かないのだ。


　そんなはずないのに。そんなことが、あっていいはず……


「あ……」


　と、ライナは小さく呟つぶやいた。


　急に、頭の中が真っ白になっていく。


　なにも考えられない。


　なにもかもがどうでもよくなって。


「ああ……」


　景け色しきが消えていく。


　歪んで。


　涙なみだで歪んで。


　そして。


「あ、ああ、ああ、あああああ、あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」


　ライナは、狂くるったように叫ぼうとした、その瞬間。


　ハサミが飛んでくる。当然彼は反応できない。ハサミは一直線に彼の首を薙ないで。


　そして。


　ライナの首は飛んだ。


「あ……」


　と、言えたのはそれだけ。そしてごろごろ世界が転ころがって、ライナは……死んだ。





　はずなのだが。





「………………あ、あれぇ、なんで俺、死んでないの？」


　続いて死んだはずのフェリスが突とつ然ぜん目をぱちっと開き、首を動かしてこちらを見て、


「う、うお!?　ライナ、お、おまえなんで生なま首くびになってるのに喋ってるのだ!?」


「え、え、俺生首なの!?　噓!?　ってか、おまえこそなんで心臓貫かれて生きてんの？」


「ぬ？　私は、心臓を貫かれたのか？」


「うん」


「で、なんで生きてる？」


「わかんない」


　とそこで、ハサミがぎゅいーんと音を立てて、空を動き回る。それをライナは見上げようとして、しかし、首がないので見上げられない。ただ、目だけで空を見上げて……


「い、いったい、ここでなにが起こってるんだ？」


　生首のまま、彼はそう呟いた。
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「おかしい」


　シオンは呟つぶやいた。


　赤々と燃える空を見上げ、目を細める。


「なぜ火が消えない……」


　突とつ如じよ空から星が降ふり、それが山の麓ふもとの森に落ちて山火事が起きてから二時間。


　シオンが組そ織しきした救きゆう援えん部隊は、早くも森の西に位置する村の住民の避ひ難なんを終えようとしていた。


　あとは消火のための魔ま方ほう陣じんを組んで、火を消すだけですべてが終わる。


　なんの問題もないはずだった。


　しかし。


「いったいどういうことだ」


　シオンは燃え続けている森をにらむように見つめながら、そう言った。


　するとそこで、シオンが組織した部隊のリーダーが駆かけ寄ってくる。部下は彼の前にくるなり、ひざまずく。


「陛へい下か」


「うん」


「住民の避難を終えました」


「そうか」


「いまから森を切り開き、延えん焼しようを食い止めてから、消火作業へ移りたいと思います」


　だがそれに、シオンは部下のほうを見ないまま言った。


「いや、延焼はもう止まっている」


「え？」


「見ろ。風はこちらへ向けて吹ふいてきているのに、火は広がってない。延焼はすでに食い止められている」


「……え、でも、いったい誰だれが？」


　その問いに、しかしシオンは答えない。


　いったい誰が？


　そんなのは決まっている。


　先に森へ向かわせた、ライナと、フェリスだ。


　山火事が起きて、シオンがここに到とう着ちやくするまでの二時間。


　二時間もあれば、あの二人ならこの程度の山火事を鎮ちん火かすることなどたやすいだろう。だからこそ少しでも被ひ害がいがでないよう、二人を先にいかせたのだ。


　そしてすでに延焼は止まっている。村にはまるで被害が出ていない。


　ライナとフェリスは森に到着して、すでに対処したのだ。


「だが……」


　シオンは燃えさかる森をにらむ。


　それじゃまるで足りなかった。


　延焼を止めるのは簡単だ。火が燃え移る前に周まわりの木々を切り倒たおしてしまえばいい。


　剣けんの一族のフェリスなら、それはたやすいはずだ。到着して、ものの十五分もあればできることだろう。


　そして残りの時間は鎮火にあてればいい。


　だが、いまの森の様子はどうだ。


　まるで火の勢いきおいが衰おとろえていない。むしろ城しろから確認したときよりも、さらにひどくなっている。


　これはいったい、どういうことだ？


　考えられるのは、延焼を食い止めたあとライナたちが消火作業をまるでせずにサボっていたのか……


　もしくはなにか、想定外の出来事が起きたのか？


「…………」


　シオンは森を見つめる。その先でなにが起きているのか推測する。そしてありとあらゆる予想を立てる。


　それは部隊を危険な目に遭あわせないため。


　それは国民を危険な目に遭わせないため。


　それは仲間を守るため。


　だから彼は英えい雄ゆう王と呼よばれる。最もつとも少ない犠ぎ牲せいのもと、最も正しい道を歩むから。


　シオンはじっと森を見つめる。


　森はひどく燃えている。


　熱ねつ風ぷうと、竜たつ巻まきの灼しやく熱ねつ地じ獄ごくだ。風が強いのと、空気が乾かん燥そうしているのとで、その勢いは増すばかりだった。


　これではいくら木々を切り開いて延焼を止めたといっても、いつ風に吹かれて火が飛び移るかわからない。


　おまけにいまは風が西に向けて吹いているが、東の方にも村はある。風向きが変われば、そちらの避難もさせなければならなくなるだろう。


　つまりいまの状じよう況きようは、延焼を食い止めるだけではなく、一いつ刻こくも早く火を消し止める必要があった。


　そうでなければ、人命に危険が及およぶ。


　そしてそういうときに、あのお人好よしで優やさしいライナ・寝ねボー助すけ君は、めんどくさいめんどくさいと言いながらも、決してサボったりはしないということを、シオンは知っていた。


　ライナはそういう奴やつだ。


　なら、結論は一つだろう。


　シオンは少し顔をしかめ、それから部下のほうを振ふり返った。


「いまの部隊の状況を教えろ」


「はっ。現在、消火用の大だい規き模ぼ魔方陣の準備を……」


　が、それを遮さえぎってシオンは言う。


「すぐにやめさせろ。そして部隊を一か所に集めるんだ」


　するとそれに部下が顔を上げてこちらを見る。


「え、部隊を、ですか？」


「ああ。ちょっと、まずい雰ふん囲い気きなんでな」


「まずい雰囲気？」


　シオンはうなずく。


「森で……」


　そして彼はもう一度燃え続ける森を見つめて、言った。


「森でなにかが起きてる。それも恐おそらく……」


　よくないなにか……


　だが、それはなんだ？


　星が降って、森が燃えた。


　それ以上のよくないなにかっていうのは、いったいなんだ？


　自分にそう問いかけて、シオンは思考を巡めぐらせる。


「…………」


　いや、それとも。


　落ちてきたのは星じゃないのか？


「とにかく、いまは部隊を分散するな。それから精せい鋭えいを数人選べ。そいつらを連れて、私は森に入る」


「なっ、そ、それはいけません！　陛下の身になにかあっては……」


　が、シオンは遮って、言った。


「黙だまれ。これは命令だ。森の中に仲間がいる。この状況で放置はできない」


　そう。もしこの燃え続けている森の中に、なんらかの事情でライナたちが取り残されているというのなら、時間はもう、まるで残ってなかった。


　燃え続ける森。火に焼かれるか、煙けむりに巻まかれるか、どちらにせよもう、遅おそすぎるぐらいだ。


　まさかあの二人に限ってこの程度の山火事で死んでいるなんてことはないと思うが……


　状況はかなり悪い。


「早くしろ」


　シオンは命じる。


　しかしそれでも部下は不服そうな顔でこちらを見る。


　それにシオンは苦笑してから、


「大だい丈じよう夫ぶだ。深入りはしない。それに今回連れてきてる部隊の中で、一番腕うでが立つのは、俺おれだろう？　なら、俺がいるところが一番安全なはずだ」


「いや、でもそれは……」


「おまえが言うことを聞かないのなら、俺は一人で……」


「わ、わかりました、わかりましたから待ってください!!　いますぐ、突とつ入にゆう部隊を組織してきますから！」


「じゃ、任まかせた」


「……はい」


　やはり不服そうなまま言って、部下は村のほうへ駆かけ出す。


　それを見送って、シオンは肩かたをすくめた。


「……この状況の森に一人でいく、か。自分で言ったことながら、とんだ王様だな……」


　しかし実際、いま、ここにいる者たちの中ではシオンが一番安全な場所にいるはずだった。それは部隊の面々の中で彼が一番腕が立つとか、そういうことではない。


　そういうことではなく、ここが、ローランド帝てい国こく領内だから、という理由でだ。


　ローランド帝国国王は、帝国領内にいる限り決して傷つくことはない。


　姿の見えない化ばけ物ものに。


　剣の一族の当主──ルシル・エリスという化物に守られているから。


　だからシオンになにか危害が加わるということはないだろうが、しかし、部下は別だ。


　ここでまずいことがなにか起きているのなら、部下の命は危険にさらされる。


「ったく、こんなことなら、クラウを連れてくればよかったなぁもう」


　なんてことを言って、シオンは舌した打うちした。


　戦場での判断ならきっともう、前線を離はなれたシオンなどよりクラウのほうが何倍も上だ。もちろん戦せん闘とう能力は比くらべものにならない。


　ただの山火事の処理だとあなどって、息いき抜ぬきにライナたちをからかおうとここまできてしまったが、


「こりゃ、俺の手には余あま……」


　だが、言葉はそこまでだった。


　なぜなら森の奥から、聞き覚おぼえのある声が響ひびいてきたから。





『ああああ』





　それはライナの声。


　それにシオンは一いつ瞬しゆんだけほっとする。生きてたかと、安あん堵どの息を漏もらす。


　しかし。





『あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ』





　すぐさま顔色を変えた。


　響くライナの声。


　ライナの、悲鳴。


　しかしこれは、よくない声だ。


　三年前に一度だけ見た、ライナの姿。


『複写眼アルフア・ステイグマ』が暴走するときにライナが上げた悲鳴と同じ……


　とそこで、


「くそが」


　シオンは、部隊の到着を待たずに、燃えさかる森へ向かって走り始めていた。





　　　　◆





　駆け出してから、どれくらい進んだろうか。


　森は、本当にひどい有あり様さまだった。


　煙けむりが立ちこめ、空気が熱あつい。なるべくその煙を吸すわないよう口を手で押さえながら走る。


「ライナ、いるか！」


　シオンは叫さけぶ。


「…………」


　しかし返事はない。


「フェリス！」


「…………」


「くそ、どこにいるんだ！」


　だがやはり、返事はなかった。


　方角は合ってるはずなのだが、彼らの気配は感じられない。


「……まずいな」


　シオンはうめくように言った。


　いま、この森で、なにが起こっているのかはまるでわからないが、とにかくまずい雰囲気なのは間ま違ちがいなかった。


　さっきのライナの声は、間違いなく『複写眼』保持者が暴走する直前の声だった。


　だが、ライナは簡単に『複写眼』を暴走させたりはしない。彼が『複写眼』を暴走させるときは、なにか、大きく感情が高ぶったときだけだ。


　たとえば愛している者の死、とか。


　三年前。


　シオンがライナの暴走を見たときは、ライナの目の前で仲間のキファが拷ごう問もんされて殺されようとしていた。


　なら、今回はなにが起きた？


　たとえば、フェリスが……


「……馬ば鹿かな」


　しかしその考えを、すぐにシオンは首を振って打ち消す。


　そんなこと、ありえない。彼女は剣の一族なのだ。あの化物ルシル・エリスの妹なのだ。


　彼女がこの程度の山火事で、死ぬなんてことは考えられな……


「…………」


　しかしそこで、シオンの思考は、止まった。草木をかき分け、木々を抜ぬけた先に見えた光景に、なにも考えられなくなってしまう。


　ただ、彼が吐はき出せた声は、


「……なっ……」


　という驚おどろきの声だけ。


　その声も、震ふるえている。あまりの衝しよう撃げきに、声が震えている。


　最初に見えたのは剣だった。フェリスの剣。地面に突つき立った彼女の剣。そしてその横に倒たおれているフェリスの姿。彼女の胸は真まっ赤かに染まっている。


　血で。


　胸に開いた……心臓の部分に開いた拳こぶしほどの穴から流れ出た血で真っ赤に染まっている。


　遠くからでもわかる。


　あれは即そく死しだ。


　だがそれだけじゃない。フェリスの死体の横には、ライナの体も横たわっている。シオンが彼に与あたえた魔ま法ほう騎き士しのみが着ることを許されている戦闘服を纏まとった体が……


　ライナの体が……頭を失って無む惨ざんに倒れている。


　そしてその体から少し離れたところに、彼の頭は転ころがっていて。


「……そんな……」


　シオンは震える。


「そんな、そんな、そんな」


　ありえない。こんなことありえない。なぜこんな。あの二人が死ぬなんて、そんなことがあるはず……


「いったい、いったいなにが起きたんだ!?」


　震えるような、悲鳴のような声が自分の口から上がる。


　吐きそうになる。顔が歪ゆがみ、涙なみだがこぼれそうになる。ライナたちのほうへと、全力で駆け出しそうになる。


　だがそれを、なんとか我が慢まんする。ライナとフェリスは、あきらかに何者かに殺されている。その何者かは、この森にいるはずで。もしかしたらまだライナたちの死体のそばで待まち伏ぶせしているかもしれなくて。だから、二人のそばにいくことはできない。ここは一度戻もどって、態たい勢せいを立て直して、軍を組そ織しきし、敵に、状じよう況きように、対応しなきゃ。


　そうしなきゃ、いけないのに……


「…………」


　シオンは一歩、前に進んだ。


　涙はなんとか、歯を食いしばって止めることに成功したが、体が言うことをきかない。理性は進むなと言っているのに、体は勝手に前に進もうとする。


「二人を……」


　二人の遺い体たいをここに放置することはできない。


　シオンは走り始めた。


　二人のほうへ。


　近づけば近づくほど、彼らの姿がはっきり見えて、泣きそうになる。


　だがそこまでは感情の暴走を許さない。ここには敵がいるのだ。気配は感じられないが、確実にここで、なにかが起きたのだ。警けい戒かいを解とくな。感情を暴走させるな。


　泣くのは……


　泣くのはあとでいい。


「…………」


　シオンは走る。


　ライナと、フェリス、どちらの死体へ先に駆け寄ろうかとか、そんなわけのわからないことを考える。そんなことを考えることになんの意味もないことはわかっているのに、意味不明な思考が頭を巡めぐり続ける。失ったものが大きすぎて、動どう揺ようが抑おさえきれない。落ち着け、落ち着けと、自分に何度も言い聞かせる。


　そしてシオンはまず、ライナのほうへ向かった。地面に転がったライナの首が、一番近かったからだ。だからそちらへ向けてシオンは走っていこうとして。


　しかし、そこで突とつ然ぜん。


「……シオオオオオオオオオオオオオン!?」


　女の声が響いた。


　それもそれは、知っている声。


　死んだはずのフェリスの声で。


「なっ!?」


　それに驚いて彼女のほうを向く。だが彼女はやはり、死んでいる。さっきと同じ姿だ。


　胸に穴が開いて、大量の血を流し、目を閉じて死んでいる。


　でもじゃあ、


「いまの声はいったい……」


　シオンは周囲を見回す。敵がそばにいて、声を上げたのか？


　だがそれはなんのために？　シオンを襲おそうつもりなら、声を上げずに、気配を殺して近づくべきだ。それにさっきの声はあきらかにフェリスの……


　が、そこでまた。


「シオオオオぐぎゃぁあああああああああ」


　今度はライナの声だった。


　声の方向は、彼の、首のほう。シオンはそちらを向く。だが、ライナはやはり生なま首くびの姿で地面に転がっていて、間違いなく死んでいる。声を上げられるような状態じゃない。


　それにシオンは、顔をしかめる。


　二人の死があまりにショックで、俺は幻げん聴ちようを聞いてるのか？　なんてことを思う。


　それとも俺は、知らぬ間に幻げん覚かくの魔ま法ほうにかけられたか……？


　だがその答えは、すぐに出る。


　目の前で、現実ではありえないことが起こったから。


　死んだはずのフェリスが、動きだしたのだ。


　それをにらみつけて、


「……後者か」


　シオンはうめくように言った。


　幻覚を見せられているのだ。


　目の前。


　死んだはずのフェリスが、両りよう腕うでをゆっくり動かしていく。そして上半身だけをむくりと起こし、手で、下半身を引きずるようにしてこちらに向かってくる。


　ずる、ずる、と体を引きずりながら、彼女の首ががくがくと揺ゆれる。うらめしそうな表情でシオンをにらむ。そして口を開くと、


「……し、シオ、シオおお、シオン、よ、よ、よくも、よくもわた、わたしをこんな目めめに……」


　そんな言葉に、しかし、シオンは動じなかった。彼は目の前のフェリスではなく、周囲を見回すようにして、


「……ふん。子供だましだな。どういうつもりか知らないが、私にこんな幻覚を見せても……」


　が、そこで。


「ひゃははははははははははは」


　再びライナの生首から狂くるったような声が上がる。さらにその生首をフェリスが持ち上げると、いきなりこちらへ投げつけてきて。


「うわっ」


　ライナの首が、シオンの手の中に入る。


　手の中のライナが目を大きく見開き、こちらをぎょろりとにらみつけると、言ってくる。


「しぃお～ん。全部おまえのせいだ～、おまえのせいで俺はこんな姿になったんだ～痛いよ～どうにかしてくれよぉ～」


　その光景はあまりにリアルで、手で持った生首の感かん触しよくも、声も、本物としか思えなくて、シオンは動揺する。


「く……くそ。げ、幻覚だ……落ち着け……これは幻覚の……」


「痛いよぉ首が痛いよシオン～助けてくれよぉ」


「黙だまれ」


「私もだぁ。心臓が失なくなって、背せ骨ぼねが切断されて、痛くて死にそうだぁ～」


「黙れ黙れ」


「おまえが俺に仕事させ続けたせいでこうなったぁ。全部おまえの……」


　だが、ライナの生首がそう言いかけたところで、シオンは怒ど鳴なった。


「いいから黙れぇ！」


　そして生首を振ふり上げると、思いっきり地面を這はいずるフェリスへと投げつけた。


　するとフェリスがそれに、


「うお」


　とか言って、慌あわててライナの生首をはたき落とす。


　ライナの生首はそれに、


「あ痛っ!?」


　という声のあと、


「ちょ、え、まずいって！　首だけじゃ受け身とれな……」


　言いかけたところで、地面をバウンド。


「ぎゃぁああああマジ痛いてぇええええええええ！　うわ、死んじゃう!?　これほんと死んじゃう!?」


　そしてライナは地面をごろごろ転がって止まる。そのままこちらをにらんで、


「お、おいこの馬ば鹿かシオン！　なにしやがんだてめぇ！　殺す気かっ!?」


　と、生首が言った。


　生首が、殺す気かっ!?　って……


　おまけにこの、ライナの喋しやべり方は……


「………………ええと、いや、え？　ってこれ、幻覚じゃないの？」


　すると生首が当然とばかりに、


「幻覚じゃねぇよ！」


「じゃ、なに？」


「生首どっきりだよ！」


　なんてわけのわからないことを言ってくる。


　続いてフェリスも、


「うむ。私のは『心臓ないのにズルズルくるよ[image: ]』どっきりだ。どうだ。びびったか？」


「いや、そりゃびびったけど……え、でもこれ、どういう手品？」


　シオンは、ライナとフェリスを交こう互ごに見る。見れば見るほど、どっきりとは思えないほどリアルに死んでいる。


　ライナの生首は完全に胴どう体たいから離はなれているように見えるし、フェリスの胸は穴が開いて向こう側が見えている。


「いったい、どうなってるの？」


　シオンが聞くと、ライナは生首のまま、


「さぁて、どうなってるでしょー？　この生首手品の真相を、みんな知りたいかなぁ～？」


　なんてふざけた声こわ音ねで言ってきて、シオンはそれに、うんざりする。


　ライナの悲鳴を聞いて、心配して駆かけつけて、おまけに死体を見つけて動揺して、泣きそうになったりまでして、もう、あれだ。心配損ぞんに動揺損に泣きそう損ともう、損のオンパレードだった。


　シオンはうんざりした顔でライナの生首を見る。


　するとライナは笑って、


「あ、その顔は、早くタネ明あかしして欲しいって顔だなぁ～？」


「いや、あ～、うん。そうだね。早くタネ明かししてもらいたいね。というか、山火事の消火もせず、な～にを遊んでたのかなぁ～？　[image: ][image: ]!?　という突つっ込こみの部分からきちんと説明してほしいところだね」


　するとライナは半笑いのまま、


「しかぁし、世間知らずの英えい雄ゆう王様は知らないかもしれないけれど、手品師はタネ明かしはしないものなのだ～」


　という言葉に、


「えええええそうだったの!?　知らなかったぁ～ん[image: ]　ってね、言いながらね、おまえの頭踏ふみ潰つぶす準備をしてるけど言い残すことはあるかなぁん？」


　言って、シオンはガシガシと足あし踏ぶみして見せる。


「…………」


　それをライナは蒼そう白はくの顔で見つめてから、


「いや、えーと、抵てい抗こうできないのでやめて」


「じゃ、さっさとタネ明かししろよ」


「教えてほしい？」


「ああ」


「俺も」


「んぁ？」


「いや、だから俺も、どうなってるのか知りたいなぁと」


　と、まだ話を引っ張ぱろうとするので、シオンはよしっとうなずいて、


「とりあえずライナの頭を踏みつけて、脳のう髄ずいが耳から出たところでもう一度話を聞いてみよう」


　言って、ライナのほうへと近づいていく。


　それにライナは慌てて、


「いやいやいやいや、ほんとなんだって！　ほんとにどうして自分が生首で生きてられるのか、わかってないんだって！」


　という言葉に、シオンはにっこり笑って足を振り上げる。


「ってちょっと待ってぇえええええ！　まじで！　まじで話聞いて！　さっきも言ったけどほんと生首状態だと受け身取れないから、ハードな突っ込みには耐たえられないんだって！　は、話し合おう！　ほんとに、ほんとに生首になって生きてられる理由は俺にもわかんないんだよ！　な？　フェリス？　フェリスからもなんか言ってやって！」


　それにシオンはフェリスのほうを向く。


「そうなのか？」


　するとフェリスは、


「うむ。私はライナを踏むことに賛成だ」


「ってなんの話してんだぁあああああ」


　と叫さけぶライナの頭をとりあえず踏んでおいた。


「ギャバ!?」


　妙みような悲鳴が上がるが、無視。


「それで、いったいここでなにが起きてる？」


　するとライナが、今度こそ演技ではない、本当にうらめしそうな顔でこちらを見上げ、


「おまえが足どけたら話してやるよ」


　という偉えらそうな発言にもう少し体重かけてやろうかと思ったが、これ以上話を引っ張って山火事がさらにひどくなるのも困こまるので、足をどけた。


「じゃ、話せ」


「てめぇこっちが抵抗できないのいいことにやりたい放題しやがって、あとで絶対……って噓うそ！　冗じよう談だん！　冗談だからもう踏むのやめ……ぎゃああああ」


　そしてライナは説明を始めた。





　　　　◆





　ライナの話によると、森に降ふってきてこの山火事を起こしたのは、星ではなく、ハサミだったらしい。そのハサミが勝手に空を飛び回り、ライナを襲おそってきて、それをかばってまずフェリスが、それからライナが次々に切り裂さかれたらしい。


「で、ハサミに切り裂かれて生首になったのに、なぜか死なないと？」


　シオンが聞くと、ライナは、


「うなずこうとしたけど首がなくて気持ち悪わりぃ！」


「はは」


「いや笑いごとじゃなくてね」


「ふむ。それでフェリスのほうは、心臓と、そのついでに背骨まで切られて下半身が動かないと？」


　するとフェリスはうなずく。


「うむ。『心臓ないのにズルズルくるよ[image: ]』に変身した」


　その言葉に、もう一度フェリスの体のほうを見る。それからライナの、倒たおれたままになっている体のほうを見る。彼の体はもう、ぴくりとも動かないまま地面に横たわっているだけで。


「じゃあ、ほんとに体と首、切断されたんだ」


「見りゃわかるだろうが」


「首から下の体は死んで、ゾンビみたいになったってことか？」


　が、それにはフェリスが首を振る。


「いや、それがどうもそうではないらしい。私の足を触さわってみると、血はまだ巡めぐっているし、調べてみたところによるとライナの体も……」


　その言葉の途と中ちゆうで、シオンはライナの体のほうへといってみる。そして首のない体の服の中へとそっと手を入れ、胸に手を当てる。すると首のない彼の体の中の心臓が、


「……鼓こ動どうしてる」


　するとライナが、


「そうなんだよねぇ。どうも、体も生きてるみたいで」


「どういう仕組みだ？」


「さぁ？　手品のタネは、手品をした奴やつに聞いてもらわないと……」


「ハサミか……いったいそのハサミはなんなんだ？」


「う～ん」


「勇者の遺い物ぶつの一種かな？」


　それにライナは、


「たぶんね。そんな雰ふん囲い気きだった。というか、通常の魔ま導どう科か学がくじゃ、いまの俺らの状態、説明つかないしな……この生きたまま体を切断するっていうのは、いまの魔ま法ほうじゃ無理だ」


「ゾンビ化はできても？」


「そそ。でもゾンビってあれだぜ？　ただの死体遠えん隔かく操そう作さ術であって、血流がないから脳のう細さい胞ぼうもさくっと破は壊かいされて、知能ゼロのただの木で偶くが動くだけだぜ？」


　それにシオンもうなずく。古い文ぶん献けんでその手の魔法については読んだことがあった。確かベンプルという名の国が使用していた魔法で、ゾンビの軍団はあまりに知能が低く、弱く、あっさり他国に滅ほろぼされてしまった。


　つまり、すでに淘とう汰たされた弱い種類の魔法だ。


　だが今回のこれは、そんなレベルのものじゃない。いまの魔導科学ではとても再現不可能なほどの魔法。


　なにせフェリスは血流の源みなもとであるはずの心臓を失っているのだ。ライナにいたってはその心臓どころか、首から下が切り離されている。なのに彼らの体には血が巡り、血けつ色しよくもいいままべらべら喋しやべっている。二人とも、これだけ無む駄だにうるさいところを見ると、脳細胞も死んでいないだろう。


　それがどういう仕組みでそうなっているのかはまるでわからないが、しかし、わかることもある。


　シオンは元気に軽かる口くちをたたきまくるライナとフェリスを見た。二人の体は、切り裂かれているのに死んでいない。


　そして死んでいないのならば、


「…………」


　それにはたぶん、意味がある。


　わざわざハサミが、ライナたちの切り離した体を生かしているのは、あとで元に戻もどすつもりがあるということだ。


　それがわかっているからライナたちも落ち着いているのだろうが。


　シオンは腕うで組ぐみして言った。


「なるほど。状じよう況きようはわかった。じゃあまずはその、勇者の遺物……ハサミの機能がいったいなんなのかを知る必要があるな」


　しかしライナがげんなりと言う。


「そりゃそうなんだけど……あのハサミの機能を解明すんのはしんどそうだぞ？」


　それにシオンはうなずいた。


　化ばけ物ものみたいに強いライナとフェリスを、あっさり切り裂いて戦せん闘とう不能にするようなヤツをとらえるのは、相当大変だろう。


　おまけに敵は人ではないのだ。


　空飛ぶ奇き妙みようなハサミ。


　いったい、どんな戦せん略りやくを立てるんだよ？　と、思わず突っ込みたくなる。


　それにもし仮にハサミを捕とらえる方法を考えついたとしても、


「そのハサミさんはそれで、いまはどこにいるんだ？」


　シオンが聞くと、ライナが目で西の空のほうを見た。


「びゅーんとあっちいったよ」


「びゅーんね。西か？」


「そ。おまえがきたほう」


　それにシオンは、頭を抱かかえたくなる。西には村がある。彼が連れてきた救きゆう援えん部隊もいる。そちらにハサミがびゅーんと飛んだとなると、もしかしたらすでに、仲間たちも切り裂かれてライナたちと同じような状況になっているかもしれないわけで、


「……あ、なんか、ちょっとしんどい事件になってきたなぁ」


　シオンがうめくように言うと、ライナも疲つかれた表情で、


「ああ。俺はもう、山火事見ても二度と消しにいかないね。な？　フェリス」


　が、彼が言葉を放はなった方向には、フェリスの姿はなかった。


　いつの間にやら彼女は上半身だけで木に登っていて、一番高い枝えだにひょいっと乗り移る。それから彼女は西のほうの空を見つめて目を細めた。どうも西へ消えたハサミの行方ゆくえを探さがしてくれているらしい。


　シオンはそれを見上げ、なにか見えるかと声をかけようとした、瞬しゆん間かんだった。


　木に登った彼女の後ろに突とつ然ぜん、妙なものが現れる。


　フェリスはそれに、反はん応のうできない。


　いや、気づきもしない。


「フェ……」


　シオンはそう言いかけて、しかし、声が出なくなる。


　彼女の背はい後ごに現れたモノが放った強大な殺気を受けて、声を、失う。


　ただ見ているだけ。


　できるのはただ、見ているだけだった。


　フェリスの、背後に現れた異常なほど美しい男を。


　そう。


　フェリスの背後に突とつ如じよ現れたのは、彼女の兄の、ルシルだった。


　ルシル・エリス。


　フェリスと同じ輝かがやくような金きん髪ぱつに、有と無の間を移ろうような妖あやしい美び貌ぼう。


　彼はそっと手を掲かかげ、手しゆ刀とうをフェリスの首くび筋すじにたたきこむ。


「…………」


　それでフェリスはあっさり気絶してしまった。木から落ち、そのまま地面に激げき突とつする、と思った刹せつ那な、彼女の体がふわりと浮ういてから、ゆっくりと横たえられる。


　おそらくルシルがなにかしたのだろうが、しかしその動きはまるで見えない。一いつ瞬しゆん彼女の後ろに見えたかと思った次の瞬間には彼の姿は消え、そして今度はライナの頭の後ろに立っている。


　ライナもそれに気付かない。もちろん体がないので気付いたところで振ふり向くこともできないだろうが。


　ただ、彼は目の前に落ちてきたフェリスの姿を見て、


「ふぇ、フェリス!?　いったいなにが起きた!?」


　そんな声を上げている。


「おいシオン！　木の上でなにが……」


　が、彼の言葉もそこまで。ルシルが、ライナの頭にぽんっと手を載のせると、彼の目がぐるんと回り、気絶してしまう。


　それで終わりだった。ライナとフェリス、二人ともが、ルシルの存在に気付くこともなくあっさり気絶してしまう。


　そしてこの森に残ったのは、シオンと、ルシルだけ。


　シオンはそれに、ルシルを見つめ、


「……まったく。きみの登場はいつも、突然だな」


　するとルシルはこちらを向いて、


「あれ、もっと派は手でに登場して欲しかったかい？　この二人には……見られたくないだろうと思ったんだけど。君の……」


　そこで一度、言葉を止める。そしてかすかに微笑ほほえんで、言った。


「君の……本当の姿をさ」


　しかしそれに、


「…………」


　シオンは答えない。


　本当の姿。


　本当の姿か。


「……じゃあ、今回の事件はまた、そっちの話なのか？」


　するとルシルは肩かたをすくめてから、空を見上げる。


「ああ。そろそろくるね。君を狙ねらってはるばる中央大陸からお出ましだよ」


　それにシオンも空を見上げた。しかしシオンにはなにも見えない。ルシルにはなにか見えているのだろうが、彼にはまだ、なにも見えない。


「今回はハサミの姿？」


「『闇獣切り十字刃ジエント』っていうんだけどね。君を……君の中の闇やみを切り裂さきにきた『女め神がみの御み遣つかい』だ」


　その言葉に、シオンは顔をしかめる。


「女神の御遣い、ね……」


『女神の御遣い』という名の化物や武器には、ここのところもう、何度も会っていた。突如彼の前に現れて、シオンを殺そうとするのだ。


　そして『女神の御遣い』が切り裂くのは、堕おちた神を宿した者だけだという。


　邪よこしまなものだけを切り裂く、聖なる力。


「……ライナたちが無ぶ事じなわけだ」


　シオンは苦笑して、振り返り、気絶している二人を見る。


「じゃあ、今日も女神様は俺を……邪な、狂くるった勇者を殺しにきたわけだ」


　シオンが自じ嘲ちようするような声こわ音ねでそう言うと、ルシルは空を見上げたまま、


「狂ってるのは、醜みにくく、冗じよう長ちように生きたがる彼女たちのほうさ」


「……で、ほんとのところはどちらが正義なんだい？」


　シオンが聞くと、ルシルはこちらを振り返る。そして、笑った。それは嬉うれしそうな、楽しそうな、ぞっとするような暗い笑みで。


「……それは当然、勝ったほうだよ」


「勝ったほう……ね。で、おまえは勝てるのか？」


「……ふふ。私があの、無力な女神どもに負けるとでも？」


　とそこで、空から光が落ちた。


　凄すさまじい勢いきおいで光り輝くハサミが落ちてきて、ルシルを貫つらぬこうとする。


　だが彼はよけない。ただ薄うすく笑ったまま手を前に掲げ、


「乙おと女めを汚けがす黄よ泉みの蛇へび」


　すると彼の手に、先せん端たんが蛇の頭のような形になった剣けんが数百本生まれ、落ちてきたハサミに喰くらいつく。


　音は鳴らない。金属と金属がぶつかったのに、音は鳴らない。ただ、ハサミの勢いは止まった。ルシルが生み出した剣に喰らいつかれて、ハサミはかすかに震ふるえる。


　ルシルはそれにやはり、笑い続ける。


「は、はは、ははは、中央ならいざしらず、この地で私に触ふれられると思うなよ、女神ども。喰ってやる。おまえらの力ごと喰ってやる。さあ、やれ。そいつを犯せ……毒どく蛇へびよ」


　瞬間、剣たちがキヒャァアアアアアアアアアという耳みみ障ざわりな咆ほう吼こうを上げた。


　するとハサミがみるみる紫むらさき色いろに染まり始める。やがてハサミのすべてが紫色に染まり、その色が濃こくなって黒に近くなったところで……


「……終わりだ」


　ルシルが呟つぶやいた。


　それと同時に、剣が消える。ハサミが力を失って、地面に落ちる。


　それはほんの数十秒の出来事だった。


　それを見て、シオンは言った。


「……勝ったのか？」


　ルシルはうなずく。落ちたハサミを見下ろし、


「もう、ただのハサミだ」


「そうか」


「そうだ」


　それで、終わりだった。いつものことだ。『女神の御遣い』が現れて、それをルシルが殺す。喰らう。それはいつものこと。


　とそこで、ルシルはフェリスのほうを見て、


「じゃあシオン、私は消えるよ。妹を……いや、もう傷は治なおってるだろうが……まあ、よろしく頼たのむよ」


　そう言って、消えた。


　彼の姿は文字通り、始めからそこにはなにもなかったかのように、消え失うせてしまった。


　それにシオンは、小さくため息をつく。それからフェリスのほうを向く。ルシルの言葉どおり、フェリスの胸の傷は、治っていた。というより、服の穴すら完全に修しゆう復ふくしていた。


　ライナのほうも、いつの間にか首が元どおりにくっついている。


『女神の御遣い』は、邪なものしか傷つけない……


「邪なもの……」


　シオンは自分の手を見つめながら言った。自分の中に流れている、暗い血を見み据すえるように。


　自分の中の、狂った血を……


「…………」


　それから彼は地面に落ちているドス黒く染まったハサミに目をやり、拾ひろった。指を入れるための丸い穴に親指と人さし指を入れて、試ためしに開け閉めしてみる。するとハサミからはシャキシャキという小こ気ぎ味みいい音が響ひびく。


　力を失ったそれは、本当にもう、なんの変へん哲てつもないただのハサミだった。


　もう、すべて終わったのだ。


　今回の事件は終わった。


「……さて、これからどうしようかな」


　シオンはハサミをちょきちょきしながら、思考を巡めぐらせる。


　まずは山火事をどうするかだが、それはもう、考えなくてもよさそうだった。遠くからかすかに声が響いている。シオンが率ひきいてきた救きゆう援えん部隊の声だ。おそらく、そろそろ彼らが作った消火用の大だい規き模ぼ魔ま法ほうが発動するのだろう。


　火は、消し止められる。だからそれの心配はもういい。


　それよりも問題は、


「……ライナたちが起きたあとに、このハサミを俺がどう処理したかの、もっともらしい噓うそを考えないと」


　そこでシオンはちょきんっと、ハサミを閉じる。再び小さくため息をつく。


　そして、


「……もっともらしい、噓か……」


　うめくように、そう言った。


　この数か月。ライナがこのローランドに戻もどってきてからの数か月の間に、そうやってもう、どれほどの噓を積つみ重ねたろうか。


　ライナに、フェリスに、自分に、世界に、噓を塗ぬりたくっていく。


　かりそめの平和に笑い、かりそめの幸せに笑い、かりそめの平へい穏おんに笑い。


　噓、噓、噓、噓、すべてが噓だらけで、もう、


「うんざりだよ」


　シオンは小さく言った。


　そしてもう一度、ちょきんっとハサミで音を鳴らした。この邪なものだけを切り取るハサミで、自分の中の噓や、欺ぎ瞞まんや、醜い闇が切り取れればいいのに、なんてことを思いながら、ハサミを数度、ちょきちょきと開け閉めする。


　そしてちょきちょき、ちょきちょきと何度か開け閉めした、瞬しゆん間かん。


「……あら？」


　なんて声を、シオンは上げた。


　ハサミのシャキシャキと気持ちいい音が影えい響きようしたのかどうかはわからないが、なぜか突とつ然ぜん、頭に名めい案あんが浮うかんできて、


「あら、あらあらあら、これ、すごいいい考えなんじゃないの？　あらら、俺ってばライナたちを納なつ得とくさせる、このハサミのすごい使い道考えついちゃったんじゃないの？」


　そう言って、彼は笑った。


　さっきまでの暗い顔とはうってかわって、満面の笑み。


　そして倒たおれているライナのほうを向いて、優やさしく微笑む。


「ああくそ、まあた、ライナに助けられたな……たとえ偽いつわりの平和でも、たまにこんな面おも白しろいことがあるならまだ、少しは続けてみ……続けてみ……続け……」


　が、言葉はそこまで。


　これから自分がすることのあまりのおかしさに、かっこつけた言葉はもう続かなかった。


　ただもう彼は、


「ぎゃははははははやば、絶対これ最高だよ～」


　などと笑いながら、彼はライナへと近づいていく。


　ちなみに彼が思いついた話は、こういうものだった。


『あのハサミは実は、暴あばれる子供の首を切り落として、おとなしくさせてから散さん髪ぱつするためだけの勇者の遺い物ぶつだった。そしてライナとフェリスを気絶させたあと、ハサミが突然、『さて髪かみ型がたはいかがいたしましょうか？』なんてことをシオンに聞いてきたので、シオンはとりあえずこう答えた。『じゃあ、あれでお願いします。あの、いま一番流行の、例のあの髪型にしてやってください』するとハサミは『任まかせとけってー☆』とか言って、たちまちライナをかっこいい髪型に変えて、びゅーんっと空へ消えていったのだった』


　そんな話。


　しかしそれはすべて噓。


　彼が見る景け色しきはいつも、なにもかもが噓ばかりで……





　　　　◆





　その、数分後のこと。


　目を覚さましたライナが、


「な、な、なんで俺、丸まる坊ぼう主ずなんだぁああああああああああああああああああああ!?」


　つるっぱげになった頭を両手で押さえながら絶ぜつ叫きようした。


　その横で、シオンとフェリスが腹を抱かかえて笑い転ころげる。


　狂ったように笑い転げる。


　彼が見る景色はいつも噓で。


　なにもかも噓ばかりで……


　でもそれでも、ライナたちといれば、少しは世界はマシに見え……


「てめぇら笑ってんじゃねぇええええええ」


　マシに見え……


「あ、あ、それ以上笑ったらぶっ殺すかんな！　てめぇらまじぶっ殺すかんなぁあああああ！」


　マシに……


　って、あ、だめだ……またかっこいいこと言える余よ裕ゆうがなくなってきた……だって、だってつるっぱげが、つるっぱげライナが泣きそうな顔で怒ど鳴なってて、


「ぎゃはははははははははははははははは」


　結局シオンは、腹を抱えて笑い転げた。














　あとがき







　今回は告知がたくさんあるのですが、しかしそれよりもなによりも、この本は僕にとってものすごく記念の巻なので、まずはその話をさせてください。


　実はですね、この本。


　僕がデビューしてから発売した本の中でなんと、五十冊目になるんでーす！


　すげー！（笑）


　五十冊って、いつの間にそんなことになったんだろう！


　読みきれないよ！


　でもみんな読んでくれてるよ！


　というわけでもう、感謝しすぎてみなさんになんて言っていいのかわかりませんが、まあ、いつもどおり、ありがとうございますと言います！


　これからも頑がん張ばっていくので、ぜひぜひよろしくね！


　おまけにこの五十冊目で、ついに四か月連続刊行を乗りきりました～。


　六か月連続刊行に続いて四か月連続刊行。


　おまけにそのうち何冊かは過去最高の分厚さを連続更新！


　短編連載も欠かさずあったし！


　とかね、なんかもうね、生きて乗りきれるとは思っていなかったのだけど、うおおおおと叫んでいるうちになんとかなりました。頑張ればなんか、なんとかなるもんだねぇ。


　で、このあとがきを書いているときはもう、乗りきったあとの休暇みたいなのを満喫している真っ最中なんですが、今月は京都へいったり、草津へいったり、ライブを見にいったりともう、本当に満喫しております。


　もうぶっ続けで、そんなに休んでいいの？　と思うほど休んでいます。


　どれくらい休んでいるかというと、毎週二日くらいは休んでいます。


　すごくない？


　週二日休めるとかすごくない？





　全ぜん然ぜんすごくねぇえええええええええええええええええええええええええええ！（笑）





　いやぁなんか、連続刊行を抜けても細々とした仕事がいろいろあって、忙しくしております。でもやはり、長編をがつんと書かなきゃいけない、みたいな仕事じゃないと心への負担が低いので、毎日すごく楽です。


　ってかね、実はね、この忙いそがしい間もずっと楽しかったんだけどね。みんなに新刊を読んでもらって、それで喜んでもらえるのはすごく嬉うれしいので。


　でもまた忙しくなるまえに、もう少ししっかり休もうと思いまーす──とか、そんな近況を書いたところで、ちょっといろいろお知らせがあるので、それをやりまーす。





　まず、伝勇伝の担当さんがまたも変わってしまいました！


　ちなみに前巻までの本は、みなさん御存知、美少女担当キャサリンさんだったのですが、なにやら僕の知らないところで富士見内で話しあいがもたれたのだそうです。


「ぶっちゃけ鏡さんの刊行ペースにはついてけないよねー」


「一人で担当してたら死んじゃうよねー」


「『いつか天てん魔まの黒ウサギ』と『伝説の勇者の伝説』の担当、わけたほうがいいんじゃないの？」


「そうしようそうしよう」


　と、いうような話しあいがもたれたかどうかはよくわからないのですが、忙しさはほんとにハンパなかったようで、なんと富士見内だけで、二人のメイン担当がつく、なんていう、ちょっと前ぜん代だい未み聞もんな事じ態たいになってしまいました。


　サブ担当じゃなく、両方メイン担当です。


　ちなみにキャサリンは『いつ天』の担当さんに。


　そして『伝勇伝』には、やはりキャサリンと同じイニシャルの熱血男性担当Ｋさんがついてくれることになりましたー。Ｋさんはなんとドラマガの副編集長様です。偉い人だよ！　ここは一発、ゴマをすっておくことにします！


　と、いうわけでＫさん、よろしくお願いしまーす！


「ああ、どうもどうも、みなさん初めまして、Ｋです。よろ……」


「ところでＫさん」


「ちょ、僕まだ挨あい拶さつの途と中ちゆう……」


「Ｋは呼びにくいからあだ名をつけましょうそうしましょう」


「あだ名ですか？　つけてもらえるなら嬉しいですけど。どんなのがいいですかね？」


「というかもう、僕、あだ名考えてあるんです」


「ほう、なんですか？」


「『いつ天』のほうのＫさんがキャサリンじゃないですか？」


「はいはいはい」


「じゃあ、『伝勇伝』のＫさんは男なので」


「はい」


「キャサ男おということで」


「絶対嫌いやだぁあああああ！」


　というわけで、『伝勇伝』はキャサ男が担当になりましたー。でもほんとに嫌そうだったので、コマッティーというあだ名も考えたのですが、そのへんはファンレターとかで読者に判断してもらいましょう！　僕はキャサ男がいいと思うのですが、みなさんはどうでしょうか？　熱いお便りをヨロシク願いします！


「って、そんなことを鏡かがみさんが言ったら、キャサ男で決まっちゃうじゃないですか！」


「ふぉっふぉっふぉ。フェリスにサオティに僕と、Ｓばかりが集まっている伝勇伝組にようこそ！」


「うううう、嫌なとこきたなぁ」


　と、キャサ男さんが喜んでいるのを観かん察さつしたところで、次の話題次の話題。








　告知１


　伝勇伝のゲームがＰＳＰで発売されてしまうのはみなさんもう御存知ですね！　ゲームの画像とか、みんなもう見てると思うけど、すごそうだよねー！


　超楽しみ。


　そしてその発売日が、今冬！　と、書かれております。今冬。今冬って、いつだ！


　僕もまだ聞かされてないのですが、なんかもう、すぐじゃないの？　いま十月だぜ？　冬突入する直前だぜ？　今冬って、いつよ？　と、言ってたら、発売日情報が突然担当さんから教えてもらえました！


　来年の二月十八日（木曜日）だってー！


　おおおおおお、ほんとに発売するんだ！（いやそりゃほんとだろうけど）


　とにかくわくわくしながら待っております。みんなもよろしくねー！





　告知２


　伝勇伝から少し離れて、いつ天の告知～。


　交互に書いていきます。いつ天、伝勇伝と、意味もなく交互に告知していきます！





　で、その告知２はいつ天。


　ありがたいことに急きゆう激げきに人気にがあがってきて、早くもコミカライズまで始まってしまった『いつか天てん魔まの黒ウサギ』。


　十月九日発売のドラゴンエイジから連載が始まっているので、ぜひぜひ、応援よろしくお願いしまーす！


　描いてくれてるあさひなさんは、とんでもなく絵がうまいので、立ち読みでもいいからみんな見てみて～。








　告知３


　というわけで今度は伝勇伝。


　来月十一月九日に、伝勇伝のコミック３巻が発売するよー！


　こちらももう、告知しなくてもいいくらいぐんぐん盛りあがってて、人気もうなぎのぼりらしいです。


　人気でなかったらどうしようとみんなで震ふるえていたんだけど、ほんとによかった！


　フェリスかわいいし、ライナはやっぱりやる気ないしねー（笑）


　最近僕のとこにきたネームとかだと、クラウとフロワードが戦ってたよ！


　ノアも登場してた！





　告知４


　って、ちょっと待って。告知がありすぎて、息切れしてきた（笑）


　ええと、がんばります。


　今度はいつ天の告知！


　十二月三十日（水曜日）に、『いつか天魔の黒ウサギ』ドラマＣＤ発売予定！


　※限定盤は、マリン通販で予約受付中！


　詳しくはhttp://www.marine-e.co.jp/までアクセスしてみて下さい。


　いま、すでに決まっているキャストは、


　鉄大兎：梶裕貴さん。


　サイトヒメア：井上麻里奈さん。


　だそうでーす。


　これから続々他のキャストも決まっていくそうなので、楽しみだねー。


　あと僕も大量に特典小説書いたよ！　かなりきちんと書いたんだけど、きちんと書きすぎちゃったので、こんな分量入らないよーと言われそうなのだけど、知らぬふりしてさくっと提出しちゃいました☆　こっちにはキャサリンがいないから、提出しちゃった知～ない☆　とか、言ってもいいですよねキャサ男さん。


「いいと思います！」


「だよねー！」


「よくなぁあああああああああい☆」


「あ、なに伝勇伝のほうに出てこようとしてるんですかキャサリン。ここはキャサ男のテリトリーですよ！」


「おまえらキャサキャサうるさぁあああい☆」


　と、キャサリンが怒ど鳴なって帰っていきました。


　キャサリンは語尾に☆をつけておけばキャサリンとわかるので、楽ですね。


　キャサ男もつけましょう。


「まあた変なのつけるつもりでしょう？」


「キャサリンは☆なので、キャサ男は男なので、♂でどうで──」


「だから嫌ですって！」


「[image: ]は……」


「だぁああから！」


　キャサ男はどうも、好みにうるさい担当さんのようです。


「あ、それじゃ、[image: ]とかどうですか？」


「僕はなんの会社なんですか[image: ]　って、え、もう語尾に[image: ]がついてるぅっ[image: ]」


「なんかそれ、わかりにくいよキャサ男～」


「あんたがやってるんでしょおおおお！」





　はい次の話題。





　告知５


　というか、この告知５で、全告知終了です。


　やっとここまでたどりついた！


　では、最後の告知やります。


　最後の告知は伝勇伝です。


　いきます。





　来年一月に、『大伝説の勇者の伝説７』が発売されまーす！





　でもってその、一月に文庫と同時発売するドラゴンマガジンに、なんと一年以上ぶりに伝勇伝が帰ってまいります！


　それも伝勇伝が、表紙＆巻かん頭とう大特集らしいぜ!!





　みんな一月に期待しててねー！





　全告知終了！





　と、いうわけで～、実は今回、あとがきページ二枚しかなかったのです。なのにいま、十一ページ目ですね。なぜこんなにあとがきを書いているかというと、告知がたくさんあったこと、この本が五十冊目という記念の本だったこと、というような内容を書いたら２ページじゃ足りないだろうということで、あとがきページを増ふやしてもらったのです！


　でもそしたらページにして、十六ページも増えてしまって、現在、そのページを必死に埋めているわけですが、でも、もうほとんどノルマまできましたー。


　で、ちょっと読み返してみたんですが、なんか、告知とか五十冊記念より、キャサ男大活躍なあとがきになっちゃったねぇ～。


「ってだから鏡さんが無理矢理登場させ……」


　はい、そんなわけで今回はこのへんで終わろうと思いま～す。


「ちょ、鏡さん！」


　はいはいお静かに。


　次にみなさんにお会いできるのは、来月のドラマガでの、『いつ天』の原げん稿こうかな。ドラマガにはゲームの続報も載のると思います。


　そして年を越して来年一発目は、大伝の新刊と、ドラマガの表紙でカムバックしてきた伝勇伝です。


　って、よく考えたら、ドラマガやコミックスは出るけど、あとがきで会えるのはこれが今年最後の本か！


　ええと、じゃあ、みなさんよいお年を！





　そして来年もよろしくお願いしまーす！





鏡貴也公式ＨＰ　http://www.kagamitakaya.com/
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